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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『うお？　躱かわした？』


　ガチャンッ──なにかが倒たおれる音──そして騒そう音おんと怒ど声せい。いくつもの喧やかましい音にたたき起こされ、少女は目を覚ました。


「う……ん、なんの騒さわぎですの……？」


　瞼まぶたを擦こすりながら身を起こすと、目の前に真っ白な髪かみが揺ゆれた。


「目を覚ましたか」


　瑠璃猫ドミニトンを思わす気の強そうな双そう眸ぼう。薄茶ベージユ色いろのシャツに群ぐん青じようのスカート。真っ白な前まえ掛かけとヘッドドレス。使用人のお仕着せに身を包みながらも、背中には自身の身長ほどもある長いカタナを背負っている。


「カナメさん……？」


　裁さい縫ほう師しのカナメである。白髪の少女の名を思い出し、同時に既き視し感かんを覚えた。以前目を覚ましたときも、こうしてカナメは心配そうに自分の顔を覗のぞき込んでいたのだ。


　名前を呼ぶと、カナメは複雑そうな表情を見せた。


「その口調……おんし、エミリオの方か？」


「わたくしじゃいけませんの？」


　寝ね起おきにがっかりされた顔を見せられ、少女──エミリオも不服そうな声を漏もらす。


　カナメは、苛いら立だたしそうに頭をガシガシと搔かきむしる。


「気を悪くするでない。今、立て込んでおるのじゃ」


　そう言われて、エミリオはようやく自分の状じよう況きように疑問を抱いだいた。


　エミリオは今ベッドに腰こしを下ろしているが、自分のベッドでもなければ姉のベッドでもない。そして足あし下もとから響ひびくこの振しん動どうは、間ま違ちがっても屋や敷しきのものではない。


「ここは……どこですの？」


「だからそれを説明するのが面めん倒どうじゃと言っておるのじゃ」


「そこを面倒がられて、どう気を悪くせずにいられるんですの……？」


　間違っても主あるじに対する言葉とは思えないが、エミリオもそれを咎とがめることはなかった。彼女の忠義は態度とは別のところにあるのだ。それに先ほどの物音だけでも、面倒事が起こっていることくらいは理解できる。


　窓に目を向けると、外の景色は赤い荒こう野やで、凄すごい勢いで横に流れていく。


　──列車の中……？　いいえ、それよりも！


　エミリオは慌あわてて自分の服装を確かめる。自分の好みは白である。これが自分の体ならば、衣服も白のはずだ。


　しかし袖そでを覆おおうドレスの色は瑠る璃りを思わす碧みどり色いろだった。


「姉様は……？」


　怖おず怖おずと問いかけると、カナメは困ったように答えた。


「また眠ったらしいの」


「それでは、この体はやはり姉様のものですの？」


　カナメは神しん妙みような面おも持もちで頷うなずく。エミリオも小さくため息を漏らした。


　──次に目を覚ますときは、姉様と会えると思いましたのに……。


　どうやら自分はまた姉の体に入り込んでしまったらしい。そうこうしている間に、自分が眠る前になにをしでかしたのかを思い出した。


「あの……、怒って……ますわよね？」


「なにがじゃ？」


「え、その……、わたくし、姉様の体で、いろいろと……」


　しどろもどろに答えると、カナメは首を傾かしげた。それからしばらくして、ようやく「ああ」と声を漏らす。


「あの〝鬼ごっこ〟のことか？　契けい約やく者しや四人がかりで手も足も出なかったのじゃ。良い面つらの皮ではあったが、おんしが謝るようなことではなかろ」


「怒ってないんですにょ……？」


　なにを思ったのか突とつ然ぜんカナメが頰ほおを摘つまんできた。


「なにをするんですの！」


「いや、思い出したら確かに腹が立ったからじゃな……。まあ、これで過去は水に流そうではないか」


「わたくしたった今、忘れがたい過去を刻まれたのですけれど……？」


　不服を漏らすと、カナメはフンと鼻を鳴らした。それから部屋の扉とびらへ視線を向ける。先ほどまで聞こえていた騒ぎの声はもう聞こえなかった。どうやら収拾したらしい。


　それを確かめてから、もう一度カナメへ視線を戻もどす。


「事情はよく分かりませんけれど、マルクは今の騒ぎの対処でもしているんですの？」


　マルク──エミリオの姉エルミナに仕える執しつ事じである。彼には姉のことを任せていたというのに、何な故ぜこの体の隣となりにいないのか。


　その名前を口に出すと、カナメは複雑そうな顔を見せた。


「あやつは今、ここにはおらぬ」


「何故ですの？」


「エルミナの意向じゃ。……それもまた、説明が面倒な話なのじゃが」


　どうやら相当事情が込み入っているらしい。カナメは優すぐれた使用人であり、契約者であるが、異い邦ほう人じんゆえ専門用語などの発音、解かい釈しやくが曖あい昧まいだという欠点がある。そのカナメの説明を、果たして姉ほど教養を持ち合わせていない自分に理解できるだろうか？


　一いち抹まつの不安を抱きながらも、エミリオは次の疑問を投げかける。


「ええっと……、マルクがいないのは分かりましたけれど、どうして姉様はアイシャではなくカナメさんを連れてきましたの？」


　姉の侍じ女じよはアイシャ──ここにはいないが、笑え顔がおが愛らしい、活発な少女なのだ。それが姉の側そばにいない。なにかあったのだろうか？


　不安を顕あらわにすると、カナメは微笑ほほえんだ。


「アイシャはおんしの侍女メイドになった。屋敷に残っておる。エルミナの侍女メイドは今は私じゃ」


　以前エミリオが問題を起こしたとき、アイシャは最初にそれに気づき、そして許容してくれた。そのアイシャが自分の侍女を買って出てくれた。


　嬉うれしい──それが、正直な気持ちだった。エミリオが顔を綻ほころばせていると、カナメは気まずそうな声を漏らした。


「それより……マルクがおらねば、やはりおんしはエルミナと替かわれぬのか？」


「……？　何故ですの？」


「いや……、その、おんしらは〝口づけ〟を交かわさねば入れ替われぬのであろ？」


　エミリオは今度こそ困こん惑わくした。一体、なんの話だろう？


　しばらく悩なやんでから、ようやくそれがどういう意味なのかを思い出した。外ならぬ、自分が言い出したことだった。


　エミリオは乾かわいた笑みを浮うかべた。





「ああ……。あれは──冗じよう談だん、ですわ」





　カナメの眉まゆがピクリと揺れた。腹を立てたというよりも、意味が理解できなかったようである。


「どういう意味じゃ？」


　心底不思議そうな反応に、エミリオは今さらながら罪悪感に胸を抉えぐられた。


「つまり、その、マルクったら優ゆう柔じゆう不ふ断だんではありませんの」


「まあ、それはそうじゃな」


　まったくもってその通りだというように、深い理解を示すカナメ。エミリオは頭からダラダラと汗あせを流し始める。


「だから、あの……怒らないで聞いてほしいのですけど、首輪……代わりに、ね？」


「首輪……？」


　理解していないというよりは、理性が理解を拒きよ絶ぜつしているかのような反応。エミリオはしばらくの間、宙に視線を泳がせていたが、やがて観念して頭を下げた。


「ごめんなさい！　姉様と入れ替わるのに〝口づけ〟は関係ありませんの」


　初めは、ただからかうだけのつもりだった。口づけを要求してもマルクに自分を捕つかまえる度胸があるのか、試してみたかっただけだったのだ。


　それが〝真実〟を思い出して考えが変わった。姉の体は姉に返す。だが、マルクはフラフラとエルミナとカナメの間を行ったり来たりしているのだ。安心して任せるには心もとない。だからエルミナの側を離はなれられないよう、首輪をつけておきたかったのだ。


　そう白状すると、カナメはまるで表情を浮かべないまま、小さく肩かたを落とした。


「……そうか」


　反応は、それだけだった。カナメは責めない。怒らない。ただ落らく胆たんしたように俯うつむくだけである。カナメがマルクに気持ちを寄せていることは知っていた。知っていたからこそマルクに首輪をつけなければと思ったのだ。


　エミリオは懺ざん悔げ室に飛び込みたい気分になった。これならば思いっきり罵ののしられた方がマシである。


　とてもではないが顔を直視することができず、自分の手に視線を落としていると、カナメはなんでもなさそうに呟つぶやいた。


「まあ、あの唐とう変へん木ぼくはそれくらいせねば、自覚もせぬであろうからの」


「……怒らないんですの？」


　先ほども同じことを訊きいたような気がする。畏い縮しゆくしていると、今度はカナメの方が落ち着きをなくしたように視線を彷徨さまよわせた。


「ま、まあ、私も似たようなことをしたからの」


「似たようなこと……？」


　首を傾げて──自分の頭から血の気が引くのを感じた。


「まさか、カナメさん！　マルクと……！」


「いう、や、その、大したことはしておらぬ。ただ、おんしの真ま似ねをじゃな……」


　エミリオはもう一度首を傾げた。


「あら……？　一線を越こえられたわけではありませんの？」


「た、たわけ！　私はまだ、なにもそこまで考えていたわけでは……」


　頰を朱しゆ色いろに染め、何故か腰の刃は物ものをいじり始める。その危険行こう為いにさえ目を瞑つぶれば、あわあわと慌てる様子は、アイシャ──屋敷の不器用な侍じ女じよ──のように無む垢くに見えた。


　──まあ、可か愛わいらしい……。


　不覚にもエミリオはそう感じてしまった。目の前に乙女おとめがいる。


　それからカナメはなにかを窺うかがうような眼まな差ざしを送ってくる。


「そ、それはそうと、その、一線を越えるとはどういうことを言うのじゃ？」


「まあ、本当に乙女ですのね」


　ついつい口に出してしまった。カナメが傷ついたように目を大きくする。


　──カナメさんは、今のままでいてくれた方が良いような気がしますわね。


　エミリオはコホンと咳せき払ばらいをした。


「その辺りは、女子が知ってはいけないことなのですわ」


「なんじゃ。おんしも、分からぬのか……」


　最後の希望が潰ついえたとでも言うような、深い落らく胆たんの声。


「そ、それくらい知っていますわ！　ですけど、女子がそれを知っていてははしたないと思われるのです」


「……？　矛む盾じゆんしているのではないか？　知ってはならぬことを、何故おんしは知っているのじゃ？」


「その辺りは、侍女メイドや家庭教師カヴアネスがそれとなくこっそり教えてくれるものですわ」


「家庭教師カヴアネスというと、今の家令ハウススチユワードのことか？」


　確かに、教師の目をどうくぐり抜ぬけるかに情熱を燃やすエミリオに、満足に教育係を務められたのはドミニクただ一人だった。


　エミリオは諭さとすように微笑した。


「そういったことを殿との方がたが口に出すのは、礼れい儀ぎに反するものですわ。他ほかにも家庭教師カヴアネスはたくさんいたのです」


　──一週間以上務められたものは数えるほどしかいませんでしたけれど……。


　心の中でそうつけ足すと、カナメは神妙な顔で頷いた。


「なんとも難しいものなのじゃな。そ、その……、つ、付き合う、というものは」


　──どうしたらここまで純真に育ちますの？


　ここまでいくと、逆に羨うらやましくなってくる。マルクが首輪までつけたというのにフラフラするのも、ある意味仕方がない。


　吐と露ろできぬ複雑な気持ちをグルグル巡めぐらせていると、カナメはなにかを振ふり払うように頭を振った。


「ま、まあ、今はそちらは良い。……それではおんし、自分の意思でエルミナと入れ替わることは可能なのじゃな？」


「まあ、できるとは思いますけれど……」


　この体があくまでエルミナのものである以上、エルミナに返せと言われるのも仕方がない。それは分かっているのだが、せっかく表に出てきたのだ。少しくらい、外の世界に触ふれてみたい。


　不服を隠かくしきれない返事をすると、カナメは心を落ち着けるように深呼吸をした。


「ならば、判断はおんしに任せる。今、少々面めん倒どうが起こっておる。エルミナにしか解決できぬ問題じゃ。時間もあまりない。おんしがエルミナであろうとエミリオであろうと、私はその体を目的地まで連れていく義務がある。それが私とエルミナとの契けい約やくじゃ」


「姉様がやるはずだったことを、わたくしが果たすならばこの体を使っていて良いと？」


「脅おどすわけではないが、そういう状じよう況きようじゃということじゃ。……まあ、この列車が到とう着ちやくするまで時間はある。しばらく好きにしても良いのではないか？」


　妙みように歯切れの悪い言葉に、エミリオは眉を寄せた。


「おかしなもの言いですのね。抜き差しならない状況ではありませんの？」


「抜き差しならぬ状況ゆえ、今のうちしか楽しめぬと言っておるのじゃ。……私は、ひと月ぶりに表に出てきたおんしの娯ご楽らくを許容できぬほど、狭きよう量りようではないつもりじゃ」


　どうやら、今のうちに遊んでこい、と言っているつもりらしい。エミリオはキョトンとして瞬まばたきを繰くり返し、それからクスリと笑った。


「そこまで言いかけたのならば、最後まで仰おつしやっていただかないと気になって遊ぶどころではありませんわ」


「う……うむ」


　カナメは困ったように俯く。エミリオは、姉が彼女を側に置く気持ちが理解できてしまった。彼女は隠し事ができない。素す直なおに信しん頼らいできる。


「そうじゃの……。どこから話すべきか」


　唸うなるカナメに、エミリオは期待の表情を向ける。


「カナメさん、今ひと月ぶりとおっしゃいましたわよね。そのひと月にどんなことがあったんですの？」


「ふむ……？　まあ、あまり変わり映ばえのする出来事はなかったように思うが────」


　カナメが語り始めたのは〝変わり映えのしない出来事〟とはまったくもってかけ離れた内容だった。収穫祭サーウインの夜。マルクが語ったという怪かい談だん話ばなし。侍女のアイシャに誕生日会を開いたこともあったらしい。他にも美容師を探さがしに行ったり……。


　それだけならば、確かにそう騒さわぐような出来事ではないかもしれないが、そこには常に契約者が絡からんで──屋や敷しきの使用人は家令以外全員契約者である──いるのだ。エミリオの……いや一いつ般ぱんの感覚ではそれを〝変わり映えのしない出来事〟とは呼ばないだろう。


「──ま、まあ、楽しそうで安心しましたわ。……それで、それからなにがあってこうなりましたの？」


　その楽しい──関係者がどう感じているのかは定さだかではないが──日常から、何な故ぜ今こうして離れてしまっているのか。一体なにが壊こわしたのか。


　エミリオが問いかけると、カナメは表情を重たくした。


「……家令ハウススチユワードが、休きゆう暇かを取るなどと言い出してな」


「休暇？　ドミニクがですの？」


「うむ。じゃがその後すぐに契約者ともめ事があっての────」


　続いて語られたのが、今の状況に繫つながる事件だった。


　ペインとミリエラ。〈宣教師〉と呼ばれる組織の契約者たち。ペインとドミニクの確かく執しつ。そしてエミリオの母ヴィオラの過去。


「……お母様は、幸せだったのでしょうか」


　カナメからの又また聞ぎきではあるが、母とドミニクはただの主従関係だったようには思えない。ペインという人物がそう語ったからかもしれないが、父との婚こん儀ぎを望んでいたようには聞こえなかった。


「さての？　その辺りは私の知るところではないの」


　無関心な言葉は、少なからず心をささくれ立たせた。エミリオは、未いまだに父のことをどう受け止めれば良いのか分からない。


　──わたくしたちは、望まれていたのですか？


　薄うす暗ぐらい感情がこみ上げてくる。その心境を読んだように、カナメがフンと鼻を鳴らした。


「なにを暗い顔をしておるのじゃ。おんしはおんし。エルミナはエルミナ。私が出会ったおんしらはおんしら以外のなにものでもない。私の主ならば、もっと胸を張らぬか」


　エミリオはポカンと口を開いた。それから小さく噴ふき出した。


「最初に目覚めたときも、わたくし、あなたからそう言われましたわね」


「そうであったか？」


　カナメは何故か頰ほおを赤く染めると、プイッと顔を背そむけた。エミリオはこみ上げてくる笑いをかみ殺しながら、質問を続ける。


「それで、そのペインさんたちが帰ってからどうなったんですの？」


「あ……う。うむ。そのペインが厄やつ介かいな情報を持ってきてじゃな────」


　ようやく今の状況へと話が追いつく。


　ヴィルヘルム枢すう機き卿きよう──次期教皇と目される男がこの国に来訪していること。その男の護衛として〈宣教師〉は限定的な活動を許されていること。そして──





「そやつ、エルミナの婚こん約やく者しや、らしいのじゃ」





　空気が、凍こおりついた。


「……今、なんと仰いましたの？」


　エミリオは自分の耳を疑った。それならばマルクがここにいないことも納なつ得とくできる。いや、連れて来られるわけがない。カナメは沈ちん痛つうそうなため息を漏もらした。


「だから言ったであろ？　知らぬ方が良いと」


「いえ、確かにそう仰いましたけど……でも、……ええっ？」


「おんしらの父親が決めたことらしくての。エルミナも寝ね耳みみに水じゃと言っておった」


　エミリオは頭を抱かかえた。


「……それ、姉様はどうするつもりなんですの？」


「決まっているであろ？　そのような寝ね言ごとを吐ぬかす男は斬きり捨てて────」


「──待って待って待って！　カナメさん、相手は枢機卿ですのよ？　ラチナスで二番目に偉えらい方なんですのよ？」


「現教皇は、先の〈宣教師〉の責任を追つい及きゆうされて失しつ脚きやく寸前らしいからの。実質一番ではないのか？」


「余計悪いではありませんの！」


　エミリオが信じられないというように顔を覆おおうと、カナメは勝ち気な笑えみを浮うかべた。


「それでもエルミナは撥はねつけるつもりじゃ。私はそれに乗った。私とエルミナの勝負につまらぬ横やりは許さぬ」


　それから、試すように瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうを向けてくる。


「……それで？　おんしはどうする？」


「わ、わたくしは…………」


　姉とカナメは一国の王に等しい人間を袖そでにしようとしている。とてもではないが、即そく答とうできるような問題ではない。


　呻うめいていると、カナメは頭にポンポンと手を載のせてきた。


「まあ、いきなり決断しろと言っても難しいであろ。まだ時間はある。その間好きに考えるがよかろ。エルミナと替かわれるのであれば無理に付き合う必要もない。これはおんしではなく、エルミナと私が決めたことじゃからの」


　エミリオはしばらく呻った末すえ、諦あきらめたように首を横に振った。


「……姉様に替わります。悔くやしいですけど、わたくし一国の王様にそんな啖たん呵かを切る勇気はありませんわ」


　自分が失敗すれば、姉が籠かごの鳥になる。とてもではないが、そんな責任は背負い切れない。しかし姉とカナメならば、本当にどうにかしてしまいそうな気がする。


　カナメは少し慌あわてた声を上げた。


「なにも今すぐ替わる必要はなかろ？」


「いいえ。わたくし〝逃げ〟を選せん択たくするのですわ。なのに姉様の時間を奪うばって行動するなんて、姉様に会わせる顔がありません」


「そこまで堅かたく考えることはなかろ。エルミナとて、おんしに責任を感じられても嬉うれしくはないはずじゃ」


　慰なぐさめようとするカナメに、エミリオはビシッと指を突つきつけた。


「こんな話を聞いた後に、気楽に遊ぶ気分になるとお思いですの？」


「だから後にするがよかろと言ったのじゃが……」


　カナメは呆あきれたように首を横に振った。それから窺うかがうような視線を向けてくる。


「もう一度訊きくが、エルミナに替わることは可能なのじゃな？」


「ええ」


「どうやって替わるのじゃ？」


「うーん……。そうですわね。上う手まく説明できませんけれど、なんとなく姉様のことが分かるんですの。この前もざわざわと動き回っているのが分かりましたし。今思えば、あれは外に出ようともがいてらしたんだと思うんですの」


「……それは、今も感じられるのか？」


　エミリオは自分の胸を押さえた。抑おさえられない感情がもやつくように、胸の奥でなにかがざわめいている。そしてそれはとても懐なつかしい感覚だった。紛まぎれもなく、姉の気配である。


　頷うなずいてから、エミリオは首を傾かしげた。一いつ瞬しゆんのことだったので見み間ま違ちがいかもしれないが、カナメが何故か安心したような顔を見せたのだ。それも重体患かん者じやが助かったかのように。


「……？」


　エミリオが首を傾げると、カナメは思い出したように言った。


「そういえばおんし、エルミナと入れ替われると言ったが、自分から出てくることはできるのか？」


「さあ、どうでしょう？　今回も気がついたらここにいましたし、意識してできるかどうかは分かりませんわ」


「そうか……」


　なにか違い和わ感かんを覚えて、エミリオは鋭するどく目を細めた。


「カナメさん。まだなにか話していないことがあるのではありませんの？」


　そう訊くと、カナメは小さく呻いた。それから首を横に振ふる。


「私は、噓うそは苦手じゃ。おんしに言っていないことは、確かにある」


「話せませんの？」


「言えぬ」


「……マルクも知ってることですの？」


　カナメは首を横に振る。


「あやつにも言っておらぬ」


「カナメさんと姉様だけの秘密ということですの？」


　首しゆ肯こう。エミリオは諦めた。


「……分かりましたわ。それならばもう訊きません」


「すまぬ」


　カナメは深々と頭を下げた。この少女がそういった姿勢を見せるとは思わず、エミリオは慌てた。


「そ、そんなかしこまらないでくださいな。カナメさんらしくありませんわ」


　エミリオがそう言うとカナメは顔を上げたが、苦く渋じゆうが滲にじんだ表情だった。


　──なにか、良くないことが起こってるんですのね……。


　こういうとき、姉を支えてほしいからエミリオはマルクに頼たのんだのだ。なのに、そのマルクはここにいない。婚約の一件をマルクに知られたくなかったのは分かるが、困ったものである。


　それから、不覚にもエミリオはカナメのことが心配になってしまった。彼女は、誰だれにも話せない秘密を抱かかえている。それは、とても重たいことではないのだろうか。


　──姉様はマルクやカナメさんが支えてくれる。でも、カナメさんのことは誰が支えてくれるんですの？


　姉には幸せになってほしい。だが、エミリオはカナメにも不幸になってほしくない。


「まったく……」


　思わずため息を漏らすと、カナメはなおのこと申し訳なさそうな顔をした。


「あ、ち、違ちがいますわ！　カナメさんを責めてるんじゃありませんの。ただ、マルクが優ゆう柔じゆう不ふ断だんだから……」


　そう言うと、カナメは自じ嘲ちよう気味の笑みを浮かべた。


「もう、慣れた」


　エミリオは泣きたくなった。


「カナメさん。わたくし、あくまで姉様の味方ですけど、カナメさんが相手なら許さないでもありませんわ──」


「──冗じよう談だんではない！」


　大声を出され、エミリオはビクッと身を震ふるわせた。


「おんしはエルミナの味方であろ？　おんしまであやつのことを…………あ、」


「カナメさん……？」


「い、いや、あやつが勝てるように仕向けぬでどうするのじゃ」


　恐おそらく、カナメは笑おうとしたのだろう。それは僅わずかに表情を歪ゆがませただけだった。


「……わたくしにできることはありませんの？」


　カナメは首を横に振った。


　それでエミリオは決心がついた。秘密を共有することもできないエミリオでは、カナメの足手まといにしかなれない。


「次に目を覚ますときは、もう少し笑った顔を見せてくださいな」


　本音を言えば、もう少しだけ外の世界に触ふれていたかった。カナメから聞いた収穫祭サーウインの祭まつりなど、特に見てみたかった。


　──ですけど、それは全すべてが終わってからでも遅くはありませんわ。


　そして、エミリオは姉の存在に意識を向けた。


　胸の奥からこみ上げてくる姉の存在を引っ張り出す。向こうも外に出ようとしているのだからそう難しいことではない。これがただじっとしているだけならば、エミリオにも捕つかまえることはできたか分からないが。


　──まあ、今回は姉様が前向きに生きてると確かく認にんできただけで良しとしておきますわ。


　エミリオは、姉の存在を引っ張り出そうとした。その、はずだったのだが…………





　ピシンッ──ガラスが割れるような音と共に、世界がひび割れた。
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「ひっ……！」


　目の前に、豪ごう華か客車の部屋は存在しなかった。思わず悲鳴を漏もらすエミリオの手を、誰かが摑つかんだ。


「離はなれるでない」


　カナメだった。鋭く警けい戒かいした声を上げる。


　そこは暗い夜の街だった。繁はん華か街がいらしく、大勢の人々が行き来している。ただ、奇き妙みようなのは彼らの格好だった。あるものは頭に刃は物ものを突き刺さして血を流しており、あるものは獣けものの皮を被かぶってやはり獣のような爪つめと牙きばをつけている。またあるものは顔中縫ぬい傷だらけで、あるものは中世の鎧よろいに身を包みながらも頭部を自分の手に抱かかえていた。


　まともな人間など、一人も見当たらなかった。みな、死者や怪かい物ぶつばかりである。それが何百……いや、何千という数で徘はい徊かいしている。


　カナメが手を握にぎってくれて本当に良かった。そうでなければエミリオは恐慌パニツクを引き起こしていただろう。


　口を押さえて悲鳴を堪こらえていると、カナメが怪け訝げんそうに呟つぶやいた。


「これは……収穫祭サーウインか？」


「収穫祭サーウイン？」


　鸚おう鵡む返がえしに訊くと、カナメは戸と惑まどったように答える。


「よく見よ。こやつらは、仮装しておるだけじゃ」


　言われてみれば、確かに通行人たちは異い形ぎようの姿をしているが、どれも作りものめいていた。獣男の爪は見るからに銀紙を貼はっているし、死者が流す血も妙みように色いろ鮮あざやかである。首なしに見えたものも、顔を黒く塗ぬっているだけだった。


　それを確かめて、ようやくエミリオも落ち着きを取り戻もどした。ヴァレンシュタイン家の屋や敷しきで行われたことはないが、収穫祭サーウインの夜には死者に扮ふんした格好で街を行進する慣ならわしがあるのだ。


「でも、どうしてですの……？」


　カナメの話では、今は十二月である。収穫祭サーウインは十月の終わりに行われるものだ。時期も外しているし、なにより列車の中にいた自分たちが、どうしてこんなところにいるのかが分からない。


　カナメの腕に縋すがりつくように身を寄せると、後ろからドンッ──と突き飛ばされた。どうやら通行人にぶつかられたらしい。


「エミリオ！」


　転びそうになったところを、カナメに支えられる。エミリオの無事を確かめると、カナメは通行人に喰くってかかる。


「おい。待たぬか、おんし人にぶつかっておいて────っ？」


　カナメが肩かたを摑んだ通行人は、ガラスのようにパリンと割れた。エミリオが息を呑のむと、割れたガラスは寄り集まって人の形を作る。通行人は、なにごともなかったようにそのまま歩いて行った。


「幻まぼろし……？」


　エミリオがそう呟くと、カナメが素す早ばやくエミリオの手を引いた。ぼうっとしているうちにまた通行人にぶつかりかけていた。


「幻に思えるが、こやつらはおんしを突き飛ばした」


「どういうことですの？」


　もはやエミリオの理解を超こえた現象だった。カナメは悩なやむように俯うつむくと、再び通行人に手を伸のばす。触れた通行人はやはりガラスのように砕くだけ、それから元に戻る。


「揺ゆり籠かご……か？」


　小さな声だったが、カナメが確かにそう呟いたのが聞こえた。


　揺り籠というのは本来、眠ねむり姫ひめ──〈アルス・マグナ〉の契けい約やく者しやの体を守る〝在あるはずのない場所〟である。眠りに囚とらわれた彼女が思い描えがく世界──居い心ごこ地ちの好よかった場所を具現化した世界。ロックウォールに存在する〝蜃しん気き楼ろうの屋敷〟こそがそれだった。


　──もう一つ〝蜃気楼の屋敷〟が発生した……？


　しかし、この〝揺り籠〟という言葉はもう一つの意味を持っている。


「前にエルミナが言っておった。おんしと入れ替かわっている間、揺り籠の中で追体験のような現象が起こったと」


〈アルス・マグナ〉に囚われ眠る間、エミリオには意識がなかったが、姉の方は夢の中でも意識があり、その中で行動できた。その夢の世界も、姉は揺り籠と呼んでいた。


　どちらも〈アルス・マグナ〉が眠り姫の望む景色を映し出した世界である。通行人までいるあたり、今回は夢の方だと考えるべきだろう。


「では、わたくしたち〈アルス・マグナ〉に引き込まれたんですの？」


「それは分からぬが……。これは、マズイかもしれんの……」


「十分にマズイ状じよう況きようだと思いますけれど？」


　にわかに青ざめた表情で、カナメは首を横に振った。


「この幻は、肉体に影えい響きようを与あたえる」


「……というと？」


　首を傾かしげるエミリオの手をカナメが引く。また人にぶつかりかけていた。


「身に覚えがある。実体はないのに、目に見えているからそこに〝在る〟と錯さつ覚かくしてしまうのじゃ」


「それは立派に目に見えていますもの」


「違う。これは私の体と同じじゃ。頭では幻と分かっていても、体がそうは思っておらぬのじゃ。意識せずにぶつかれば〝触れて〟しまう。……それが、私の〝対価〟だった」


　そう語るカナメに、再び通行人がぶつかる。そちらの通行人も、やはりガラスのように砕け散った。


「あら？　ぶつかってもは平気みたいですけれど？」


「間合いに入られて意識できぬほど、私は未熟ではないつもりじゃが？」


　要は、カナメは隙すきがなく、エミリオは隙だらけなため、通行人にぶつかるということらしい。自尊心がシクシクと痛むが、エミリオはなんでもなさそうに胸を張る。


「なにもわたくし、歩く度たびに人にぶつかっているわけではありませんわ。そう心配なされなくとも……」


「──たわけ。向こうはこちらを認にん識しきしておらぬ。避よけてはくれぬぞ」


　確かに、お互たがいがお互いを認識できるから、道を歩いていても人とぶつかることがないのだ。相手にまるっきり避けるつもりがないならば、ぶつかる確率も上がるだろう。


「それに、流ながれ弾だまにでも当たったなら、おんしはどうしようもないぞ」


「〈アルス・マグナ〉の自衛機能は、銃じゆう弾だん程度に後おくれを取るものではないはずですけれど」


「これはその〈アルス・マグナ〉が引き起こしていることではないのか？」


　そう言われると、返す言葉がない。今突き飛ばされたときも〈アルス・マグナ〉はエミリオの身を守ろうとは働かなかった。


　現状の危機感を理解すると同時に、エミリオは感心してしまった。


「この状況で、よくそんなに冷静でいられますわね……」


「……？　この程度で狼狽うろたえておっては、契約者は生きてゆけぬであろ？」





　契約者──この大陸には、その名で呼ばれるものたちが存在する。精せい霊れいに対価を捧ささげ、異能の力を手に入れたものたちである。


　カナメやマルクを始めとする、ヴァレンシュタイン家の使用人たちは一名を除いて全員が契約者である。そしてこの揺り籠を創つくりだした〈アルス・マグナ〉もまた、そういった契約者の異能だった。





　──わたくし、弱いのですね。


　エミリオには──姉の体には〈空白の契けい約やく書しよ〉という力が在る。姉と〝契約〟した契約者の能力を、完全ではないが扱あつかうことができる。


　その力を使って、エミリオは屋敷の契約者たちを翻ほん弄ろうして見せた。自分は強いのだと、錯覚した。しかし現実はこの様ざまである。エミリオは、未知の現象に狼狽うろたえることしかできない。カナメは冷静に状況を把は握あくしている。


「カナメさん、強いんですのね」


　カナメは首を横に振ふった。


「……私は、強くなどない。今も昔も、友達の一人も助けることができぬ。……ひとまず、ここを離れるぞ。このようなところでは人にぶつかってくれと言っているようなものじゃ」


　そう言ってカナメはエミリオの手を引く。そして──





　ゴンッ──凄すごい音が、響ひびいた。





　目を向けると、カナメが額を押さえて蹲うずくまっていた。


「～～～～っ！　なんじゃこれは」


　カナメがぺたぺたと手を伸ばす。エミリオが近寄ると、そこには壁かべがあった。目には見えないが、触さわることはできる。


「揺れてる……？」


　目に見えない壁からは、断続的な振しん動どうが伝わってきた。カナメが確かめるように呟く。


「この揺れ……列車の壁か？」


「では、わたくしたちまだ列車の中にいるんですの？」


「そういうことになるの」


　気づかずに幻に触ふれられればぶつかり、歩いても目に見えない現実の列車の壁にぶつかる。これはなかなか厄やつ介かいな状況である。


　二人が同時に呻うめくと、前方から見覚えのある顔が近づいてきた。


「あら……？　あれは、ジェノバとオウマではありませんの？」


　すっかり怯おびえた表情で涙なみだを流すジェノバと、それを慰なぐさめるオウマの姿がある。ジェノバの方はなにかの亡ぼう霊れいなのか黒い甲かつ冑ちゆうを身につけているが、涙で流れた化粧メイクが悲ひ惨さんな光景を作りだしている。オウマの方は東方の鎧──〝オチムシャ〟という亡霊の仮装らしい。


『──だからさ。大だい丈じよう夫ぶだよ。……そ、そうだ。て、手、繫つながないか？』


『……えぐっ。無理さ。我はもう、……ぐす。ここから動くことは、ひぐ、できぬ』


『え、ええっと……そ、そうだ！　だったらおぶってやるよ。人ひと混ごみが駄だ目めなんだろ？　人のいないところまで連れて行って──ふごっ？』


　躊ちゆう躇ちよなくジェノバが抱きつくと、オウマの背骨がメリメリと恐おそろしい音を立てた。


「こやつら、こんなところにいたのじゃな」


「ジェノバさんたちも列車に乗っているんですの？」


　カナメは首を横に振った。


「これはおんしがエルミナと入れ替わってすぐの話じゃ。先ほど話したであろ？　収穫祭サーウインで仮装をしたと」


「では、これはひと月前の記き憶おくなんですの？」


「その記憶が再生されているらしいの」


「わたくし……が、やったことになるんですの？」


　姉を引っ張り出そうとして、エミリオは別のものを引き出してしまったらしい。


　青ざめるエミリオを余よ所そに、収穫祭サーウインの夜は流れていく。
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「収穫祭サーウイン……で、ございますか？」


　時刻は早朝。吹ふき抜ぬけの玄げん関かんホールに八人の使用人が集まっていた。一日の打ち合わせである。


　困ったような微び笑しようを浮うかべ、首を傾げて訊きき返したのはマルクだった。皺しわひとつない燕えん尾び服ふくには翼つばさを模かたどったヴァレンシュタイン家の紋もん章しよう。真っ白な手て袋ぶくろに濃こ緑みどりの紐ひもネクタイ。この屋や敷しきに仕える執しつ事じである。


「そう。知らないかな？　最近、街でバタバタと準備をしているんだけど」


　フニャリとゆるんだ笑えみを浮かべて答えたのは家令のドミニクである。


　放っておいたら丸一日花畑で蝶ちようでも眺ながめていそうな、ゆるみきった空気を垂れ流しているが、屋敷の使用人を束ねる男である。


「なんじゃ、その〝さーうぃん〟というものは？」


　眉まゆを顰ひそめたのは、裁さい縫ほう師しのカナメだった。真っ白な髪かみ。生はえ際ぎわからまつげに至るまで純白で、瞳ひとみだけが碧みどりがかった黒こく曜よう石せきの色。雪の精のごとき容姿である。


　カナメは異邦人ゆえ、この国の風習には疎うといようだ。


「収穫祭サーウインというのは、秋のお祭りです。魔ま女じよやお化けの仮装をし、顔の形に刳くり貫ぬいた紅蓮瓜マルーズを飾かざるのです」


　紅蓮瓜マルーズというのは、秋に収穫されるゴツゴツとした表皮を持つ野菜である。とても大きいのだが、中身のほとんどは種で、刳り貫くときれいな空くう洞どうができあがる。焼やき菓が子しなどにもよく使われる食材だった。


「紅蓮瓜マルーズ……ああ、それならば確かに見覚えがあるの。じゃが何な故ぜ紅蓮瓜マルーズなのじゃ？」


「さて？　私も詳くわしい謂いわれは存じませんが、収穫時期の重なりと〝ランタンの亡霊ロキ・オ・マルーズ〟の逸いつ話わが影響したのではないでしょうか？」


「ランタンの亡霊ロキ・オ・マルーズ……？」


「はい。昔、ある男が死後の世界で聖者を騙だまして生き返ったのです。ですがその男は生き返ってから悪事ばかり働いていたので、二度目に死んだときに楽園エーダンにも冥府アビエスにも行けなくなってしまいました。男は悪あく魔まからもらったランタンを片手に彷徨さまようことになり、そのランタンが紅蓮瓜マルーズでできているのですよ」


　この屋敷に来るまで軽犯罪に手を染めてきたマルクには、ランタンの亡霊ロキ・オ・マルーズが他人に思えなかった。


　そこまで語ると、隣となりに並んでいた侍じ女じよの少女──アイシャが怯おびえたような顔をしていた。ピンピンと跳はね上がった癖くせ毛げに群青色のワンピース。真っ白なヘッドドレスと前まえ掛かけ。いつも通りの侍女姿だが、彼女は怪かい談だんが苦手なのである。


　怖こわがらせてしまったことに気づき、マルクは元気づけるように微笑した。


「そして、収穫祭サーウインの夜には、仮装した子供がお菓か子しをもらえるのですよ」


　そう言うと、アイシャも琥こ珀はく色いろの瞳を輝かがやかせた。


「わあぁ、あたしも行ってみたいです」


「うん。行っていいよ」


　ドミニクが当然のように頷うなずく。マルクには意外だった。


「え？　よろしいのですか？」


「アドナイさんを知っているだろう。あの人、お祭りとか大好きらしくてね。収穫祭サーウインはまた盛大に騒さわぐらしいんだ。エルミナお嬢じよう様さまも許可してくれたし、みんな羽はねを伸のばしてきていいよ」


　アドナイというのはこの辺り一帯の鉱山主で、街では市長のような存在である。


「わーい！　セリアさん、いっしょに行きましょう」


　アイシャから誘さそわれ、その隣にいた長身の女性──セリアは仕方なさそうに苦笑。間ま違ちがってもマルクには見せない表情。バーテンダーを思わす、パリッとしたシャツに黒のズボン。屋敷の料理人である。


　──最近、アイシャはセリアに懐なついていますね……。


　自分の後ろをちょこちょことついてきていた少女が、自分の天敵に懐いている。少々複雑な気持ちだった。


　そんな二人を眺めていると、頭上から重圧感のある声がかけられた。


「マルク殿どのは誰だれと行くつもりであるか？」


　マルクの隣には、見上げるような巨きよ漢かん──アーロンが佇たたずんでいた。未だにその意味は謎なぞだが、フクロウの仮面をつけている。


「私ですか？　特に考えておりませんが」


「祭りのときには意中の相手を誘うものではないか？」


　──意中の相手──そう聞いて、不意にある少女の顔が脳のう裏りに浮かんでしまった。


「おんしら、なにをコソコソと話しておるのじゃ？」


　アーロンと小声で囁ささやき合っていると、カナメが不ふ審しんそうに眉をはね上げていた。


　いろいろと動どう揺ようしていたマルクは、裏返ったような声をもらした。


「い、いえ！　ちょっと、誰と行こうかと話していただけです」


　あたかも、誘おうとしていた人間から声をかけられて慌あわてたかのように答えるマルク。カナメは瑠璃猫ドミニトンの目を丸くし、それからまんざらでもなさそうに頰ほおを赤く染めた。


「な、なんじゃ。珍めずらしいの。おんしからそんなことを言ってくるとは。そ、それは、私はかまわぬぞ？」


「あ、いえ、エルミナが少し、元気がないように思うので……」


　アーロンから言われて真っ先に思い浮かんだのはエルミナの顔だった。最近、浮かない表情……というか、なにか悩なやんでいることが多いように思うのだ。


　マルクがそう答えると、カナメは目の前で大切ななにかを壊こわされたかのように呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。そして、プルプルと肩かたを震ふるわせ、キッとマルクを睨にらみつける。


「この──唐とう変へん木ぼくっ！」


　カナメは鋭するどく踏ふみ込むと、上半身を捻ひねり込んだ見事な肘ひじ打ちを撃うち込んでくる。至し近きん距きよ離りから無む駄だのない動きで撃ち込まれたそれに、マルクはまるで反応できなかった。


　──これは、アイシャの……っ！


　クーランと呼ばれる民たみのアイシャは、外見とは裏腹に見事な体術を扱う。カナメの当て身は以前アイシャが使ったものだった。


「さすがに、今のはマルク殿が悪いと思うのである……」


　アーロンから呆あきれたような声をかけられ、グラリと膝ひざを折るマルク。


　カナメは鋭く太ももを振り上げ、膝ひざを基点につま先を鶴つる嘴はしのように打ち込む。径の小さな蹴けりである。どうやら、一いち撃げきでは気が済まなかったらしい。つま先に顎あごを撃ち抜かれたマルクは、意識が遠のくのを感じた。


「気を落とすことはない、カナメ嬢じよう」


　地面に伏ふしたマルクの上に、なにか重たいものがのしかかってきた。なんとか顔の向きを変えて上を見上げると、そこには全身黒で覆おおい尽くした少女がいた。医師兼けん庭師助手のジェノバである。


　ジェノバは、背中に金属製の棺ひつぎを背負ったままだった。


「貴公は我とともに行くのだ。さあ、収穫祭サーウインの夜が始まる。目め眩くるめく黒の世界に酔よいしれよう──でぼあっ？」


　ジェノバの顔面に、カナメの拳こぶしが突つき刺ささった。


「うぬぅ……。ジェノバ殿どの。今カナメ殿は機き嫌げんが悪いのである。誘うなら機を改めてであるな……」


「アーロン、おんしは誰の味方じゃ？」


　刃は物もののように鋭いカナメの声こわ音ねに、アーロンが一歩身を退ひいた。


「あ、あのさ、ジェノバ。収穫祭サーウインなら、良かったら、俺といかないか？」


「そんなわけで、みんな仕事は早めに切り上げられるように頑がん張ばってね」


　従僕のオウマが、なにかしゃべっていたように聞こえたが、ドミニクがフニャリと告げた言葉と、それに続くアイシャの歓かん声せいに搔かき消され誰も気付くことはなかった。


　そして、とうとうマルクも意識を手放した。昏こん倒とうしたジェノバは、マルクの背中に乗ったままだった。
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「じゃあ、マルドゥーク君。馬車を頼たのむよ」


「かしこまりました。ドミニクさんたちもお気をつけて」


　御ぎよ者しや台だいからドミニクたちを見送り、マルクは手た綱づなを振ふるった。


　夕暮れどき。マルクたちはロックウォールの街に出てきていた。


　ヴァレンシュタイン家は、馬車を所有している。とはいっても使用人の数が足りないので馬の管理までは手が回らず、普ふ段だんは近所の農家に預かってもらっていた。


　さすがにエルミナが所有するだけあって馬車も大きい。中には三人掛がけの椅い子すが向かい合わせに設置されており、乗客が六人、御者台に二人座れる造りだった。


　そうして久しぶりに馬車を走らせたのだが、御者はマルクが務めていた。マルクがこの屋敷にやってきてから二ヶ月が経過している。これまで馬車に乗る機会がなかったので、研修も兼かねて御ぎよしてきたのだ。


　あとは、駅にある馬ば房ぼうに馬車を預ければ完かん了りようである。祭りが始まれば、人混みで馬車など通れなくなる。すでに通りの人の数も相当なものになっているので、マルクは慎しん重ちように馬車を進めた。


　ちなみに、今回アーロンは屋敷で留守番をしている。彼が馬車に乗り込めないほどの巨漢だったから、というわけではない。あの屋敷にはエルミナの姉妹であるエミリオが眠っている。彼女を独ひとりにしないため、誰か一人は残る決まりになっているのだ。





　馬車を預け終わると、マルクは小さなため息を漏もらした。収穫祭サーウインは、仮装パーティのようなものである。ドミニクがあれこれ用意してくれたのだが、マルクの格好は真っ黒のインバネスコートと作り物の牙きば──吸きゆう血けつ鬼きの仮装である。


　アイシャが似合うと喜んでいたが、マルクとしては少々落ち込んだ。吸血鬼の名前は、嫌いやなもの──ジェノバの通り名が〈吸きゆう血けつ姫き〉である──を連想させるのだ。当のジェノバは黒尽ずくめのマルクを見て喜んでいたが……。


　──まあ、ともかくエルミナと合流しなければなりませんね。


　徐じよ々じよに人混みは増しており、うかうかしていると合流できなくなってしまう。マルクは足早に馬房を後にすると、エルミナたちがいるはずの駅前広場へ向かう……のだが。


「……はて？　見当たりませんね」


　大がかりな出し物があるらしく、広場には真っ赤なテントが組み立てられていた。約束していた場所は、そのテントの前にあるカフェテラスである。


　しかし、そこにエルミナの姿はおろか、他ほかの使用人の姿も見当たらなかった。


　──きっと、なにか急用で席を外しているだけでしょう……。


　マルクは頰に伝う汗あせを無視して、自分にそう言い聞かせた。いきなり迷子になったなどという、悲ひ惨さんな状じよう況きようを想像してはならない。


　ひとまず、自分を落ち着かせるために、店で飲み物を注文する。たまにはドミニクを見み倣ならって珈琲コーヒーなどを飲んでみよう。


　紅茶ならば、毎日エルミナに給仕している自分の方が美お味いしく注つげる。しかし、この独特の苦みを持つ珈琲コーヒーという飲み物も、たまにはいいかもしれない。今度、エルミナにも出してみようか。


　半ば現実逃とう避ひのように空想に耽ふけっていると、人混みをかき分けて毛皮をかぶった男が駆かけてきていた。


「ドミニクさん……？」


　フサフサとした三角の耳。愛らしい肉球を縫ぬいつけた手て袋ぶくろ。狼おおかみ男おとこに仮装した家令のドミニクだった。このゆるみきった顔にこの着ぐるみは、もはや恐きよう怖ふからは果てしなく縁えん遠どおい、愛あい玩がん動物といった風情である。


　ドミニクはマルクの元までやってくると、ホッとしたような息を漏らした。


「よかった。君まで見つけられなかったらどうしようかと思ったよ」


　不ふ吉きつなひと言に、マルクが胸むな騒さわぎを感じていると、ドミニクは口にしてはならないひと言を告げてきた。





「大変なんだ。エルミナお嬢様たちとはぐれちゃったんだ。いっしょに捜さがしてくれ」





　マルクは、軽い目め眩まいを感じた。


「ド、ドミニクさん。あなたほどの方がついていながら、何な故ぜそのようなことになったのですか！」


　ドミニクは、何故か騎き士しのごとく凜り々りしい表情を見せた。


「カナメさんが、綺き麗れいだったからね……」


　──カナメを眺ながめていて見失ったというのですか……！


　マルクが馬車を預けた馬房からこの店まで、歩いて二、三分もかからない距きよ離りである。その僅わずか二、三分の間にどうして従者が五人……いや、六人もいながら主あるじを迷子にできるのだ。


　マルクは留守番をアーロンと代わってやればよかったと、心の底から後こう悔かいした。そして、さらに深刻な事態に気づいてしまった。


「それでは、まさか……アイシャまで？」


　アイシャはうっかりものである。それは世間知らずなエルミナを、遥はるかに圧あつ倒とうするレベルである。


「いや、アイシャはセリアさんが手を繫つないでいてくれたから、一人じゃないと思うよ」


　セリアがいっしょならば、アイシャはまだ安心だろう。


「カナメさんは、エルミナお嬢様を捜しに行ってくれてる。マルドゥーク君も手伝って」


「お嬢様がこの店に戻もどって来る可能性は？」


「あると、思うかい？」


　フニャリと笑う家令のひと言に、マルクは絶望した。


「マルドゥーク君の能力で、エルミナお嬢様は見つけられないかな」


「無理です。この場にいる全員を括くくることはできますが、この数の中からたった一人を特定することはできません。アイシャの能力ならば……あ、そちらも無理ですね。アイシャの〈魔ま眼がん〉は夜には使えません」


　アイシャは瞳ひとみに映るものを〝灰〟に変え、己おのれの瞳の届かない遠くを見通す〈魔眼〉である。しかし赫鷲ヴアルチヤスの精せい霊れい〈バーラ・ルー〉は夜にはものがよく見えないらしい。


「ともかく、カナメたちと合流してどこを捜すか分担しましょう。そちらの方が効率的です。ジェノバを見つけられれば、あの娘むすめの能力で追つい跡せきすることもできるはずです」





　カナメは、すぐに見つかった。


　彼女の容姿は目立つ。それくらい、マルクとて知っていた。だから、予想しておくべきだったのかもしれない。


「なんと、黒かった髪かみが白くなってしまったとは……。それは辛つらかったでしょうな」


「べ、別に辛くなどない。わ、私は、人を捜しておるのじゃ。いい加減、離はなさぬか」


「辛くない。そういって気き丈じように生きてきたのですな。ですが、ご安心なさい。この街ならば、そのように気を張らなくとも大だい丈じよう夫ぶですぞ。みな気の良いものたちばかりですゆえ」


「だ、誰だれもそのようなことは言っておらぬ。私はエルミナを捜しておるのじゃ」


「なんと！　エルミナお嬢さんのお知り合いでしたか。ということは、お嬢さんも蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきの住人なのですな。なるほど。確かに雪の精のようにお美しい…………」


　カナメは、小こ柄がらな老人に絡からまれていた。絡まれているとはいっても、難なん癖くせをつけられているわけではなく、どんな話でも大げさに受け取ってしまうらしい。それに反応したらしく、周囲の通行人たちももらい泣きしながら励はげますような声をかけている。


　ちなみに、カナメの格好は東方の白い衣ころもに青い髪かみ飾かざりである。さして仮装にも思えないのだが〝ユキオンナ〟というキョクトの悪あく魔まの格好らしい。このあたりの人間はそういった知識がないため、異国の美しい娘が迷子になっているようにしか見えないのだろう。


　とりあえず、身動きがとれなくなっているようだ。マルクがカナメと老人に近づこうとすると、ドミニクが珍めずらしく慌あわてたような声を上げた。


「アドナイさん……？　これは困ったな。無む下げに追おい払はらえないぞ」


「え？　あれがアドナイさんなのですか？」


　困った老人にしか見えないが、あれがこの街の鉱山主らしい。マルクが絶句していると、カナメの方もマルクたちに気づいたらしい。異能でも技わざでも抗あらがいようのない、途と方ほうもない災さい厄やくに見み舞まわれたかのような、絶望した表情を向けてくる。


「マルク……。助け────」


　言葉は、喧けん噪そうに紛まぎれて最後まで聞き取ってやることができなかった。


　──あの娘は、悪意のない人間に免めん疫えきがないのですね……。


　カナメ＝ヒラサカ──〝契けい約やく者しや狩がり〟の異名を持つ、最強の一角に数えられる契約者。ギャングどころか契約者に取り囲まれたとしても平然と切り崩くずすだろう強つわ者ものが、武器も持たない人間の同情と親愛の念に囲まれ、迷子の子こ猫ねこのごとく震ふるえている。


　その光景は微笑ほほえましいというか、可愛らしいというか、刃物と無む縁えんのカナメは年相応の少女でしかなく、マルクとしてはとても珍しいものを見られたのでそのまま見物していたいところだった。


　しかし、今は迷子のエルミナを捜さなければならない。判断を仰あおごうとドミニクに視線を向けると──彼は先ほどまでのフニャけた笑みはどこへやら、騎士のごとく凜り々りしい表情に豹ひよう変へんして頷うなずいた。


「あちらは僕がなんとかしよう。君は、エルミナお嬢様を捜してくれ。……だけど困ったな。アドナイさんは苦手なんだよね」


　そう言って、ドミニクはカナメたちの方へ走っていった。あの男でも、苦手な人間というものが存在するらしい。マルクは少しホッとした気がした。


　──ですが、これではドミニクさんもカナメもエルミナを捜せないではありませんか。


　マルクはこの人混みの中から一人でエルミナを捜さなければならないことに、頭痛を覚えた。
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　さすがに収穫祭サーウインだけあって、周囲の人間はみな派手な仮装をしていた。エルミナも仮装をしていたため、同じような格好をしていることになる。


　初めは、ジェノバを捜そうとも思った。しかしよくよく考えれば彼女は対人恐きよう怖ふ症しようである。そのジェノバがこの人混みの中でまともに活動できるのか？


　──まあ、考えるまでもありませんね。


　マルクは、瞬しゆん時じにジェノバを見捨てた。


　そうしてエルミナの仮装を目印に歩き回るが、彼女も別に背が高い方ではない。人混みに埋うもれては、そうそう見つかるものではなかった。


　──では、高いところから見下ろせばよいのではありませんか？


　なにか足場に使えるものはないかと辺りを見回して、広場の中央にちょうど良いものを発見できた。本物だろうか。馬車の車輪ほどもある紅蓮瓜マルーズが、山と積み上げられている。マルクはその山へ〝影かげ〟を走らせた。


　マルクの能力は〝影〟である。己の影を操あやつり、他者の影を括くくり、あるいは破は壊かいする。紅蓮瓜マルーズの影を〝拘こう束そく〟し、乗り上げて足場が崩れないように固定したのだ。


　そうして紅蓮瓜マルーズの上によじ登ると、駅前の広場が一望できた。


　──エルミナはどこでしょうか……。


　エルミナの仮装を思い返しながら捜していると、突とつ然ぜん足あし下もとから怒ど声せいが響ひびいた。


「おい、貴様！　そんなところでなにをやっている。下りないか」


　目を向けると、顔中に縫い跡あとのペイントを施ほどこし、頭に大きなボルトを刺さした男が睨にらみつけていた。仮装のせいでなかなか認にん識しきできなかったが、どうやら保安官らしい。


「早くそこから下りろ。収穫祭サーウインだからって、はしゃぎすぎだ」


　保安官に叱しかられ、マルクはしぶしぶ紅蓮瓜マルーズの山から下りた。


「いいか？　これはなにかで固定してるわけじゃないんだ。上に乗ったら崩れることくらい、考えたら分かるだろう？」


「それは問題ありません。きちんと……」


「口答えするな。いいか。お前一人が怪け我がをするならまだいい。だが周りをよく見ろ。祭りの客がたくさんいるのが分からないか？　それなのに──」


　口を挟はさむ隙すきはまるで見当たらなかった。マルクは、先ほどのカナメの心境が嫌いやというほどよく分かった。


　保安官からの小こ言ごとは終わる気配もない。マルクは能力で黙だまらせようかと真しん剣けんに考えた。彼にとっての最優先事じ項こうは、エルミナの捜そう索さくなのだ。


　そんなときだった。


「……マルク」


　それは、喧噪の中に不思議なほど凜りんと響く銀啼鳥ソローネの声だった。


　振ふり返ると、そこには翠すい玉ぎよくの瞳をした少女が佇たたずんでいた。夜色のドレスの上にフード付きのマント。手には大おお鎌がま──非常に軽い木材でできており、刃はの部分には銀紙が貼はられている──死しに神がみの仮装をしたエルミナである。


　どうやら、マルクが目立っていたので、エルミナの方が見つけてくれたらしい。


「……何事かね」


　エルミナの怪け訝げんそうな声に、保安官は今までの尊大な態度はどこへやら、ビシッと背筋を伸のばした。


「いえ。この男が祭りの空気に浮うかれ、紅蓮瓜マルーズの山に登っていましたので、注意していたところです」


　浮かれていたことにされて、マルクは悲しい気持ちになった。エルミナはまったく表情のない眼まな差ざしをマルクへ向ける。呆あきれているのか、憤ふん慨がいしているのか、マルクにも見極められなかった。


「……このものは、私の執事バトラーなのだ。非礼はお詫わびする」


　エルミナにまで謝らせてしまい、さすがにマルクも責任を感じた。


「く……ご、ご迷めい惑わくをおかけしました」


「いやまあ、いいんだ。君も、浮かれていたのは分かるが、ご主人様にあまり迷惑をかけんようにな」


　何故か急に紳しん士し的てきになった保安官は、そう言い残すと雑ざつ踏とうの中に消えていった。


　それから、マルクは気まずくエルミナへ視線を向ける。心なしか、いつもよりさらに無機質になっているように見えた。


「……君は、あの日もそうして高いところに登っていたね」


「あの日？」


「……君が、初めて屋敷にやってきた日だ」


　そう言うと、エルミナは堪こらえきれなくなったように顔を伏ふせる。そして小刻みに肩かたを揺ゆらした。


　マルクは彼女に恥はじをかかせたことになる。それほど腹が立ったのだろうか？　マルクが畏い縮しゆくしていると、エルミナはようやく顔を上げた。その目には幽かすかに涙なみだが浮かんで見えた。


「……笑いを堪えるのが、これほど大変なことだとは知らなかった」


「申し訳ございませ…………笑い？」


「……君は、あの日も高いところに登って赫鷲ヴアルチヤスに襲われていた」


　マルクが初めて屋敷にやってきた日──マルクは屋敷の偵てい察さつをしようと民家の屋根によじ登り、赫鷲ヴアルチヤスに襲われた。そしてそれが原因で、エルミナから旅芸人だと思われた。


　忘れたい過去を掘ほり起おこされ、マルクが苦く渋じゆうの色を浮かべていると、エルミナはまた思い出したらしく、顔を覆おおって肩を揺らしていた。


　──元気は出たようです。……ですが、笑われたのは私です。


　浮かない顔をしているエルミナを励まそうという、当初の目的は早くも遂すい行こうできたのだが、マルクはいろいろと複雑な心境だった。





「……意外に、見つからないものだね」


　そう呟つぶやいたエルミナの声には、少し疲つかれたような響きが含ふくまれていた。


　あれから、マルクはドミニクたちを捜さがし回っているのだが、先ほどの場所から移動してしまったらしく、見つからなかった。


「この人混みでは仕方がありません。アイシャにはセリアがついているようですし、カナメはドミニクさんがなんとかしてくれそうでした。ジェノバは……まあ、いつものことですし、もう、お嬢じよう様さまがお好きなところを回られて問題ないと思いますよ」


　オウマの存在は誰も思い出さなかった。マルクがそう答えると、エルミナは幽かに眉まゆを寄せた。心なしか、困っているように見える。


「……こういったところは、初めてなのだ。どこでなにをすればよいのか分からない」


「お祭りですから、やらなければならないルールなどありませんよ。ただ、見たいものを見て、欲しいものを買う。普ふ段だんの生活を忘れて、楽しめばよいだけですよ」


　エルミナは少し考え込むように首を傾かしげ、それから翠玉の瞳ひとみを向けてきた。


「……この街は、普段からそのような場所のように思うのだが」


「違ちがいありません。この街はいつでもお祭まつり騒さわぎでございます」


　エルミナは、一度瞬まばたきをすると口元を緩ゆるめて微び笑しようと呼んでも良さそうな表情を見せた。


　──やはり、街中に出てくると、よく笑ってくれるように思えますね。


　満足そうにその表情を眺ながめつつ、腰こしを折ってエルミナの手を引く。そうして足を進めていると、通りすがりのミイラが小さな籠かごをよこしてくれた。


「おいしい悪夢をナイトメア・ナイスベリー！」


　陽気な死者は雑踏の中へと消える。どうやら、収穫祭サーウインのお菓か子しを配って回っているらしい。さすがに鉱山主ともなるとやることも太っ腹である。


　エルミナは受け取った籠をしげしげと観察していたが、ほどなくして好こう奇き心しんに負けたらしく、飴あめ玉だまの一つを取りだした。


「……悪くない」


　コロコロと口の中で飴玉を転がしつつ、エルミナは満足そうにそう呟いていた。


　死神の仮装をして、飴玉を転がすエルミナ。それは普段の無表情からはかけ離はなれた姿で、彼女が自分とさして歳としの変わらない娘だと思い出させた。


　とたんに、エルミナを異性として意識してしまった。数日前、事故とはいえマルクはエルミナと口づけを交かわしてしまったのだ。


　──い、いけません。屋や敷しきにいられなくなっても良いのですか？


　執事が主あるじに好意を求めるなど、許されることではない。そんなことを訴うつたえ始めたならば、屋敷を追い出されても文句は言えない。


　マルクは、今ある居場所を壊こわしたくなかった。


「そ、そういえば、収穫祭サーウインは何な故ぜみなお化けの格好をするのでしょうか？」


　気を紛まぎらわすようにそう訊きくと、エルミナは抑よく揚ようの無い声で答えた。


「……収穫祭サーウインは冬の始まりの儀ぎ式しきでもある。生と死が入れ替かわるこの日は、死者の国の扉とびらが開かれると考えられていた。ランタンの亡霊ロキ・オ・マルーズの逸いつ話わも、そこから生まれたのだろう」


　エルミナの説明に、マルクは小さく身み震ぶるいした。


「ランタンの亡霊ロキ・オ・マルーズは苦手でございます」


　うっかりそう呟いてしまうと、エルミナは金色の髪かみを揺らし、意外そうに首を傾げた。


「……嫌な思い出でもあるのかね」


「いえ、死後も彷徨さまよい続けなければならないという話はぞっとしません」


　マルクは以前、詐さ欺ぎ師しの片棒を担かついで指名手配されていた。ランタンの亡霊ロキ・オ・マルーズは他ひ人と事ごとに思えなかった。その後、サーカス団に身を寄せていたのだが、道どう化けの扮ふん装そうはどうしてもその逸話を思い出させ、夜になると悪夢にうなされることがしばしばあったのだ。


　マルクには、サーカス団がランタンの亡霊ロキ・オ・マルーズの住すみ処かそのものに思えてならなかった。


　それを思い返していると、エルミナがピタリと足を止めた。目の前に、真っ赤なテントが聳そびえていた。どうやら広場を一周してしまったらしい。


　思い出していたものが突然目の前に現れ、マルクは表情を引きつらせた。まさかと思いつつ、看板へ目を向け、ついに怖おぞ気け立った。


「えー……、サーカスのようでございますね」


「……見たことがない」


「お、お嬢様がご覧になるようなものではありませんよ？」


　マルクの様子に気づくこともなく、エルミナの好奇心はすでにサーカスに引きつけられていた。なんとか興味を引き離そうとすると、エルミナはマルクの顔を見上げ、抵てい抗こう不能なひと言を口にした。


「……今日は、普段の生活を忘れ、見たいものを見て良いのであろう？」


　珍めずらしく、エルミナが自分からなにかを見たいと言ってくれたのだ。マルクは観念して、その危険を冒おかす覚かく悟ごを決めた。


「お嬢様の仰おおせの通りでございます」





　まだ開演前らしく、テントの前には行列ができていた。とてもではないが、中には入れそうもない。


　マルクは辺りを見回す。テントの前で客引きをしている道化を発見。アイシャくらいの歳としだろうか、収穫祭サーウインにちなんで紅蓮瓜マルーズのかぶり物をしていた。


　──できれば、この手は使いたくなかったのですがね……。


　嘆たん息そくしつつも、マルクは観念して道化の側に寄る。行列を無視したことで、エルミナが少し不思議そうに首を傾げた。


「ニコ。ダグラスの尻しりは治りましたか？」


　そう囁ささやくと、紅蓮瓜マルーズの道化はピタリと動きを止めた。それからマルクの顔をしげしげと見つめ、大きな声を上げる。


「マルク！」


「お久しぶりですね」


「うわ、お前、久しぶりじゃないだろ。あの後、俺がナイフの的まとにされたんだからな！」


「気にしないでください。私も気にしていませんから」


「ぶっ殺す！　お前、絶対ぶっ殺す！」


　マルクが頭を押さえつけると、小さな道化は手足をバタバタと振り回す。そんな道化にエルミナが表情を浮かべないまま翠すい玉ぎよくの瞳を向けていた。


　道化のニコはギクリと動きを止め、それから手をすり合わせて腰を低くする。


「あ、ええっと、なにか、失礼をしましたでしょうか？」


　エルミナはただ状じよう況きようが上う手まく呑のみ込めなかっただけなのだろうが、ニコはなにかを憤慨して睨にらみつけられたのだと感じたらしい。縮み上がっていた。


「……知り合いなのかね」


「はい。お恥ずかしながら──」


　マルクは、真っ赤なテントを見上げると、どこか懐なつかしそうな声を漏もらした。





「ここは──私が在ざい籍せきしていたサーカス団なのですよ」





　　　　[image: ]





　駅前の大きなテントは上演用で、あちらには舞ぶ台たいと観客席しか設置されていない。広場を抜ぬけて商店を挟はさんだ空き地に、小さなテントが数個展開されていた。それぞれ収穫祭サーウインの仮装をした道化たちが開演前の準備運動ウオーミングアツプに勤いそしんでいる。


　エルミナが囁くような声で訊いてきた。


「……何故、このような場所にテントがあるのかね」


「駅前の広場は、サーカス以外にも出し物がたくさんありますからね。広げる場所が足りなかったのでしょう」


「そういうこと。こっちは俺たちの控ひかえ室しつみたいなもんさ。こっから、あっちのテントまでパレードしながら入場するのさ」


　陽気な声で答えると、ニコはエルミナにニコニコ笑え顔がおを向けた。先ほど、飴玉をもらったので懐いてしまったらしい。


「そういやよ。ダグラスのやつ、今は綱つな渡わたりやってるんだぜ」


「ロープは耐たえられるのですか？」


　ダグラスという男は小太りで、サーカス時代はマルクにナイフを投げる役だった。


「いつ切れるかみんなで賭かけてんだよ。客も賭けてるぜ？」


「では、私は今回に20ゴース賭けましょう」


　そう答えると、二人は堪えきれなくなって噴ふき出した。そうしていると他の道化たちもマルクに気づいたらしく、さわやかな笑顔で駆かけ寄よってきてくれた。


「ははは。おまえ、マルクか？　てめえ、俺が貸した１スピル返しやがれ！」「ヒャッハー！　この野や郎ろう！　俺の寝ね床どこにジャック（蛇へびの名前）を突つっ込こんだのてめえだったのか」「あははは、お前！　俺が隠かくしてたアルコール売っぱらいやがったな？」「はっはあ、殺してやる！　てめえに刺さされたケツが未いまだに疼うずくんだ」「マルク！　とにかく死ね！」


　親愛の念を送ってくれる旧友たちに、マルクはもみくちゃにされた。いろんな悲鳴をもらしつつも、なんとかメガネだけは死守する。


　ひとしきり続いた馬ば鹿か騒さわぎが収まると、道化たちは今度はエルミナに注目していた。


「なんだこの美人は！」「うあ、こんな間近で女見たの何年ぶりだろう」「天使か？　天使なのか？　俺はマルクに刺されて死んだのか？」「おい、あまり近寄るんじゃねえ。順番だ。順番に眺めるんだ」「その通りだ。傷がついたらどうするつもりだ」


　馬鹿騒ぎする道化たち。マルクは彼らとエルミナの間に割って入ると、なんとか押し止とどめた。エルミナはキョトンとして瞬きを繰くり返すが、やがて小さな笑い声を漏らした。


　その微笑に歓かん声せいを上げる道化たちを押しのけ、マルクは疲れた声を漏らした。


「申し訳ございません。見苦しいものをお見せしました」


「……いや、君はこういった場所で暮らしていたのだね」


　珍しく感情のこもった声。実に楽しそうに聞こえたのだが、マルクとしては複雑な心境だった。


「しかしなんだな。今日は来客が多いな」


　道化の一人が漏らしたひと言にマルクは首を傾げた。


「他ほかにも誰だれかいらっしゃったのですか？」


「ああ、ギャングと悪あく魔まと魔ま女じよがな」


　意味が分からず首を傾げていると──


「──あっ！　エルミナとマルクさんです！」


　元気の良いその声は、中央に張られた大きめのテントから聞こえた。視線を向けると、なるほど確かに小さな魔女がそこにいた。


「アイシャ？　こんなところにいたのですか」


　頭には三角帽ぼう子し。手には藁わら箒ぼうきと紅蓮瓜マルーズのランタン。エルミナと同じような黒マントを羽織ったアイシャだった。


「……セリアも、いっしょのようだね」


　アイシャに続いてテントから出てきたのは、セリアだった。頭には山や羊ぎの角つのを生やし、首からはドクロの首くび飾かざりを下げている。悪魔の仮装である。似合いすぎているので、マルクは小さく身震いした。


「騒がしいと思ったら、またお前か」


　その後に顔を見せたのは、アイシャ同様クーランの青年だった。こちらは仮装はしておらず、いつも通りのジャケット姿である。


「アルバ……」


　アルバ＝ディーノ。この街の三分の一を支配するギャングの首ド領ンである。苦手な相手の姿に、お互たがい不ふ愉ゆ快かいそうな表情を浮うかべた。


　アイシャは同族であるアルバに懐いている。おまけにセリアもアルバとは旧知の仲であるため、この組み合わせは当然でもあった。


　マルクが嘆息していると──


「──てめえはっ！」


　テントから、もう一人姿を見せていた。


　右の頰ほおに火傷やけどのような傷きず跡あと。緑色の帽子に上等そうな革かわ靴ぐつ。ギャングの中でも格が上のものなのだろう、ただならぬ眼光の持ち主だった。


　こちらに向かって声を上げたように思えたのだが、マルクは男に見覚えはない。


　首を傾かしげるマルクに憤ふん慨がいしたらしい。男はギャングの眼差しを向けると、その手に鈍にぶく光る刃は物ものを滑すべり込ませ、一気に投とう擲てきした。


　──鋭するどい……！


　避よけようとして──自分の周りにサーカスの道化たちや、なによりエルミナがいることを思い出した。道化たちは突とつ然ぜんの出来事に慌あわてふためき、転てん倒とうしながらも逃にげようとするが到とう底てい間に合わない。


　マルクは、瞬しゆん時じに覚悟を決めた。


「──〈クフ・リーン〉！」


　契けい約やく精せい霊れいに呼びかけると、夜の影かげがいっせいに蠢うごめく。投げナイフはマルクの目の前で静止していた。


　──能力を、使わされました……。


　影を使わなければ、止められなかった。


　男はどうやら契約者ではなさそうである。ただの人間相手に能力を使わざるを得なかった。契約者の多くは自身が人間より優すぐれていると考えるのだ。マルクは大いに自尊心を傷つけられた。


「やってくれますね……」


　マルクは契約者の暗い翳かげを揺ゆらし、男を睨ねめつける。


　道化たちはさておき、エルミナを危険に晒さらしたのは許されることではない。マルクが避けたら彼女に当たっていたはずだ。


　男は、怯ひるむことなく二本目のナイフをベルトから引き抜き──


「──やめろ。イルッソ」


　静かながらも重圧を感じさせる声こわ音ねで、アルバがそれを止めた。


　見れば、アルバの隣となりにいたセリアがダーツを抜いていた。男──イルッソがそれ以上やっていれば、ナイフを投げる前にセリアに撃うち殺ころされていただろう。


　イルッソもそれを感じたらしい。ゴクリと喉のどを鳴らした。


「姐あねさん。なんで……」


「今のセリアの雇やとい主ぬしは俺ではない。それに、エルミナは俺の客だ」


　アルバに咎とがめられ、イルッソはしぶしぶといった様子でナイフを片付けた。


　マルクは文句を言い募つのろうとして、アルバの側にアイシャがいることを思いだした。当のアイシャは知らないことであるが、彼らは兄妹きようだいである。そのアイシャの前でアルバを侮ぶ辱じよくするほど、マルクも無神経ではない。


　お互い、腹立たしさと義理に挟まれ、不快そうな眼まな差ざしを投げ合っていると、道化たちも誰からともなく持ち場へ戻もどっていった。


「それで、そちらの方は私になにか恨うらみでもあったのでしょうか？」


「なっ──て、てめえ、よくもぬけぬけと」


　本当に心当たりが無いため、マルクは真しん剣けんに首を傾げた。それから、以前アルバの組織ともめたことを思い出した。そのとき、マルクはアルバの部下にさんざんナイフを撃ち込んでいる。恨まれるようなことと言えば、それくらいしか思いつかなかった。


　わざわざ相手にする気にもなれなかったので、マルクはアイシャへ視線を向ける。


「アイシャ。勝手にいなくなったから、ドミニクさんが心配していましたよ」


「ご、ごめんなさい。珍めずらしいものばっかりだったから、つい……」


　指をクルクルと絡からめるアイシャに代わって、セリアがキョロキョロと周囲を見回す。


「カナメ、何ど処こ？」


「ああ、あちらもはぐれてしまいまして。ドミニクさんがごいっしょですから、面めん倒どうに巻き込まれていることもないと思いますが」


　そう答えると、セリアは何故か気の毒そうな顔を見せた。


「不運」


「え？　幸運ではないのですか？」


　どこまで本気なのかは定さだかではないが、ドミニクはカナメに好意を示している。二人いっしょならば楽しんでいるはずだろう。


　セリアは呆あきれ果てたように首を横に振ふる。


「それで、あなた方はなんだってこのようなところに？」


「ふん。ここは俺の縄なわ張ばりだ。少し、顔を見せにきただけだ」


　たかがサーカス団相手に、ギャングの首ド領ンたるアルバが直じき々じきに顔を見せるはずはない。アイシャが見たがっていたから連れてきたのだろう。マルクは鋭く察した。


「良かったですね、アイシャ」


「えへへ」


　アイシャがはにかんだ笑みを浮かべ、アルバがため息とともに頭を搔かきむしった。


　──これだけ分かりやすいのですから、兄妹と打ち明ければ良いと思うのですがね……。


　マルクが苦笑していると、アルバがつまらなさそうに睨にらみつけてくる。


「それで？　お前はここでなにをしている」


「以前、ここで働いていたものですから、昔なじみたちの顔を見にきただけですよ」


　お互い、様子を窺うかがうように話していると、ドスンッ──重たい音が響ひびいた。





「ダグラスが落ちた！」
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　担たん架かに乗せられ、ダグラスはテントの中へと運ばれていった。


「やったなマルク。賭け、お前の勝ちだぞ」


　ニコがにこやかな笑えみを浮かべた。ダグラスは綱つな渡わたりのロープが切れて落下したのだ。


「笑い事じゃねえぞニコ。綱渡りの代役はいても、ナイフ投げの代わりはいねえんだ。ダグラスが使えねえんなら、お前もクビだぞ」


　ニコとさして身長の変わらぬ小男。にも拘かかわらず、ダグラスに比ひ肩けんするデップリとした腹。挑ちよう発はつ的てきにクルリと巻いた口くち髭ひげ。この一座の団長である。


　どうやら、現在ナイフ投げの芸人はダグラス一人らしい。マルクからしてみればあの下へ手たくそが芸人をやっていること自体が間ま違ちがいに思うのだが……。


　青ざめるニコを見て、エルミナがマルクの袖そでを引っ張った。なにか言いたげな眼差しである。無表情なのに『どうにかしてやれ』と言っているように見えるのは何な故ぜだろう？


　マルクは困ったようなため息を漏もらすと、団長に向き直った。


「ナイフ投げでしたら、私がやってもかまいませんが」


「なんだあんたは？　悪いが、うちの芸は素人しろうとに真ま似ねできるようなもんじゃないんだよ」


　どうやら、団長はマルクの顔を覚えてはいないらしい。まあ、在ざい籍せき中もマルクは道化の化粧メイクをしていたし、そもそもナイフの的でしかない下したっ端ぱだったのだ。この男が覚えていないのも無理はない。


　マルクは苦く笑しようしながらも弧こを描えがくように大きく腕を持ち上げ、メガネの位置を修正する。


　スコン──赤と白に塗ぬり分けられた、団長の派手な帽子が宙を舞まった。


「この程度のことならば可能ですが？」


　大げさな動作で気を引きつつ、もう片方の手でナイフを投げる。実戦でも引っかかる相手が多いので、マルクがよく使う技だった。


　テントの主柱に縫ぬいつけられた帽子を見て、団長の表情がにわかに引きつる。かつての上司に恐おそれられるのは、気分が良かった。


　ガチンッ──追い打ちをかけるように、帽子を縫いつけたナイフが火花を散らした。


「ナイフ投げは、てめえだけの技じゃねえ」


　イルッソだった。見れば信じられないことに、マルクが投げた銀ナイフの持ち手に、投擲用の小さなナイフが突つき刺ささっていた。


　純銀の食器であるマルクのナイフは、当然普ふ通つうの刃物よりも強度が劣おとる。理り屈くつでは確かに突き刺すことは可能であるが、当てたのは彼の腕である。


　なにやら対たい抗こう心しんを持たれていることに、マルクは首を傾げた。そんな二人を眺ながめ、団長の表情がパッと明るくなった。


「分かった。それじゃあ、あんたたちに代役を頼たのもう。舞ぶ台たいで決けつ闘とうをやってくれ」


「……はい？」





　団長がその提案をした時点で、マルクにはもう逃げ道は存在しなかった。縋すがるようなニコの視線。少しだけ嬉うれしそうなエルミナ。何故か大喜びするアイシャ。面おも白しろいおもちゃを見つけたような笑みを浮かべるセリア。我関せずを貫つらぬくアルバ。


　ここで巻き込まれただけのイルッソが嫌いやがってくれたならば、マルクにも事態の回かい避ひは可能だったかもしれないが。


「いいだろう。てめえを倒たおすのに、観客は多い方がいい」


　文句どころか、誰だれよりもやる気を出していた。


　そして、マルクは吸きゆう血けつ鬼きの仮装に道化の化粧メイクを追加し、サーカスの行進に加わっていた。


　ちなみに、イルッソの方は手にかぎ爪づめ、顔には爪つめ痕あとのような化粧メイクを施ほどこし、なにかの怪かい人じんに扮ふんしている。


　現在、控ひかえテントのあった空き地から、広場の大テントまで行進している。通行人たちからの歓かん声せいがどこか懐なつかしい。


　──ナイフ投げならばともかく、舞台で決闘など正気とは思えません……。


　本当に相手を殺してしまっては見せ物にならない。かといって手を抜ぬくことも観客は許してくれない。相手に怪け我がをさせないように全力で戦う。能力を使えばそれも簡単ではあるが、人間相手にそんなことをするのはマルクの自尊心が許容できない。


　そうしてマルクが複雑な心境で通行人たちに愛あい想そを振りまいていると、聞き覚えのある声が飛び込んできた。


「マルク！」


　目を向けると、雪女に扮したカナメの姿があった。


「カナメ」


　彼女なら助けてくれるかもしれない。マルクが縋るような視線を投げかけると、カナメは察してくれたのか、期待に応こたえるように行列を押しのけてマルクの方へ向かってきてくれた。そして──


　ドゴッ──容よう赦しやなく、向むこう脛ずねを蹴け飛とばしてきた。


　マルクが悶もん絶ぜつすると、カナメは口をへの字に曲げてたいそうご立腹の様子だった。


「この、たわけ！　あの後、私がどんな目に遭あったと思っておるのじゃ」


　見てみれば、腕には紅蓮瓜マルーズの人形やお菓か子し、細こま々ごまとした装そう飾しよく品ひんなど、大量の荷物を抱かかえている。どうやらたくさんの人々から励はげましや慰なぐさめに贈おくられたらしい。


　──それで、何故私が怒いかりをぶつけられるのですか……？


　理り不ふ尽じんにマルクが嘆なげいていると、カナメの後ろからドミニクがやってきた。こちらも大量の贈り物を抱えている。カナメの荷物持ちらしい。


「マルドゥーク君。エルミナお嬢じよう様さまは？」


「あ、ええ。お嬢様は先にサーカスのテントに入っていらっしゃいます。セリアさんとアイシャもいっしょですよ。私は、少しこちらで代役を頼まれたもので────」


「──分かった。それじゃあエルミナお嬢様と合流するよ。行こうか、カナメさん」


　言葉の後半は再び騎き士しのごとく凜り々りしい表情を見せるドミニク。マルクは最後の助けが去ってしまったことに涙なみだした。





　行進が終わると、マルクは出番が来るまでテントの裏で待機だった。イルッソが凄すごい目つきで睨んでくる。


　仕方がないのでマルクは話しかけてみた。


「それで、あなたは何故そこまで私を目の仇かたきにするのです？」


　イルッソは重たい声で呟つぶやいた。


「……俺はギャングだ。頭領のためなら鉄てつ砲ぽう玉だまだってなんだってやる。なのに、てめえはあのとき、契けい約やく者しやなのに能力も使わねえで、あまつさえ手加減までしやがった。そこまで恥はじをかかされて、黙だまっていられるか」


　理不尽な怒りをぶつけられたはずなのだが、何故かマルクにはその気持ちが理解できてしまった。


　マルクとて、エルミナの前で自分が無能のように恥をかかされれば、平静ではいられないだろう。イルッソにとって彼がギャングであるということは、マルクがエルミナの執しつ事じであることと同じなのだ。


　──ランタンの亡霊ロキ・オ・マルーズ──現世にも死者の国にも居場所のない男──自分はイルッソの居場所を奪うばってしまったのかもしれない。そう考えると、罪悪感を覚えた。


　テントの中からは、静せい寂じやくと太たい鼓この音を挟はさんでは歓声が上がっている。評判は上々のようだ。そろそろ出番が近いはずだ。マルクはイルッソに声をかけた。


「イルッソさん。決闘とはいっても、私たちは見せ物を演じるのです。間違っても相手を死なせてはなりません」


「ふざけるな。それで勝負になるか」


「でしたら、相手を死なせた時点で、あなたの負けです。私は相手を死なせずに倒すことくらい造作もありませんから」


　そう言うと、イルッソも反論しなかった。


「なら、どうやって勝負をつけるんだ？」


「観客を、魅みせれば良いのですよ。危険な技に挑いどめば挑むほど、観客は沸わきます。より多くの歓声を集められた方が勝ちでよろしいのではありませんか？」


「観客を、魅せる……か」


　意味をかみしめるように呟くとイルッソはそれ以上マルクにからんではこなかった。


　そして、舞台から呼び出しがかかる。


「マルクと飛び入りの旦だん那な。出番だぜ」
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　主柱に設置されたライトが舞台を照らす。


　そして観客席から響く歓声。最前列にエルミナやアイシャ、カナメたちの姿を見つけ、マルクは軽く手を振ふる。セリアの隣となりに鋼鉄の棺かん桶おけが設置されているが、あれは恐らくジェノバだろう。回収してもらえたらしい。


　在籍中は重い気持ちしか抱いだけなかったこの空気だが、今はマルクも高こう揚よう感かんを覚えていた。


　司会の団長がマルクたちを本日の飛び入りと紹しよう介かいし、マルクは観客に向かって丁てい寧ねいに腰こしを折る。それを見てイルッソも倣ならった。


「それでは──始めましょうか」
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　マルクが手の中に銀ナイフを滑すべり込ませ、イルッソもベルトからナイフを抜く。向こうは半月型の投げナイフだった。


　睨にらみ合いはほんの一いつ瞬しゆんだった。


　先に動いたのはイルッソだった。愚ぐ直ちよくなまでに真まっ直すぐな一いち撃げき。マルクはそれに合わせて銀ナイフを投とう擲てき。


　ガチンッ──舞台の中央で火花が弾はじける。


　ナイフとナイフが衝しよう突とつしたのだ。お互たがいの足あし下もとに投げたナイフが跳はね返ってくる。


　それで表情を強こわ張ばらせたのはイルッソだった。ナイフが衝突したのは偶ぐう然ぜんではない。マルクがそれを狙ねらってやったからだ。


　この舞台は広い方だが、マルクとイルッソの距きよ離りはせいぜい15シク程度。大人が走れば二秒足らずで届く距離である。


　そんな近きん距きよ離りから撃うち合って狙えたのは、イルッソが投げてからそれを狙ったからではない。マルクは彼の足の位置と腕を振る角度。先ほど見せてもらったその鋭するどさから、軌き跡せきを計算してナイフを投げたのだ。


　そして、にわかに静まりかえったテントに、盛せい大だいな拍はく手しゆと歓声が響ひびき渡わたる。


　マルクは役者のように大きく腕を回して胸に手をあてると、優ゆう雅がに腰を折った。観客を魅せるとは、こういうことである。


　次は、マルクが投げる番である。イルッソは緊きん張ちようした面おも持もちでナイフを構える。それを確かめてから、銀ナイフを放る。


　先ほどのイルッソと同じく、小細工のない真っ直ぐな一撃。


　──あなたは、これをどう捌さばきますか！


　イルッソはナイフを振りかぶるが、投げるにはあまりに遅おそすぎる。それでも果か敢かんに振り下ろし──


　ガチンッ──鈍にぶい金属音。


「──っ！」


　マルクは反射的に足を振りあげた。そしてつま先に鈍い衝しよう撃げき。


　──ナイフを打ち返してきた……！


　イルッソは、信じられないことにマルクが投げたナイフを、そのまま手に持ったナイフで打ち返してきたのだ。マルクがそれを蹴けり落とせたのは運でしかない。


　そして、僅わずかに遅おくれて大だい歓かん声せい。


　技術的にはマルクがやった技の方が困難であるが、避よけられないと思ったナイフを打ち返したイルッソの方が、観客の心を摑つかんだらしい。


　──危険な技に挑めば挑むほど、観客は沸きます──


　マルクが教えたことであるが、イルッソはそれをよく理解していた。





　その後、数回にわたり、曲芸撃ちを披ひ露ろうするマルク。イルッソは、執しつ拗ように食い下がってくる。手を背中に隠かくし、身を捻ひねりながら投げれば、イルッソは舞ぶ台たいを転がりながら撃つ。三本ほどまとめて投げれば、イルッソは両手を使って連続投擲する。


　収穫祭サーウインの夜に、真に迫せまる決けつ闘とうを繰くり広げる吸血鬼と怪人。団長の思おも惑わくは見事に成功したのだろう。観客たちはみるみる間に熱ねつ狂きようしていた。


　観客の緊張も良い具合に高まっている。これ以上続けては興奮も次し第だいに冷めていく。決着をつけるには、ほどよい瞬しゆん間かんだった。


　マルクは覚かく悟ごを決めると足を止めた。撃ってこいという合図である。


　イルッソもそれを理解したのだろう。小さく頷うなずくとナイフを抜いた。


　そして──撃つ！


　マルクの要求に応こたえるかのような真まっ直すぐな軌跡。されど今まででもっとも鋭い一撃。


　イルッソがナイフを放った瞬間には、マルクも動いていた。下から打ち上げるように、鋭えい角かくに腕を振りあげる。その手に、ナイフは握にぎられていなかった。


　振りあげた手と、ナイフが交こう錯さくする。


　静まりかえる観客たち。


　マルクの手には、イルッソが投げたナイフがあった。親指と人差し指の腹で辛かろうじて支えている状態だが、投げナイフを素す手でで受け止めたのだ。それも片手で。


　テントが張はり裂さけんばかりの歓かん声せいと拍手。受け止めたナイフを掲かかげて、マルクも観客に応える。


　やがて歓声が静まると、イルッソが自分に向けて親指を向けていた。次は自分の番だという主張である。マルクは、それに応えて銀ナイフを抜ぬいた。


　実際のところ、少し楽しくなっていた。技術だけならば、イルッソはマルクには及およばない。なのにマルクが思いもよらない投げ方をしてくる。


　──今度は、どう魅せてくれるのですか？


　マルクがナイフを止められたのは〈魔ま弾だんの射い手て〉と呼ばれたセリアと交戦した経験があるからだ。彼女の〈魔弾〉は、投げナイフどころの速度ではなかったのだ。


　技術ではマルクに及ばないイルッソが、今のマルクの技にどう応えるのか。


　そして──マルクもナイフを撃ち込んだ。


　イルッソ同様、真っ直ぐな一撃。しかし彼にこれを素手で止められる技量はない。ならば、どう凌しのぐのか。


　期待を抱いたマルクは、次の瞬間、青ざめることになった。


　イルッソはなにもしなかった。避けようとも、防ごうとも、身構えることすらしなかったのだ。


　銀ナイフは、そんなイルッソを容よう赦しやなく直ちよく撃げきした。


「な──っ！」


　マルクは思わず声を上げた。


　大の字に倒たおれ、ピクリとも動かないイルッソ。舞台で人を殺してしまってはマルクの負けだと言った。彼はそこまでして勝負に勝ちたかったというのか。


　団長やマルクが駆かけ寄よろうとすると屍しかばねになったはずの男はゆっくりと身を起こした。


　銀ナイフは、イルッソの顔面に直撃した。彼は、それを歯で受け止めていた。口からはダラダラと血を垂れ流しているが、怪かい人じんの仮装にそれはただの演出にしか見えなかった。


　瞬間、耳が裂けんばかりの大拍手。


　収穫祭サーウインは死者の蘇よみがえる日だという。イルッソは、本当に蘇ってきたのだ。


　技量でマルクを超こえられないイルッソは体を張ってくる。それだけ、危険に挑んでいるのだ。この場に於おいて、芸人として優すぐれているのは紛まぎれもなくイルッソだった。


　気がつけば、マルク自身も拍手を送っていた。


　吸きゆう血けつ鬼き対怪人。収穫祭サーウイン一夜限りの演目。それを制したのはイルッソだった。
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　舞台が終わり、マルクがエルミナたちの元に戻もどると、アイシャが飛びついてきた。


「マルクさん。凄すごかったです！」


　マルクは苦笑して首を横に振った。


「いいえ。負けてしまいました」


「なんじゃ。あれは勝負じゃったのか？」


　そろそろ機き嫌げんも直ったらしい。カナメが不思議そうに首を傾かしげた。


「まあ、いろいろありまして……」


　それからエルミナへ視線を向ける。相変わらずの無表情であるが、どこか浮うかない表情に見えた。


　──元気が出るかと思ったのですが、失敗だったようですね……。


　一度は笑ってくれたというのに、結局出かける前と同じ顔をさせてしまった。マルクが反省していると、エルミナが伏ふし目がちに呟つぶやいた。


「……楽しくはあったが、身内が出るのはぞっとしないものだね」


　マルクはかなりきわどい曲芸に挑んでいた。エルミナにしてみれば気が気でなかったのだろう。マルクは少々申し訳ない気持ちになった。


「……だが、舞台にいる君は生き生きして見えた」


「そうでしょうか？」


　マルクが首を傾げていると、イルッソと団長がやってきていた。


「よう。団長さんがよ、これからもここで働かねえかってよ。どうする？」


　先ほどまでの挑ちよう戦せん的てきな態度はどこへやら、イルッソは親しげに肩かたを叩たたいてきた。アルバからも許可をもらえたらしく、彼は乗り気だった。


　そんなイルッソを見て、マルクはとうとつに気づいた。


　──サーカス団は、ランタンの亡霊ロキ・オ・マルーズの住処──それはただ単に、マルクの後ろ暗さがそう思わせていただけなのだ。


　行き場のない、ランタンの亡霊ロキ・オ・マルーズたちも、集まればそれで一つの居場所になるのだ。


　それに、舞台に立つ高揚感。あれは確かに他ほかでは味わえないものである。マルクとて、在ざい籍せき中に気づいたならばそこから離はなれようなどとは考えなかっただろう。


　マルクは満足な笑えみを浮かべると、丁てい寧ねいに腰を折った。


「私の居場所は、こちらですので」


　だが、マルクは知ってしまったのだ。帰るところがあるという心地よさを。


　イルッソは根気よく誘さそってくれたが、マルクは丁てい重ちように辞退した。





　テントを後にすると、エルミナがホッとしたような息をついていた。


「……良かったのかね？」


「え？　ああ、サーカスの話ですか？」


　マルクは微び笑しようを返した。


「今は、エルミナに紅茶を注つぐことの方が重要なのですよ」


　エルミナは驚おどろいたように瞬まばたきをした後、幽かすかに表情を和やわらげた。


　そんなエルミナに、マルクも意を決して問いかけてみた。


「エルミナ。私はあなたの執事バトラーでございます。なにか悩なやみがあるのでしたら、なんでもおっしゃっていただきたい」


　マルクの問いに、何故かエルミナは恥はじらったように自分の唇くちびるに指を当てた。心なしか頰ほおも上気したように赤く見える。


　その反応に、何故かカナメが鋭く目を細め、アイシャがオロオロと慌あわてふためく。ドミニクは面おも白しろがるような視線を向け、セリアは呆あきれたように首を横に振ふる。


　使用人たちの反応に、エルミナは驚いたように目を大きくし、それから小さなため息。そこに羞しゆう恥ち心しんが混じっていたように思えたのは、気のせいだろうか？


「……悩み事は、たった今解決した」


「と、申しますと？」


「……君は、覚えていないのかね？」


　それはどこか傷付いたように聞こえて、マルクは狼狽うろたえた。エルミナを傷付けるようなことなどなにかしただろうか？


　エルミナは、今度こそ落らく胆たんのため息を漏もらした。


　アイシャからは批難の眼まな差ざしを向けられ、逆にカナメがホッとしたように息を吐はく。ドミニクは失意のため息を漏らし、セリアが見ていられないとでも言うようにダーツを引き抜いた。


　エルミナを励はげまそうとしただけなのに、投げナイフの決闘をさせられ、使用人仲間からは責められた。疲つかれ切った体で馬車を引いてくると、今度はオウマが人知れず大おお怪け我がをして病院に運び込まれたという報ほうが届いた。馬車はドミニクが御ぎよしてエルミナたちを屋や敷しきに送ることになり、マルクは一人病院に向かわされることになる。


　収穫祭サーウインの夜はマルクにとって悪い意味で忘れられぬ思い出となるのだった。





　なお、イルッソはその後サーカス一座で花形芸人として成功を収めたという。
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「ともかく、この部屋を出るぞ」


　カナメの提案に異論はなかったが、エミリオは疑問を投げかける。


「外に出て、どうしますの？」


「分からぬが、これがこの部屋だけの現象ならば、外に出れば免まぬがれるかもしれぬ」


　目に見えない壁かべから、手て探さぐりで扉とびらを探り当てるのは至難の業わざである。エミリオも手を貸していると、やがて不自然な凹へこみを探り当てた。左右に引いてみると、すぐにガチャンと音が聞こえた。


「見つけましたわ！」


　エミリオは扉を引き開ける。その先には──


　同じ収穫祭サーウインの夜が広がっているだけだった。


「駄だ目めですわね」


　エミリオが落胆の声を漏らすと、カナメがさらに表情を険しくした。


「これは迂う闊かつであったな……」


「な、なんですの？　開けたら駄目でしたの？」


「いや……。この現象……巻き込まれているのは私たちだけではないのではないか？」


「え……？」


　カナメの言葉を裏付けるように、そのとき悲鳴が響ひびいた。


「うわあああっ！　どうなってるんだ。誰だれか、誰か返事をしてくれ！　ここは一体どこなんだ！」


　どうやら、一いつ般ぱん人じんも巻き込まれているらしい。


　悲鳴の主ぬしを捜さがしていると、左手の方向で通行人がガラスのように割れた。エミリオとカナメは顔を見合わせ、それからそちらに向かってみた。


　そこでは、気の弱そうな青年が腰こしを抜ぬかしたようにへたり込んでいた。顔立ちはなかなか整っている。美形と呼んでも差し支えないが、よれたシャツと破れたズボン姿で、あまり身なりは良くない。


　カナメは青年の前まで進むと──躊ちゆう躇ちよなく、その顔に蹴けりを叩き込んでいた。


「ぎゃっ？」


　ゴロンと転がる青年。


「ふむ……。生身の人間のようじゃな」


「カ、カナメさん、いきなりなにをなさいますの！」


　批難の声を上げると、カナメは警けい戒かいした視線を向けてくる。それでエミリオも黙だまらざるを得なかった。


「ひ、ひい！　な、なんだって言うんだ────ひえっ？」


　カナメはスラリとカタナを抜くと、真っ直ぐ青年に突つきつける。


「おんし、この車両の客ではないの。それに、今確かに私の蹴りを避よけた。間ま抜ぬけを装よそおうのは悪くないが、状じよう況きようを鑑かんがみるのじゃな」


　確かに、青年は特等車両の客の服装ではない。それにカナメに顔を蹴りつけられたわりには、怪け我がの一つも見当たらない。


　──カナメさん、ひと目でそこまで怪あやしいと見み抜ぬいたんですの？


　エミリオが尊敬の眼差しを送っていると、カナメは冷れい淡たんな声でこう言った。


「それに、無様な悲鳴を上げる男は、私が一番気に入らぬものじゃ」


　──普ふ通つうにカンに障さわっただけでしたのね……。
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　呆れていると、青年は降参したように両手を挙げた。軟なん弱じやくぶるのも止やめたらしく、その表情には自信が満ちあふれていた。


「降参だ。特等車両の客とはいえ、貴様のような護衛がいるとは計算外だった」


「それで？　おんしは何者じゃ」


　青年は笑みを浮うかべる。


「俺のような人間がこんな金持ちの車両ですることなど、一つしかないだろう？」


「……盗人ぬすつとじゃと？」


「そういうことだ。せいぜい気をつけることだな。俺にこういう真ま似ねをしたのだ。貴様は標的──すみません。謝るから許してください。いきなりこんなところに放り込まれたんでまだなにも盗とってないんです」


　青年の眉み間けんから、薄うすく血の筋が流れた。突きつけたカタナに力が込められたせいだろう。


「たわけが。おんし、自分の立場が分かっておらぬようじゃな」


　青年はガタガタと震ふるえていた。どうやら、特等車両に盗ぬすみに入って、そのまま巻き込まれてしまったらしい。自業自得とはいえ、哀あわれに思えた。


「いや分かった。ここは休戦といこうじゃあないか。貴様とて、こんなところにいつまでも──すみません。口の利きき方を間ま違ちがえました。ここから出たいんです。助けてください」


　青年の口の中にカタナを突き入れながら、カナメは呆れたように訊きいてくる。


「……だそうじゃが、どうする？」


「まあ、助けてさしあげてもよろしいのではありません？　この現象をどうにかしないと保安官に突き出すこともできませんし」


「貴様、なかなか話せる娘むすめのようだな。良いだろう。協力──させていただきます。すみません」


　学習能力のない男である。エミリオが呆れたときだった。


　パンッ──軽い破は裂れつ音。


「銃じゆう声せい？」


　従者として、護衛として、カナメは当然のことそちらへ注意を向けた。エミリオも銃声という単語に反応して狼狽える。


　そして、その隙すきを青年は見み逃のがさなかった。


「────っ？」


　突とつ然ぜん、口を塞ふさがれた。カナメがハッとして振り返ってきたときには、エミリオの体はフワリと持ち上げられていた。抱かかえられてしまったらしい。


「くははは！　この娘の身み柄がらは預かったぞ」


　続けて──バタンッ──扉が閉まる音とともに、カナメの姿が消えた。どうやら部屋の中に入ったらしい。目に見えない壁の中から扉を探すのは、カナメでも困難だろう。


「呑のみ込め──〈沙波イサナミ〉！」


　幻まぼろしの景色がにわかに揺ゆらぐ。その向こうから、確かに列車の壁が見えた。


　──揺り籠かごが搔かき消された……？


　その壁から、カナメが飛び出してくる。彼女も焦あせっているのだろう。局部的にとはいえ、揺り籠を搔き消したというのに、そちらには気付いている様子はない。


　青年は通行人の幻げん影えいを突き飛ばしながら駆かけていく。続けてバタンと再び扉の音。別の部屋に入ったのか、あるいは通路に出る別の扉があったのか。壁から飛び出してきたカナメには、そこまで見えなかったらしい。追っては来られなかった。


　──カナメさんとはぐれてしまいましたわ……。


　突然の出来事に硬こう直ちよくしていたエミリオは、ようやく我に戻もどった。こんな状況に於おいてもカナメはまったく動じていなかったことを思い出し、極力冷静に行動する。〈契けい約やく書しよ〉に意識を傾かたむけ、まずは〈ハヌ・マーン読心能力〉に干かん渉しようする。


〈列車の外に出れば〉〈第一目的は達成した〉


　断だん片ぺん的てきな単語が読み取れる。どうやらこの青年は、初めから自分を誘ゆう拐かいするつもりだったようだ。


　相手の目的を確かく認にんしたところで、次は〈ルー・グー指向性念動力〉に干渉する。


「無礼が──過ぎますわ！」


「うわっ？」


　青年が派手に吹ふき飛ぶ。周囲にガラスの破片のような光が飛び散る。巻き込まれた通行人が何人か砕くだけたのだ。幻とはいえ、あまり良い気分はしない。


　青年が身を起こすころには、エミリオは次の能力を解放していた。エミリオの体が陽炎かげろうのように揺らぎ、そのまま消えて見えなくなる。〈憑透黄明泉化〉である。


「消えた？」


　青年が困こん惑わくする間に、エミリオは速すみやかな足取りで背後へと回り込む。そして、親しい友人にそうするように肩かたへ手を載のせる。


「──主あるじが従者ヴアレツトより非力だとお考えなら、大きな間違いですわ」


〈クフ・リーン拘束能力〉。エミリオが触ふれている限り、青年はもはや身動き一つ叶かなわない。


　──また、契約者を増やしたのですね……。


〈契約書〉の力が上がっているのが分かる。能力もいくつか増えている。今まではなかった破は壊かい的なものも存在するようだ。


　個々の能力はオリジナルに劣おとるとはいえ、屋や敷しきの契約者全すべての能力を統合するのが、この〈空白の契約書〉である。真っ向勝負でエミリオの上を行く契約者は存在しない。


　ここでもう一つ〈デル・ドーレ身体強化能力〉に干渉すれば、青年の肩を握にぎりつぶすこともできる。エミリオが手に力を込めると、青年は観念したような声を漏もらした。


「降参だ。まさかこうも歯が立たんとはな。これが〈精杯グレイル〉の力なのか？」


〈精杯グレイル〉──の名前に、エミリオはピクリと身を震わせた。


「あなた、どういう方ですの？」


「先ほどあの娘が言った通りさ。俺は盗人だ。この車両に〈精杯グレイル〉の持ち主が乗っていると聞いたのだがな。どうやら貴様で正解──あだだだだだだだずずみません口の利き方に気をつけます！」


　つい、手に力が入ってしまった。


　エミリオが慌あわてて手を放すと、青年はゆっくりと振ふり返った。今し方無様な悲鳴を上げていたとは思えぬ、端たん正せいに引き締しまった表情。器用なものである。


「さて。ものは相談なのだがな。この現象も〈精杯グレイル〉の仕し業わざなのかな？」


「それをあなたに話して、わたくしの利益になることがあるんですの？」


　警戒心剝むき出しの問いに、青年は肩を竦すくめる。


「手厳しいな。困っているのはお互たがい様さまだろう？　ここは一つ、状況打破のために協力するわけにはいかないだろうか。我々はどうやら幻を見たまま列車の中を移動しているらしい。迂う闊かつに車両から出てしまうと、そのまま線路に転落しかねない」


「……列車から降りないと、あなたの目的は達成したことにはなりませんものね」


　先ほど〝読み取った〟単語を並べると、今度こそ青年は大きく目を見開いた。


「参った。そこまで見抜かれているとは思わなかった。……良いだろう。俺の知っていることは話す。その上で協力するか考えるが良い」


　エミリオは迷いながらも首しゆ肯こうする。


「まず、俺はヨシュアという。この列車には〈精杯グレイル〉とその持ち主が乗っているという情報を手に入れて、ここに来た。〈精杯グレイル〉を奪うばいに来た人間は俺だけではないはずだ」


「……おかしな話ですわね。姉様……わたくしたちがこの列車に乗ることを決めてから、まだ数時間と経たっていないはずですわ」


「情報というものは金をかければそれだけ早く手に入るものだ。そしてそれだけの力があるものならば手て駒ごまを用意することもそう難しくはないさ。契約者は金さえ払はらえば忠実に働くものだからな」


　エミリオは〈ハヌ・マーン〉に干渉する。青年はひとまず〝噓うそ〟はついていない。


　──でも、だからといって信用できますの？


　エミリオには力がある。姉が与あたえてくれた大きな力が。しかしカナメのような洞どう察さつ力や判断力は持ち合わせていない。


　そして自分を支えてくれていた姉もカナメも、そして執しつ事じのマルクも側そばにいない。見知らぬ盗人を信しん頼らいすることなど、できなかった。


　不安──というのが、正直な心境だった。


　しかしそれを相手に知られるわけにはいかない。虚きよ勢せいを張ろうとしたときだった。


　誰だれかが手に触れた。





　──大だい丈じよう夫ぶだよ。エルミナにはフォルがいるよ──





「え？」


　祭りの景色が砕け散った。そして今度は夜の屋敷が現れる。暗くとも見間違おうはずもない、ヴァレンシュタイン家の──蜃しん気き楼ろうの屋敷だった。
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「アルベルト＝ガーウェン……でございますか？」


　紅茶を給仕するマルクは、ずり落ちたメガネを手の甲こうで押おし戻しつつ訊き返した。


　一日の終わりでも、その疲つかれを見せることなく涼すずやかな笑えみを浮かべ、燕えん尾び服ふくにも乱れの一つもない。ヴァレンシュタイン家執事のマルクは、紅茶を注つぎ終えるとその質問の主へと視線を向けた。


　質問の主──エルミナは、マルクが注いだ紅茶に口をつけると、小さく頷うなずいた。


「……そう。名の通った人物だと考えているのだが、私の知識は偏かたよっているのだろうか」


　夜に映はえる金色の髪かみ。どこに焦しよう点てんを当てているのか不確かな翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。白磁のごとく汚けがれない純白の肌はだ。ガラス細工を思わす整った容姿。その作り物めいた顔立ちには表情らしいものがまるで浮かんでいない。


　彼女はなにも機き嫌げんが悪いわけではない。日ひ頃ごろからこんな様子だった。


「以前、美術商の助手のようなことをしていたもので、代表作くらいならば存じていますが……」


　どうやら出題の傾けい向こうについて苦情をつけられたらしい。マルクは苦く笑しようしながら、その苦情の差出人へ視線を向ける。


「あう……。マ、マルクさんは、答えないでください。き、昨日習ったところだからちゃんと覚えてます……」


　慌てたように答えたのは、エルミナの正面に座っていた少女だった。


　ピンピンと跳はね上がった癖くせ毛げに、琥こ珀はく色の瞳。群ぐん青じよう色いろのワンピースの上には真っ白なヘッドドレスと前まえ掛かけの侍じ女じよ姿。


　エルミナは、晩になるとこの侍女──アイシャに勉強を教えていた。どうやら今日は歴史らしい。マルクは勉強が始まる時間を見計らって、紅茶を運ぶようにしていた。


「ええっと……、た、確か、画家さんです。オルダー教の宗教画とかをたくさん描えがいてる人で……なんとかっていう団体さんの代表みたいな人です」


「……30点だ」


　容よう赦しやないエルミナの採点に、アイシャはテーブルに突つっ伏ぷした。


「……ガーウェンは15世紀ゴルドラ王国を発はつ祥しようとする、芸術復興ルネツサンスを代表する芸術家だ」


「半分はあってるじゃない」


「……団体ではない。思想の在り方だ。そしてガーウェンの特異な点は、芸術品ではなく彼が錬れん金きん術じゆつ師しとして兵器を考案していたからだ。それが当時異い端たんだったはずの芸術復興ルネツサンスにありながら、迫はく害がいを免まぬがれた理由でもある」


「芸術家が、兵器など考案できるものなのですか？」


　それはマルクも初耳だった。確かにあまり一いつ般ぱん的ではない知識である。指導中はエルミナの口数が多いことを密かな発見と思いつつ、マルクは素直に疑問を口にする。


「マルクさん、知らないんですか？　昔の芸術家さんたちは、暮らしも大変だったし、作品によっては国から弾だん圧あつされちゃったりして、苦労してたんですよ？」


「……それは、君が先ほど間ま違ちがえた問題だ」


　静かながらも威い圧あつ的な声で指し摘てきされ、アイシャは再び肩を落とした。その様子に苦笑しながらも、マルクはアイシャの前にもティーカップを置いてやった。


「私はその名前を聞くと、ガーウェン伯はく爵しやくの方を思いついてしまいますね」


「……伯爵？」


　エルミナが眉まゆを揺らして顔を上げた。貴族同士の交流というものはよく分からないが、爵しやく位い持ちで聞き覚えがない名前というのを不思議に感じたらしい。


「ご存じありませんか？」


　エルミナは首を横に振り、アイシャは首を傾かしげた後、ハッとしたような顔をする。


「アイシャは知っているようですね。ラチナスでは知られていないのでしょうか」


　マルクがそう言うと、エルミナは不服そうに翠玉の双そう眸ぼうを細めた。


「……聞こう」


「あ、エルミナ……止やめた方がいいよ？」


「まあ……、確かにあまりエルミナが好んで聞くような話ではないですね」


　アイシャが止めたので引き下がると、エルミナは不満げにさらに目を細める。


「……そこまで言ったのなら、最後まで言ってもらいたい」


　確かに言いかけた話を中断されると、続きが気になるものである。マルクは姿勢を正しつつも、明かりの影かげになる位置へさりげなく移動する。


「それでは失礼いたします。……まだ開かい拓たく時代の初期の話でございます。ガーウェン伯爵は、家財道具一式と大勢の使用人を連れて海の向こうから渡わたってきました。そして現地のクーランたちに豪ごう華かな屋敷を建てさせ、その後彼らを騙だまして処しよ刑けいしました」


　そこまで語ってから、マルクは目の前にアイシャがいることを気にした。彼女もクーランである。同族の悲劇を聞いて、気分がよいとは思えない……が、幸い息を呑のんで話に聞き入っている。物語は物語と割り切っているのかもしれない。


「処刑されたクーランの一人はガーウェン伯爵に呪のろいをかけ、そして息絶えました。クーランが祀まつる悪あく霊りよう──〈フォル・ウォレ〉が一人残らず呑み込むだろうと言い残し」


　声を低くし、顔に影を作って語るマルク。明かりのせいだろうか？　エルミナの顔が無表情ながらも青ざめて見えた。


「ガーウェン伯爵は〈フォル・ウォレ〉の呪いを鼻で笑い、屋敷へ戻もどりました。ですが、その晩、恐おそろしい事件が起こったのです」


　アイシャが怯おびえた表情で喉のどを鳴らす。こう分かりやすい反応をしてくれると、話している方も楽しい。マルクはランタンをたぐり寄せて、さらに顔の影を強調する。


「最初に異常に気がついたのは、執事バトラーでした。晩ばん餐さんの時間になっても、料理人コツクのベルが鳴らないことで厨ちゆう房ぼうを覗のぞいてみると……そこには、誰もいませんでした。切りかけの食材も、かまどにかかった鍋なべもそのままに、争った形けい跡せきもなく、料理人コツクも厨房女中スカラリーメイドもただ少し席を外しているような、そんな様子で」


　アイシャとは対照的に、エルミナは眉一つ動かさぬ無表情。この手の話は退たい屈くつなのかもしれない。


「執事バトラーは小間使いホールボーイに料理人コツクを捜すよう命じ、階上のガーウェン伯爵へ報告に向かいます。……ですが、そこで屋や敷しきに悲鳴が響ひびき渡ります。悲鳴は屋根裏から聞こえました」


　この屋敷の屋根裏は物置になっているが、女性使用人は屋根裏で生活する場合が多い。特にドレスを仕立てる裁縫師などは、ほぼ屋根裏にこもりきりになる。


「執事バトラーが様子を見に行くと、そこでは窓が開け放たれており、使用人たちの姿はありませんでした。なにか恐ろしいことが起こっている。執事バトラーはそう感じて残った使用人を呼び集めます。……ですが、料理人コツクたちを捜させた小間使いホールボーイすら戻ってはきませんでした」


　マルクはそこで言葉を切ると、アイシャとエルミナへ確かめるような視線を向ける。


「残ったのは伯爵と執事バトラーだけでした。二人は屋敷を捨てて馬車で逃にげようとするのですが……玄げん関かんではいくつもの燐りんの光が揺ゆれていました」


　アイシャがエルミナに縋すがるように手を伸のばす。マルクはそれを眺ながめながら、物語の最後を紡つむぎ上げる。


「燐の光は、伯爵が処刑したクーランたちの姿をしていました。そして、伯爵の隣となりにいたはずの執事バトラーが、小さな悲鳴とともに姿を消し──────」


「うっきゃ────っ！」


　最後まで言い終わる前に、アイシャのけたたましい悲鳴が轟とどろいた。あまりの大声に、マルクは耳を覆おおう。


「……アイシャ。そこはまだ悲鳴を上げるところではありませんよ。エルミナまで驚おどろいているではありませんか」


　さすがに今の大声には驚いたのだろう。エルミナが椅い子すを倒たおして腰こしを浮うかしていた。


「だ、だって……。マルクさん、話してる顔が怖こわすぎます」


　ランタンの明かりで陰いん影えいを強調された微び笑しようは、なかなか不気味だったらしい。アイシャが涙なみだ目めで呟つぶやく。


　マルクは仕方なさそうに苦笑すると、エルミナの椅子を直した。


「エルミナには、少し退屈な話でしたね」


　彼女は普ふ段だん書庫にこもって本ばかり読んでいる。当然、その中には怪かい奇き小説も含ふくまれている。濃のう厚こうな文学に慣れ親しんできた彼女に、街中で流は行やる怪かい談だんでは物足りないだろう。


「……そうでもない」


　まだ先ほどの悲鳴が尾おを引いているのか、その声は僅わずかに震ふるえていた。マルクは落ち着かせようと新たな紅茶を注ぎ込む。


「お勉強の邪じや魔まをしてしまいましたね」


「あ、あう……、そ、そうでした」


　アイシャが慌あわてて乱れた書物と羊皮紙を並べ直すと、触ふれた本の端はしがテーブルのインク壺つぼに触れてしまった。


「あ──」


　アイシャが声を上げたときには、インク壺はテーブルからずり落ちていた。


　バン──マルクは慌てて踵かかとを踏ふみ鳴ならす。


　マルクの合図で室内の影が一いつ斉せいに蠢うごめき、落下中のインク壺を宙で制止させた。インク壺の影を〝拘こう束そく〟したのだ。幸い、床ゆかの絨じゆう毯たんにインクが溢こぼれた様子はない。


「アイシャ。いつも言って──？」


　ホッと息をつき、マルクがアイシャへ注意を投げかけようとすると──なにかに燕尾服が引っ張られてしまった。


　目を向けると、何故かエルミナがマルクの燕尾服の裾すそを握にぎりしめていた。


「あの……、エルミナ？」


　困こん惑わくした声を投げかけると、エルミナはようやく我に戻ったらしく、怖ず怖ずと手を放す。それから気を取り直すようにカップを取るのだが、その手は小刻みに震えており、翠玉の瞳もじっとりと涙が浮かんでいた。


　よくよく見ると、やはりその顔は青ざめており、なにかを必死で堪こらえていたらしいと分かった。


「……申し訳ございません。怪談、苦手だったのでございますね」


　マルクが沈ちん痛つうそうに腰を折ると、エルミナは拗すねたように紅茶を啜すする。


　その後、エルミナは授業を続けようとしたのだが、声は震えている上に、出題の解答を間違えたりするようになり、勉強にならなくなってしまった。


　エルミナと彼女を慰なぐさめるアイシャを残し、マルクは気まずく寝しん室しつを後にした。
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「──それで？　その話の最後はどうなるのじゃ？」


　カコン──と、小気味の良い音を立てて球を落とすと、白髪の少女は棒キユーをクルリと腰の後ろへ回し、テーブルへと腰こし掛かける。撞球ビリヤード台である。


　ここは屋敷の娯楽室プレイルーム。マルクを含めて六人の男女が撞球ビリヤードに興じていた。


　白髪の少女──カナメは裁縫師。侍女も兼かねているため、エルミナの着き替がえなども引き受けている。


「伯爵も〈フォル・ウォレ〉に食べられてお終しまいですよ」


「そういった怪談には、魔ま物ものから逃げる方法も用意されてるものだろう？」


　ゆるみきった声でそう言ったのは、別の台で打ち合っていた年ねん齢れい不ふ詳しようの青年──ドミニクだった。家令という立場にあり、この屋敷で庭師のアーロンを除けば最年長者である。


「逃とう亡ぼう。夜明けまで」


　単語メモのような口調で呟いたのは、ドミニクと同じ台で球を打っていた女性──セリアだった。彼女もこの怪談は知っているらしい。マルクに近しい長身。抑よく揚ようのないしゃべり方とは裏腹に激情を表すような赤い髪と藍らん玉ぎよくの瞳ひとみ。屋敷の料理人である。


「くふ。我ならば獲え物ものを朝まで逃がすような真ま似ねはせぬな。夜は長い。この黒の時間を楽しまずにどうする？」


　そう言って強きよう烈れつにカナメを意識するのは、医師兼けん庭師助手のジェノバだった。真っ黒な容姿なのは相変わらずだが、現在風ふ呂ろ上がりらしく化粧メイクはしておらず、服装も寝ね間ま着きの上に上着を羽織った姿である。


「私ならば朝までに斬きり伏ふせるが……？」


　棒キユーをカタナのように構え、相対するだけで身を裂さくような殺気を叩たたきつけるカナメ。ジェノバが見事な黒髪を振ふり払はらい、尊大な態度でテーブルの陰に隠かくれる。


「ふっ……。我は例え話をしているだけさ。気を悪くするでない」


「ひい様、ジェノバの冗じよう談だんでそんなに怒ることはないだろう？」


　ガタガタと震えるジェノバを庇かばって、どこからともなく声が聞こえた。


　カナメも含めてマルクたち四人がキョロキョロと部屋を見回すと、ジェノバがいる撞球ビリヤード台の側に東洋人の青年の姿があった。


　ヒョロリと長い手足に派手な青のお仕着せ。目立つ格好をしているはずなのだがどうにも印象に残りにくい容姿。従僕のオウマである。


「オウマ……？　おんし、いつからそこにいたのじゃ？」


　カナメの疑問にマルクたちも頷うなずいた。いつから彼がそこにいたのか、まったく知覚できなかった。


「え？　いつからって、俺、最初からここにいたじゃないか。ずっとジェノバと打ってたんだし……」


　そういえば、確かにジェノバも打ち合う相手がいなければ、カナメの側に寄ってきていただろう。


　夕食後はこの六人で集まって撞球ビリヤードなどをするのが日課になっているのだが、どういうわけか毎回いつオウマが現れるのかまったく分からない。現れない日もあるのだが、そちらもただ単にマルクたちが最後まで気づかなかっただけという可能性も無視できない。


　それにしても、ドミニクでさえ気づけない存在感の薄うすさはどういうことだろう。傷付いた顔をするオウマを余よ所そに、ドミニクはフニャリとゆるんだ顔で頷いた。


「しかしエルミナお嬢じよう様さまが怖い話が苦手とは、僕も知らなかったな。ときおり怪奇小説にも手を出してるから、てっきりその手の話は読み飽あきてるんだと思ってたよ」


「私もそう思ったのですがね。……あ、このことは黙だまっておいてくださいよ？」


　うっかり主あるじの醜しゆう態たいを暴ばく露ろしてしまったことに、マルクは今ごろ気づいた。


　フニャリとゆるみきった笑みを浮かべ続けるドミニクに、一いち抹まつの不安を感じていると、カナメが怪け訝げんそうな声を漏もらす。


「あやつも人だということであろ。それより、なにゆえアイシャがそのような話で怯えるのじゃ？　あやつは契けい約やく者しやであろ」


「亡ぼう霊れい。不可視。灰化不能」


「ああ、それでか」


　セリアの言葉にカナメも納なつ得とくしたらしい。


　アイシャの能力は瞳に映るものを〝灰〟へ変える。圧あつ倒とう的てきな能力だが、それだけに能力が通じないものが怖いらしい。


「カナメ。あなたは幽ゆう霊れいが怖かったりはしないのですか？」


　カナメも契約者とはいえ、年とし頃ごろの娘むすめである。幽霊を怖がるような愛嬌があっても良いのではないだろうか。


　そう期待してマルクが問いかけると、カナメが狙ねらった球が穴ポケツトを逸それて跳はね返った。


「……まあ、私自身が幽霊のようなものであったからの」


「あ……、申し訳ありません。失言でした」


　カナメは、この屋敷に来るまで〝実体〟という対価を支し払はらったがため、幽霊のような体だった。そのカナメに幽霊は怖くないかと訊きくのは無神経だろう。


　カナメはプイッと顔を背そむけると、セリアへ視線を向ける。


「そういえば、アーロンはいつも一人でなにをしておるのじゃ？」


　アイシャはエルミナと勉強中。それ以外の使用人でこの場にいないのは、セリアの父アーロンだけである。温厚な人物で、馴なれ合いを嫌きらう性格でもないはずなのだが、この時間はいつも一人のはずである。


　セリアは呆あきれたようなため息。


「庭園散策」


「この時間にですか？」


「是ぜ。昼夜。景色一変」


「ああ。夜の森はまた美しいからな。我もときおり庭に出ることがあるさ」


　仮面仲間ゆえか──アーロンもジェノバも普段仮面をつけている──ジェノバは深い理解を示していた。


　ともかく、昼と夜では庭も顔が変わるらしい。月を背中に庭を徘はい徊かいする巨きよ漢かんの姿を思い描えがいて、マルクは〈フォル・ウォレ〉はそんな姿だったのかもしれないと連想した。


　そう考えながらもマルクは棒キユーを構え、狙った球を穴ポケツトへたたき込む。


　カコン──と、小気味の良い音が響ひびき、勝負が決した。


「私の勝ちです。これで二つ勝ち越こしですね」


「あ──！　またぬか。今のはおんしのせいで手元が狂くるったのじゃ。無効であろ」


「これはおかしなことを言いますね。実戦であなたはそのようなことを仰おつしやるでしょうか」


　カナメは腹立たしそうに瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうを細めながらも、反論できない。マルクがそれを満足そうに眺めていると、ドミニクが凜りんとした声で囁ささやいた。


「それではこちらも勝負がついたところだ。対戦相手を交代してはどうだろうか？」


　そこにいたのは普段の人じん畜ちく無む害がいなドミニクではなく、騎き士しのごとく凜り々りしく引き締しまった顔立ちをした家令だった。


　よくもまあ、これだけ顔がコロコロ変わるものだと呆あつ気けにとられながらも、マルクは苦笑を返した。


「それでは、私とドミニクさんが交代しましょうか」


　どこまで本気なのかは分からないが、ドミニクはカナメに対して、好意的な姿勢を見せている。ここは上司の顔を立てておくべきだろう。


　カナメは納得がいかないようにマルクを見送りながら、ドミニクと対たい峙じする。


「ふん。賭かけ金きんはあやつと同じで良いのか？」


　カナメのそのひと言で、ドミニクはピクリと眉まゆを揺ゆらした。


「うん。やはり、セリアさんと代わってもらおう。僕がマルドゥーク君とやるよ」


　ビッと切っ先をマルクへ向け、あたかも騎士が剣けんを構えるかのごとく棒キユーを向けるドミニク。マルクの頰ほおに汗あせが一筋伝う。


「あ、あの、ドミニクさん……？　これはゲームです。分かっていますよね」


「問題ないよ。これが真しん剣けん勝負だということくらい理解している」


　──ちっとも理解していないではありませんか……！


　心の中で悲鳴を上げるマルクをよそに、ジェノバがカナメにすり寄っていた。


「ならばカナメ嬢じよう。我と手合わせ願おうか。我が勝ったならば今こ宵よいこそ我のものになってもらうぞ！」


「……構わぬが、私が勝った場合、半径十シク以内に近づくことを禁じさせてもらう」


　カナメは、本気だった。命を賭かけた言葉に、ジェノバが震ふるえ上がる。


「あの、ドミニクさん、真剣勝負ならば、あちらをなんとかした方が良いように思いませんか？」


「大だい丈じよう夫ぶ。カナメさんは決して負けない。だから僕も僕の戦いをする」


　こうして、マルクは今日もまた散財していった。
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　深夜。陽ひの光から解き放たれた影かげの世界。


　マルクの影は、陽の光という制約から解き放たれ、屋や敷しきを覆おおい尽つくすほどに膨ふくれあがる。その膨れあがった影に不ふ穏おんな気配が触ふれて、マルクはふと目を覚ました。




[image: ]


　別に監かん視しをしているわけではないのだが、肥大化した能力は意識せずとも勝手に周囲を覆ってしまうのだ。


　──誰だれか、出歩いていますね……？


　使用人は早朝から仕事があるため、夜寝付くのも早い。すでに全員就しゆう寝しんしている時刻である。その深夜に、地下を徘徊する気配があった。


　なかなか見事な気配の断たち方かたである。足音はもちろん、息づかいや衣きぬ擦ずれの音までも完かん璧ぺきに殺されている。マルクとて自分の影に触れられなければ、気づけなかっただろう。


　ベッドの中からその気配を追いかけ──やがて、それがセリアらしいと気づいた。


　──……手洗いでしょうかね。


　寝ぼけた頭で思いついたのはそれだった。セリアが向かっているのは厨ちゆう房ぼう──水場の方角である。


　同どう僚りようを監視するのも気が引けるので、マルクは意識からセリアの存在を切り離はなす。続けて、勝手に歩き回る〈クフ・リーン〉──自分の意志と無関係に発動するこの現象をマルクは夜遊びと呼んでいる──を呼よび戻もどし、再び睡すい魔まに身を任せる。


　そうして、夢と現実の境をフラフラと彷徨さまよっていると、今度は──


　リン──澄すんだ銀の音色が、屋敷に響いた。


「呼び鈴りん……ですか？」


　再び安あん眠みんを妨さまたげられ、マルクは迷めい惑わくそうに呟つぶやく。それが主からの呼び出しであったことに気づき、仕方なさそうにベッドから這はい出す。


　──エルミナの側にはカナメがいるはずですがね……。


　夜間の用事は、男であるマルクよりも同性であるカナメの方が向いていることが多い。マルクまで呼び出されることはまずないとは思うのだが、念のために、枕まくら元もとから丸メガネをとり、寝ね間ま着きの上から燕えん尾び服ふくを羽織る。


　そうして準備をしていると、廊ろう下かに再び人の気配がした。特に足音を忍しのばせようともしないそれは、アイシャに思えた。


　マルクは燕尾服の裾すそを正すと、扉とびらをそっと手前に引く。


「アイシャ……ですか？」


　廊下の向こうから歩いてきたのは、やはりクーランの少女だった。この時間帯ゆえ髪かみも下ろしており、服装もクーランの衣い装しようなのか、いくつもの紐ひもがついた不思議な衣装である。


　少女はマルクに気づくと、不安そうな顔を上げた。暗いせいか、あるいは髪かみ型がたが違ちがうせいか、普ふ段だんとはどこか印象が違って見えた。寝ぼけているマルクは、それを夜だからだろうと考えた。


「今、鈴の音がしたような気がしたんですけど……」


「ええ。私も聞きました」


「こんな夜中にどうしたんでしょうか？」


「カナメがいますからね。問題ないとは思いますが、一応様子を確かめにいきましょうか」


　マルクがそう言うと、少女も小さく頷うなずいた。暗がりで表情などはよく見えないが、心配そうではある。マルクは安心させるため、その頭にポンポンと手を載のせてやった。


　夜の屋敷は小さな物音もよく響く。ランタンなどを落として割ったわけではないだろうが、人手が必要な場合も考えられる。二人は、エルミナの寝しん室しつへ足を向けた。





　夜の階段はひっそりと静まり返っており、足音一つとっても大きく響いた。


「ちょ、ちょっと待ってください。歩くのが速いです」


　慌あわてたようにマルクの手にしがみついてくる。先ほどもただの怪かい談だんで面おも白しろいほど怯おびえていたし、夜の闇やみはこの少女には相当恐おそろしいものらしい。


「あの、へ、変なこと訊きますけど、さっきも、誰か廊下を通ってませんでした？」


「おや……。よく気づきましたね。セリアさんですよ」


　セリアの気配の消し方は見事だった。あれに気づくとは、やはりこの娘もただの人間ではない。


「いえ。ちょっと眠れなかったから、気づいちゃっただけです」


　どうやら、マルクが話した怪談が怖こわくて眠れなくなってしまったらしい。マルクはなにやら悪いことをしたような気分になり、再び少女の頭にポンポンと手を載せた。


「あれは子供の夜遊びを窘たしなめるための作り話ですよ。これだけ契けい約やく者しやの集まった屋敷に忍び込めるようなものは存在しません」


　そう慰なぐさめても、少女の不安顔は晴れることはなかった。


「……〝〈フォル・ウォレ〉の呪のろい〟のお話は、あたしも知ってます。あの話、続きがあるのは知ってますよね？」


「続き？　伯はく爵しやくが消えてお終いでしょう？」


　そう訊くと、少女はプルプルと首を横に振ふった。


「違うんです。〈フォル・ウォレ〉はガーウェン伯爵を殺しただけじゃ気が済まなかったんです。自分を祀まつる氏族たちが皆みな殺ごろしにされちゃったんですから……」


　自分の知らない続きがあったことに、マルクは僅わずかながら驚おどろいた。


「だから〈フォル・ウォレ〉は自分のことを話す人間のところに這い寄よるんです。あのお話は、最後まで語っちゃいけないんです」


　自分が話した怪談よりもよっぽど説得力のある逸いつ話わを語る、恐こわがりの少女。マルクはいつの間にかずり落ちていた丸メガネを押し上げ、諭さとすような笑えみを投げかける。


「それもただの怪談ですよ。怖がることではありません」


　そう慰めると、少女は琥こ珀はく色いろの双眸を向けてきた。


「……〈フォル・ウォレ〉は、クーランに祀られてたんですよ？」


　そのひと言に、マルクは思わず足を止めてしまった。





　クーラン──大陸先住民クーランである彼らは精せい霊れいを信しん仰こうし、開かい拓たく民みんが持ち得ない力を持っていた。しかしその力を争いに使うことを良しとしなかった彼らは、開拓民から虐ぎやく殺さつされるという末路を辿たどった。そして己おのれを祀る氏族を失った精霊たちは、自らの〈器うつわ〉を失い、彷徨さまようようになったのだ。


　それゆえ、この大陸には数多くの契約者が存在する。契約者とは、その精霊たちと契約を結んだものたちなのだから。





　己の氏族を失っても名前だけが一人歩きする精霊〈フォル・ウォレ〉──そう考えると、ただの怪談で済ませるには抵てい抗こうを覚えた。


　じっとりと、胸の奥に不安がにじみ出してくる。マルクはそれを振り払はらうように頭を振った。


「ナンセンスですよ。それが契約者であってくれるならば、むしろ私でもあなたでも対処できます。あなたの瞳ひとみに映るものは、あなたから逃のがれられない。そうでしょう？」


「でも、今は夜です……」


　マルクとは対照的に、陽の光が失われる夜には、アイシャの能力は劇的に減退する。不安がるのも無理はない。


「夜なら私の能力は制限が外れます。仮に私の能力をかいくぐれたとしても、カナメの領域を超こえられるものは存在しませんよ」


　そう言って微笑ほほえみかけると、少女もようやく安心したらしい。頼たよりないが、それでも笑い返してくれた。





　やがて二階へたどり着き、二人はエルミナの寝室の前に立った。片方だけの翼つばさを模かたどった紋もん章しようが刻み込まれている。マルクはその扉を静かに二度叩たたいた。


　入るよう返事が返ってきたので、マルクは丁てい寧ねいに腰こしを折って扉を開ける。


「夜よ更ふけに失礼いたします。お呼びでございましょうか？」


　顔を上げると、エルミナはベッドに腰こし掛かけ、不安そうに掛かけ布ふを握にぎりしめていた。特になにかが乱れている様子もない。


　部屋をグルリと見み渡わたして、そこにいるだろうと思っていたカナメの姿がないことに、マルクは首を傾かしげた。


「カナメは……呼び出しに応じなかったのですか？」


　エルミナは首を横に振る。


「……カナメの部屋で妙みような物音がした。見てきてもらいたい」


　二人は顔を見合わせ、それからマルクは頷いた。


「私が見てきましょう。アイシャ。あなたはエルミナの側についていてください」


　そう言うと、エルミナは何故か不思議そうに首を傾げた。


　表情のないエルミナから、その真意を測るのは容易なことではない。マルクはひとまず頼たのまれた通りカナメの寝室の扉を叩く。


　扉は──なんの手て応ごたえもなく、簡単に開いてしまった。


「カナメ……？」


　そこに、白髪の少女の姿はなかった。僅かに乱れたベッド。大きく開け放たれた窓。真っ白なカーテンが風に揺ゆれるが、そこに人の気配は存在しない。


　マルクは周囲を警けい戒かいしつつも窓の側へ駆かけ寄る。星明かりに照らされた窓の向こうに、人の気配は存在しなかった。


　──どこへ行ったのです……？


　にわかに嫌いやな焦しよう燥そう感かん。先ほどアイシャから聞いた怪談が胸中を過よぎる。


　──〈フォル・ウォレ〉は自分のことを話す人間のところに這い寄るんです──


　マルクは、その言葉を振り払うように頭を振った。そして窓辺に光るものに気づいた。


「これは……、カナメの？」


　カーテンの陰かげで初めは分からなかったが、そこに残されていたのは一ひと振ふりのナイフだった。モルドレットという銘めいで、愛刀を失ったカナメが持ち歩いているものだ。


　ナイフは抜ぬき身みで、そこに血液のようなものは付着していなかった。


　──馬ば鹿かな……。カナメほどの契約者が、なんの反はん撃げきもできずに後おくれを取ったというのですか……！


　カナメは屋や敷しきの中でもずば抜けて強力な契約者である。彼女が刃は物ものを抜いたということは、その必要がある〝なにか〟がいたということである。そしてそのカナメが自分の得物を取り落とすなど考えられない出来事である。


　カナメが特に争った形けい跡せきもなく、得物を落として姿を消した。


　──争った形跡もなく──


　自分が話した怪談との、嫌な符ふ合ごう点。マルクは戸と惑まどいを振り払うように頭を振ると、夜中ではあるが声を張り上げた。


「ジェノバ！　おいでなさい、カナメがあなたを必要としています！」


　屋敷に、地じ震しんのような地鳴りが響ひびいた。そしてカタカタとテーブルの上でカナメのナイフが揺れる。





「──心得たぞカナメ嬢じよう！」





　部屋に黒い少女が飛び込んできた。呼びかけから十秒と経たっていないというのに。


　マルクが一歩脇わきに避よけると、少女はそのままなんの迷いもなくベッドへと突とつ撃げきした。


「……む？　カナメ嬢はどこだ？　どこにいったのだ？　貴公が己おのれの気持ちに気づいたというのに、なにが我と貴公の間を隔へだてるというのだ──むぎゃ？」


　手に取ったものが砂の器だったかのように狼狽うろたえるジェノバ。とりあえずマルクは殴なぐって落ち着かせる。


「落ち着きなさい。あなたを呼んだのは私です」


「貴公が再び黒に目覚めたのは嬉うれしく思うが、我はすでに身も心もカナメ嬢のものさ」


　……まだ、正気に戻もどっていないようである。マルクがカナメのナイフを拾い上げると、ジェノバはビクリと身を震ふるわせた。


「ふっ……。落ち着くが良い。我も少しはしゃぎすぎたやもしれぬ。なにも刃物を手に取る必要はないさ」


「いえ、このナイフの──カナメのにおいを追っていただきたいのですって……」


「どういうことだ？」


「カナメが姿を消しました。なにか面めん倒どうに巻き込まれているかもしれません。私の能力ではカナメを捜さがし出せません。あなたの能力で捜していただきたい」


「貴公はどうするのだ？」


「賊ぞくが侵しん入にゆうしているならば、狙ねらいはエルミナでしょう。守りが必要です」


　マルクがそう答えると、ジェノバも納なつ得とくしたらしい。ナイフのにおい……ではなく、ベッドに飛び込んでカナメの残のこり香がを貪むさぼる。


　獣けものじみた素行にマルクが頭痛を覚えていると、ジェノバはようやくベッドから離はなれた。満ち足りた表情をしているように見えるのは気のせいだろう。


「では、追つい跡せきしよう。待っているが良いカナメ嬢。今こ宵よいこそは我のものに！」


　ジェノバが窓から飛び出すのを見送って、マルクは呻うめくように呟つぶやいた。


「カナメ……」


　カナメにまさかのことはないとは思う。思うが、ジェノバならそのまさかのときにも手当てができる。


　──無事でいてくださいよ……。


　相棒に憂ゆう慮りよの念を送って、マルクもエルミナの寝しん室しつへ足を向けた。





　寝室に戻ると、部屋の前でアイシャがオロオロした様子で立ちつくしていた。


「あ、マ、マルクさん。なにか、あったんですか？」


　どうやら心配して様子を見に来たらしい。エルミナは先ほどと同じ場所で俯うつむいたまま座っている。


　マルクがアイシャとともに部屋に戻ると、エルミナが表情のない眼まな差ざしを向けてくる。


「……カナメは？」


「いません」


　マルクは首を横に振り、カナメのナイフを取り出す。


「争った形跡はありませんでしたが、これを抜いたということは賊でも発見して追いかけているのかも知れません。ひとまずジェノバを追跡に向かわせました」


　そう答えたものの、カナメが賊を追っている可能性は限りなく低いだろう。そんな事態が起きたのなら、カナメは間ま違ちがいなく他の使用人たちに分かるよう行動したはずだ。


　そもそも、エルミナの目を盗ぬすんでこの蜃しん気き楼ろうの屋敷に忍しのび込むこと自体が、ありえない事態である。この屋敷はエルミナの許可なきものの目には映ることもなく、たどり着くこともできないのだから。


　さすがにエルミナも不安になったらしい。スカートの裾すそを握りしめ、俯いてしまう。


「走りなさい──〈クフ・リーン〉」


　マルクの足あし下もとから伸のびる〝影かげ〟が屋敷中へ、そして屋敷の外へと広がっていく。


　──カナメだけでなく、セリアさんもいない？


　広がった影は、エルミナやアイシャ、ドミニクの存在は感じ取れても、カナメやセリアの気配は捕つかまえることはできなかった。最低でも、屋敷の側に彼女たちはいない。


　──二人ともやられたというのですか？


　マルクの影は動くもの──心音や呼吸など、最低限の生命活動を行うものが触ふれれば、存在を認にん識しきできる。しかし、生命活動の停止した死体は〝もの〟としてしか感知できない。


　カナメとセリアがすでに死んでいる──マルクはその可能性を必死で頭から追い出す。それから、ドミニクが玄げん関かんホールへ上がってきたことを感じ取った。


　マルクはエルミナの側に跪ひざまずくと、毅き然ぜんとして語りかけた。


「お嬢様。どうやら何事か問題が起こったようです。ドミニクさんが玄関ホールにきています。そちらへ降りましょう」





　玄関ホールに降りると、ドミニクがいつも通りのゆるんだ表情で佇たたずんでいた。


「ドミニクさん。カナメとセリアさんがいなくなりました」


　カナメの名前を聞くと、開いているのかいないのかよく分からないドミニクの双そう眸ぼうがカッと開かれる。


「詳くわしく聞こう」


　詳しくとは言っても、マルクとて夜中にセリアが部屋から抜け出したこと、続けてカナメが姿を消したこと、そして屋敷内に彼女たちの存在が認識できないことくらいしか分かっていないのだが……。


　ジェノバを追跡に向かわせたことも含ふくめて説明すると、ドミニクは普ふ段だんのゆるみきった気配も影を潜ひそめ、深刻そうに頷うなずいた。


「マルドゥーク君。君の能力で敷しき地ち内全すべての探たん索さくは可能かい？」


「括くくることはできます。ですが、探索は無理です。範はん囲いを拡大すると、なんと申しましょうか、影の注意力のようなものが散さん漫まんになるのです。一室内程度に限定すれば、より詳しく調べられますが」


　ドミニクは沈ちん痛つうそうなため息を漏もらした。


「分かった。それじゃあ、君はエルミナお嬢様の隣となりにいてあげてくれ。僕とアイシャで二人を捜す」


「あ、あたしもですか？」


「夜でも目に映るものなら灰にできるだろう」


　ドミニクは人の身でありながら、契けい約やく者しやを圧あつ倒とうするような技量の持ち主である。彼がアイシャの舵かじを取るならば、そこに牙きばを突つき立てられるものなどそうはいない。


　そしてマルクならば何者に忍び寄よられようとも、事前にそれを察知できる。エルミナを守るならば、マルクの方が向いているのだ。


　いつになく真しん剣けんなドミニクは頼もしいのだが、それでもマルクの胸中には言いしれぬ不安が広がっていた。


「ドミニクさん。アイシャ。気をつけてください」


　ドミニクは力強く頷き、アイシャは不安そうにマルクに視線を送りながらもドミニクについていった。
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　厨ちゆう房ぼう。本来ならば、使用人の生活区であるこの場所に、主あるじであるエルミナを招き入れるのは禁制タブーである。しかしエルミナはマルクが屋敷に勤め始めて日が浅いころ、地下に降りてきているし、なにより寝室では紅茶が用意できない。


　それゆえ、厨房に降りてきていた。湯を沸わかし、紅茶を注つぐとエルミナの前へ差し出す。


「……争った形跡は、なかったのだね」


　紅茶にも手をつけないまま、確かめるような、エルミナの呟き。マルクは僅わずかに表情を強こわ張ばらせながらも、微笑を投げかける。


「ええ。カナメは外に不ふ審しん者しやを見つけたのかもしれませんね。外にいるならば、私の能力でも見つけるのが難しいですから」


　手当たり次し第だい括ることはできるが、もしもカナメが敵と交戦中ならば、彼女を窮きゆう地ちに立たせてしまう可能性もある。


　マルクの返答に、エルミナはようやく顔を上げた。マルクを見上げる翠すい玉ぎよくの瞳ひとみは、いつもの焦しよう点てんの定まらないものではなく、不安そうに揺ゆれていた。


「……最初にいなくなったのは、セリアなのだね？」


「エルミナ」


　エルミナの言わんとしていることを遮さえぎるように、マルクは強い口調で名前を呼んだ。


「ただの、偶ぐう然ぜんでございます」


　マルクが話した怪かい談だんでは、最初にいなくなったのは料理人なのである。この屋や敷しきの料理人はセリアである。それに加え、次に消えるのは屋根裏に住まう使用人たちであり、この屋敷で階上に住まう使用人はカナメだけである。


　重なる符ふ合ごう点が、不安と苛いら立だちをかき立てる。マルクでさえそうなのだから、怪談を怖こわがるエルミナはそれどころではないだろう。


　マルクは、エルミナを安心させるように微笑を浮うかべる。


「エルミナも、怖いものがあるのですね」


　そう言うと、さすがにエルミナも憤ふん慨がいしたように翠玉の双眸を細める。


「……冗じよう談だんを言っている場合ではないであろう」


「怪談など、ただの冗談でございます。エルミナが気にかけるような話ではありません」


　マルクがそう言うと、エルミナは驚おどろいたように翠玉の瞳を揺らし、それから小さく息をついてカップを手に取る。


「……昔、ドミニクや父たちが外がい泊はくしたときがあった」


　珍めずらしく自分の昔を語るエルミナに、マルクは目を丸くしながらも黙だまって耳を傾かたむける。


「……私は、体調を崩くずしていて屋敷に残っていた。他の使用人たちは、私が呼ばなければ来ないようなものたちだった。……嵐あらしの晩でね。雷かみなりが鳴るたびに震えていた」


　本来、使用人は主の前に姿を見せないものである。下位の使用人ならば、主に出くわしたら背中を向け、極力気配を消さなければならないという。当然、主と親しくなろうはずもない。


「……あのとき、私は熱を出していた。だからあれが夢か現実だったのかは分からない。ただ……私は、見たのだ」


　マルクを見上げるその瞳はなにを思っているのか、契約者の暗い翳かげを揺らしていた。


「なにを、見たのでございますか……？」


　マルクが問いかけると、エルミナは意を決したように口を開いた。


「……冷たい顔で私を見つめる、私と同じ顔をした娘──エミリオではない、どちらかというと、今の私自身のような娘だった」


　どうやら、それがエルミナが幽ゆう霊れいを恐おそれる理由らしい。


「……私は思うのだ。あれは〈アルス・マグナ〉だったのではないだろうかと」


〈アルス・マグナ〉──エルミナが所持する契約者を超ちよう越えつした異能を振ふるう精せい霊れい。この屋敷を蜃気楼の屋敷たらしめているのも、〈アルス・マグナ〉の力である。そして、エルミナはその力を怖いと感じていることを、マルクは知っていた。


　図はからずも、エルミナの悩なやみの一いつ端たんに触れてしまったらしい。マルクは戸と惑まどいながらも、カップを握にぎったままのエルミナの手へ、そっと自分の手を重ねる。


「大だい丈じよう夫ぶでございますよ。ここでは、あなたは独ひとりではありません。私は無力かも知れません。ですが、あなたが必要としてくれる限り、私は必ずあなたの隣にいます」


　それがマルクがこの屋敷に留とどまった理由なのだ。いかなる契約者でも〈アルス・マグナ〉の前には無力でしかない。それでも、隣にいることはできる。だからマルクはエルミナの隣を選んだのだ。


　エルミナは驚いたように瞬まばたきをし、それから恥はじらったように顔を背そむけた。


「……アーロンは、どうしているのだろうか」


「探さぐってみましょうか？」


「……できるのかね」


「この部屋を警けい戒かいしながらでも、門番小屋一いつ箇か所しよくらいならば探れます」


　そう答えて、マルクは影に囁ささやきかける。


　屋敷の中にばかり気を取られていて気づかなかったが、外からの侵しん入にゆう者しやならばアーロンが気づかぬはずはない。彼と接せつ触しよくできれば、侵入者の正体を探ることもできるのではないだろうか？


　そう考えて探っているのだが……門番小屋にアーロンの気配はなかった。ある程度それも予想していたが、本当にいないとなるとマルクの表情からも余よ裕ゆうが消えた。


　──アーロンまでもが、やられたというのですか……。


　それはエルミナからも見えたのだろう。心細そうに燕えん尾び服ふくの裾を摑つかんできた。


「……いないのかね」


「申し訳ございません。見つけられません」


　エルミナは気落ちしたように俯うつむく。マルクはそっと燕尾服を握るエルミナの手に、自分の手を重ねた。


　そして、エルミナを励はげまそうと口を開いたときだった──





『──ドミニクさんっ！』





　甲かん高だかい、悲鳴のような声が夜の屋敷に響ひびき渡わたった。


　エルミナが蒼そう白はくな顔で息を呑のみ、マルクはとっさに影に意識を傾ける。


　──どこですか……！


　悲鳴の主ぬしはアイシャだったようだが、あちこちに反はん響きようして位置を割り出すのが難しい。マルクが影を探っていると、玄関に動く気配を発見できた。


「いました。玄関ホールです。まだ二人とも無事のようで──っ？」


「……どうしたのかね」


「外へ出ました。追い切れません」


　気配は二つあったのだが、あの二人は足が速い。屋敷の外に出てしまい、知覚できなくなってしまった。


　──追いかけているのですか？　それとも連れ去られたのでしょうか……。


　いずれにせよ、マルクに確認できたのは気配が二つというだけで、それが本当にアイシャとドミニクだったのか、それとも侵入者だったのか、区別がつかなかった。マルクの影かげはそこまで万ばん能のうではないのだ。


　──追うべきですか？　ですがエルミナを危険に晒さらすわけには……。


　マルクの役割は、あくまでエルミナを守ることである。しかしドミニクたちになにかあったならば、今追いかけなければ取り返しがつかなくなる。


　判断に迷っていると、エルミナが静かに立ち上がった。


「……追いかけるのであろう？」


　さも当然のようにそう言われ、マルクはホッとしたように腰こしを折った。


「お嬢じよう様さまの、仰おおせのままに」
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　玄げん関かんホールへたどり着くと、当然のことではあるが、そこに人ひと影かげはなかった。扉とびらは、開いたままだった。


「争った様子はありませんね……」


　確かめるように呟つぶやくマルク。床ゆかに敷しいた絨じゆう毯たんもまるで乱れている様子はない。もっとも、この静まり返った屋敷内で争ったならば、それだけで屋敷中に響き渡ったはずである。今さら確かめるまでもなかった。


「……マルク」


　マルクが周囲を確かめていると、エルミナが床の一点を指さした。


「これは……ドミニクさんの？」


　そこに落ちていたのは、ドミニクが愛用している万年筆だった。拾い上げると、エルミナがギュッと燕尾服の裾すそを摑んできた。


　目を向けると、その翠玉の瞳は今にも涙なみだしそうなほど濡ぬれていた。


　──残ったのは伯はく爵しやくと執事バトラーだけでした──


　そしてその二人のうち、先に消えるのは執事──その順番でいくならば、次に消えるのはマルクである。エルミナが不安がるのも無理はない。


　しかしマルク自身も、もう大丈夫だと言えるほどの余裕がなかった。今、その言葉を口にしても空くう虚きよにしか響かない。


　それでもなにか言おうと口を開き──マルクはその気配に気づいた。


「エルミナ」


　マルクは静かに立ち上がる。玄関の扉の隙すき間まから、淡あわい光の玉が浮ふ遊ゆうしているのが見て取れた。


「捕とらえろ──〈クフ・リーン〉」


　マルクが語りかけると、周囲の影は一いつ斉せいにその濃のう度どを高めるが──


　──捕らえられない……？


　光の玉には、影がないわけではないのだが、ユラユラと炎ほのおのように揺らいでおり、影が括くくりきれなかった。


「いえ、これは……尖晶螢オルネイロですか？」


「……尖晶螢オルネイロ？」


　マルクが思わず声を漏もらすと、エルミナが怪け訝げんそうな声を漏らした。


　中をフラフラと漂ただよっているのは、昆こん虫ちゆうの尖晶螢オルネイロだった。尾おが発光するこの虫は、葉などに止まっているならばともかく、浮遊した状態では光源で影が揺らぎ、括れない。


「……何な故ぜ、このような場所に？」


　エルミナの疑問はもっともだった。


　尖晶螢オルネイロが活動するのは、梅つ雨ゆから初夏にかけての僅わずかな期間である。おまけに繊細デリケートなこの虫は、よほど水が綺き麗れいな川でしか生息できない。


　この付近には干上がった川が一筋流れているだけである。新たに運河が建設されつつあるが、そちらもまだ開通はしていないし、そういった水に生物が棲すみ着くにはしばらくの時間が必要である。


　現在は夏が過ぎた秋である。尖晶螢オルネイロが孵ふ化かする季節ではない上に、生息できるような水場もないはずである。


「このタイミングで出てきた以上、この騒そう動どうに無関係ということはないでしょう」


「……追いかけられるかね」


「ご命令とあらば」


　マルクが丁てい寧ねいに腰を折ると、エルミナは小さく頷うなずいた。


　この尖晶螢オルネイロたちの発生源に、事件の答えがある。そんな予感に突つき動かされ、マルクとエルミナは夜の庭へ足を踏ふみ入れた。





「意外に、たくさんいますね」


　マルクが歩くと、尖晶螢オルネイロたちは次し第だいにその数を増していっていた。


　生息地に近づけば、飛とび交かう尖晶螢オルネイロの数も増えるはずである。そう考えて足を進めたのだが、ヒラヒラ舞まう尖晶螢オルネイロは一いつ匹ぴきや二匹ではない。すでに二桁けたへ突とつ入にゆうしている。


　尖晶螢オルネイロたちの姿に、エルミナも不安が紛まぎれたらしい。燕尾服の裾は握ったままだが、興味深そうに周囲へ視線を向けている。
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「……初めて見た」


「え？」


「……尖晶螢オルネイロ」


　そう呟くと、エルミナは言ったことを後こう悔かいしたように俯いた。


　どうやら、使用人たちが行方ゆくえ不明のこのときに、そんなことを呟いてしまったことを恥じているらしい。マルクはそっと微笑ほほえみかける。


「この尖晶螢オルネイロがカナメたちの行方不明の原因ならば、彼女たちは無事でしょう」


「……何故？」


「悪意があるなら、すでに私たちは攻こう撃げきを受けています」


　マルクとエルミナを取り囲むように飛び交う尖晶螢オルネイロたち。彼らが悪意あるものならば、襲おそうには十分すぎる間合いである。


　庭には道はあるものの、尖晶螢オルネイロたちの行方は密集する木々の向こうである。道らしいものも途と絶だえている。マルクは木々の枝を押しのけ、エルミナのための道を切り開いていく。


　そうして木々の合間を進んでいくと──不意に、視界が開けた。


「……あ」


　思わず溢あふれたようなその声は、エルミナのものだった。


　そこには、小さな泉があった。小さいとはいえ、民家一いつ軒けん程度ならばすっぽり収まりそうな大きさである。その泉に、無数の尖晶螢オルネイロが舞い踊おどっていた。


「こんなところに……」


　この広大な敷しき地ち内に泉があるとは、マルクも今まで知らなかった。マルクが呆ぼう然ぜんとして呟くと、なにかがグイグイと燕尾服を引っ張った。エルミナではない。その反対側である。


　振ふり返ると──


「……なにを、やっているのです？」


　木の陰かげにしゃがみ込んだアイシャとドミニクの姿があった。


「ご、ごめんなさい。尖晶螢オルネイロを追いかけてきたら、ついつい見み惚とれちゃって」


「いやでも、こんなたくさんの尖晶螢オルネイロ、今でなければ絶対に見られないよ」


　真しん剣けんな表情で呟くドミニク。マルクは軽い頭痛を感じて頭を抱かかえた。


　──カナメたちを捜さがしに行ったのではなかったのですか……！


　マルクがそれを言おうとすると──


（たわけ。うるさいぞおんしら。尖晶螢オルネイロが逃げるであろ）


　アイシャたちの向こうへ視線を向けると、そこにはやはり木の陰にしゃがみ込むカナメとセリア、そして大きな人影があった。カナメのすぐ側に、倒たおれているジェノバの姿もある。どうやらカナメを押おし倒そうとして、返り討ちにあったらしい。


「うぬ。結局、全員起こしてしまったようであるな」


　そう言ったのはセリアの向こうにしゃがみ込んだ──それでも立っているマルクと同じくらいの大きさがある巨きよ漢かん──アーロンだった。その顔は、夜だというにも拘かかわらずフクロウの仮面で覆おおわれている。……いや、むしろ夜だからフクロウなのだろうか？


「何事です？　これは」


　全員無事のようである。マルクが呆あきれたように呟くと、アーロンが申し訳なさそうに頭をかいた。


「いやなに。我わが輩はい、今こ宵よい、ここに尖晶螢オルネイロが棲み着いているのを見つけたのである。それでセリアにも見せてやろうと呼びに行ったのであるがな……」


　そう言ってセリアとカナメに顔を向ける。


　なるほど。最初にマルクが感知したセリアは、アーロンに呼び出されて部屋から抜ぬけ出したところだったらしい。アーロンは外から呼びかけたのだろう。マルクの影は外までは覆っていなかったので気づけなかった。


「こんな夜中にウロウロしていれば、誰だれでも気づくであろ」


　自分は悪くないとでもいうような口調で言ったのはカナメである。彼女の部屋は二階である。屋や敷しきから抜け出したセリアとアーロンを見つけたのだろう。


「カナメ。あなた、ナイフを落としていましたよ？」


　そもそもカナメの部屋に抜き身のナイフが置いてあったから、マルクは非常事態だと考えたのである。


　咎とがめるようにそう訊きくと、カナメは瑠璃猫ドミニトンの双そう眸ぼうを細めた。


「賊ぞくだと思って抜いたのじゃ。それでこやつらが、刃は物ものなど持ってくるなと言うからじゃな……」


「飛び降り。刃物所持。危険」


　刃物を持って飛び降りられたら危ないから置いてこいと言われたらしい。それならばきちんと鞘さやに収めてほしいものである。


「まあ、刃物があったならば、こやつを斬きり捨てていたやもしれぬがの……」


　そう言って、カナメは自分の足あし下もとに転がる黒い少女を見下ろす。ジェノバは同性愛者であり、カナメに求愛している。


「カナメ嬢……むふはは」


　夢の中でカナメとの続きに勤しんでいるのか、幸せそうな寝ね顔がおだった。それを見てカナメが身み震ぶるいする。彼女にそちらの気はないため、拒きよ絶ぜつ反応が凄すさまじい。


　マルクはため息を漏らしつつも、ドミニクの万年筆を預かったままだと思い出した。


「しかし、何故ドミニクさんまで万年筆を落としていったのです？」


　そう言って万年筆を差し出すと、ドミニクは困ったようにフニャリと笑った。


「いやあ、アイシャがいきなり大きな声を出すから驚おどろいちゃってね。探そうと思ったんだけど暗いし、そうこうしてる間にアイシャは飛び出していっちゃうし」


「だ、だって……尖晶螢オルネイロですよ？　す、凄すごいじゃないですか」


　どうやら、マルクが悲鳴だと思ったのはアイシャの歓かん声せいだったらしい。


「まったく……。それでは、みんな尖晶螢オルネイロに惹ひかれて出てきたのですか？」


　使用人全員が気まずそうに視線を逸そらしたことにマルクは嘆たん息そく。それからエルミナが呆然としていることに気づき、丁寧に腰こしを折る。


「お騒さわがせいたしました。どうやら全員尖晶螢オルネイロが見たかっただけのようでございます」


　エルミナは幽かすかに口元を緩ゆるめると、泉に飛び交う尖晶螢オルネイロの群れへ両手を差さし伸のべる。尖晶螢オルネイロの一匹が、命じられたかのようにエルミナの手の平へ舞い降おりた。


「……美しいものだね」


　手の中の尖晶螢オルネイロを見つめ、エルミナは満足そうに呟つぶやいた。その体には、すでに何匹もの尖晶螢オルネイロがまとわりついており、それが夜の泉に映り、幻げん想そう的な光景を創りだしていた。


　そんな主あるじの横顔を見つめ──


「私も、そう思いますよ」


　マルクもこっそりそう呟いた。
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　やがて東の空が白み始め、マルクたちは一晩中尖晶螢オルネイロを眺ながめていたことに愕がく然ぜんとした。


　──今日も、仕事はいつも通りあるのですがね……。


　自分自身に呆れながらも、マルクはそう悪い気分ではなかった。


「た、大変です！　もう朝です。どうしよう。結局あたし、寝ねてません……」


「まあ、尖晶螢オルネイロが見られたから良いのではありませんか？」


　他ひ人と事ごとのようにそう言うと、アイシャはしょんぼりと肩かたを落とす。その姿を見て──マルクは首を傾かしげた。


「おや？　アイシャ。あなたはいつの間に着き替がえたのです？」


　アイシャの寝ね間ま着きは白を基調に赤い模様が入ったもので、夜中に見かけた民族衣い装しようのようなものではなかった。


「え？　あたし、着替えたりしてませんけど……」


「はて？　ドミニクさんは見ましたよね」


「うーん……。気づかなかったなあ。どんな格好をしてたんだい？」


「クーランの民族衣装のような寝間着でしたよ。あちこちに紐ひものついた」


　そう言うと、アイシャもドミニクも怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめた。


「あたし、そんな服、持ってないですけど……」


「僕も、アイシャがそんな服を着てるところは見たことがないな」


　二人から否定され、マルクは戸と惑まどった。ずいぶん印象的な衣装だったのだ。見み間ま違ちがえたようには思えなかった。エルミナならば覚えているはずだが……。


「エ、エルミナ。あなたが鈴すずを鳴らしたとき、私といっしょにきたアイシャは、民族衣装でしたよね……？」


　エルミナは、困こん惑わくしたように首を横に振る。


　そして、マルクがまるで予想しなかったことを口にした。





「……あのとき、君は一人だったはずだ」





　マルクは、しばらくなんと言われたのか分からなかった。かなりの間自分の耳を疑い、それからようやく確かめるように口を開いた。


「あの、エルミナが、カナメの部屋の様子を見てほしいと言った、あのときでございます。アイシャが、隣となりにいたではありませんか」


　エルミナは、困ったように首を横に振る。


「……知らない」


「そんな……」


「あの、マルクさん？　あたし、マルクさんとはいっしょに行ってませんけど……」


「なんですって？」


　今度こそマルクは声を荒あらげた。


「あたし、マルクさんがなにかしゃべりながら上の階に上がっていったから、なにかあったのかと思ってついていったんです。マルクさんといっしょだったわけじゃないです」


　マルクは目め眩まいにも似た感覚を覚え、フラフラと後あと退ずさった。


「ご冗じよう談だん……ですよね？　アイシャ。あなたは私に〈フォル・ウォレ〉の話の続きを語ったではありませんか」


　そう言うと、アイシャは怯おびえたようにドミニクの陰に隠かくれた。


「マ、マルクさん。あ、あたしが幽ゆう霊れい苦手なの知ってるでしょう？　あたしが怖こわい話なんて、できるわけないじゃないですか」


　そう言われてみれば確かにそうである。マルクは、呆然と立ちつくした。


「それでは……、あれは、一体誰だったのです……？」


　マルクのその呟きに答えられるものは、どこにもいなかった。


　──夢でも見たというのですか……？


　マルクが愕然としていると、カナメが慰なぐさめるように訊いてきた。


「それで、おんしが聞いたという怪かい談だんの続きはどういったものだったのじゃ？」


「え……？　あ、ええ。〈フォル・ウォレ〉は伯はく爵しやくを殺しても気が済まず、その話をするものの元に現れるという……」


　そう語って、マルクは自分の頭から血の気が引いていくのを感じた。


　──〈フォル・ウォレ〉は自分のことを話す人間のところに這はい寄よるんです。あのお話は、最後まで語っちゃいけないんです──


　エルミナに話したときは、アイシャが途と中ちゆうで悲鳴を上げたため、最後まで語ることはできなかった。カナメたちに話したときも、途中から省略して語ったため、話としては不完全だった。


　最初から最後まで話したのは、マルク一人だった。





　──あははは──





　絶句したマルクを見つめ、笑い声を上げる人ひと影かげがあった。


　地面ではなく、泉の中央に佇たたずんでいるのは小さな女の子だった。腰まで流れる艶つややかな黒くろ髪かみ。クーラン特有の琥こ珀はく色いろの瞳ひとみに褐かつ色しよくの肌はだ。アイシャと似通った特とく徴ちようは備え持っているものの、似ているとは言い難がたい顔立ち。


　それはマルクが出会った少女であり、この屋敷に存在するはずのない部外者だった。


　やがて少女がクルリと身を翻ひるがえらせると、その体が無数の光の粒つぶになって解ほつれた。


　光の粒は、全すべて尖晶螢オルネイロだった。





　その後、あれだけいたにも拘かかわらず、この泉で尖晶螢オルネイロを見かけることはもうなかった。代わりに、エルミナが幽霊や怪談で怯えることもなくなったという。


　一人歩きする精せい霊れい〈フォル・ウォレ〉は、復ふく讐しゆうではなく、迷い子のために彷徨さまよっているのかもしれない。


　なお、その日からマルクが夜な夜なクーランの少女の夢を見てうなされるようになるのだが、それはまた別の話である。


　ちなみにそのころ屋敷では、夜中からの騒そう動どうにまったく気づかず、そして誰からも気づかれることなく、独り自室でぐっすり寝ていたオウマが目覚め、誰もいない屋敷で孤こ独どくと戦っていたという。
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　気がつくと、エミリオの手を見知らぬ少女が握にぎっていた。


　クーラン特有の琥珀色の瞳に褐色の肌。アイシャによく似た印象を受けるが、違ちがう少女である。あちこちに紐ひも飾かざりのついた民族衣装に身を包んでいる。


　困惑しながらも、ひとまず自分より小さな子供を守らなければという意識が芽生える。


「ええっと……あなた、迷子さんなんですの？」


　そう問いかけると、少女は首を横に振ふった。


「迷子なのはエルミナなの。フォルはエルミナを連れ戻もどしに来たの」


　それから真まっ直すぐエミリオを見上げる。


「お前はエルミナのにおいがするけど、エルミナじゃないの」


　エミリオは姉の体を使っている。この少女にはそれが分かるらしい。狼ろう狽ばいしながらも、なんとか問いかける気力は残っていた。


「あなた……フォルちゃんと言うんですの？　わたくしはエミリオ。エルミナはわたくしの姉様ですわ。姉様のこと、なにか知ってますの？」


　少女──フォルが頷うなずくと、ヨシュアが途と方ほうに暮れたような声を漏もらす。


「やれやれ、だな。またなにか面めん倒どうなものが出てきたらしい」


　ヨシュアはまだ信しん頼らいできる相手と決まったわけではない。エミリオが警けい戒かい心を顕あらわにしていると、フォルはヨシュアに視線を返し、まったく表情を変えぬままこう言った。


「お前は嫌きらいなの」


　ヨシュアのこめかみに血管が浮うかんだ。


「ふ……。だから子供は嫌いなのだ。礼れい儀ぎというものを知らぬ」


「子供はお前の方なの。フォルはお前の百倍は活動してるの」


　エミリオよりも小さな少女は、青年のヨシュアに対して当然のようにそう言った。こういった状じよう況きようのせいか、ヨシュアにそれを子供の軽口と聞き流す余よ裕ゆうはなかったようだ。


「こ……小こ娘むすめ……っ！」


　ヒクヒクと頰ほおを痙けい攣れんさせるヨシュアを見て、エミリオはようやく平静を取り戻した。


「ともかく、この状況をなんとかしないといけないのは事実ですわね」


　それからヨシュアを睨にらみつける。


「あなたのおかげで、カナメさんとはぐれてしまいましたわ。〈アルス・マグナ〉……あなたが〈精杯グレイル〉と呼ぶものを止めるまで、わたくしの言うことを聞いてもらいますわ」


　毅き然ぜんとして言い放つと、フォルが首を横に振った。


「無理なの」


「……え？」


「エミリオには止められない。〈アルス・マグナ〉はもう、エルミナの言うことしか聞かないの」


「フォルちゃん……？　あなた、一体……」


「フォルは〈クフ・リーン〉との約束で、エルミナを連れ戻しに来たの」


　そう語るフォルの体には尖晶螢オルネイロが纏まとわり付いていた。よくよく見ればその体自体も透すけており、背後の壁かべ──こちらもどこまで幻まぼろしなのか分からないが──が見えている。


　──人間では、ありませんの？


　それならば、先ほどの──お前の百倍は活動している──その言葉も頷ける。


「……貴様、精霊か？」


　ふて腐くされていたヨシュアが、怪訝そうに呟つぶやいた。それからフォルを睨みつけてフンと鼻を鳴らす。


「精霊……って、どういうことですの、ヨシュアさん？」


「精霊には希まれにこういった自我の強いものが存在するらしい。そして精霊は本来固有の〈器うつわ〉を持っている。契けい約やく者しやはその〈器〉の代わりに住み着かれた哀あわれな人間なのさ。こんな現れ方をしているところを見ると、こいつはまだ自分の〈器〉を失っていないのだろう」


　フォルは小さく頷くと、抑よく揚ようのない声でこう言った。


「エミリオはこいつをやっつけた方がいいの」


「待て。貴様、都合の悪いことを言われたら人間に縋すがるのか？　先ほどまでの大口はどこへ行った。無様だな。フハハハハッ」


　先ほどのお返しとばかりに言い募つのるヨシュア。フォルは小さく震ふるえてエミリオの腕にしがみついた。


「この人、怖いの」


「ヨシュアさん、子供相手に大人おとな気げないと思いますわ」


「こ、このっ……！」


　仕方がないので、エミリオは間に割って入る。


「ひとまず、フォルちゃんは精霊ですのね？　姉様を連れ戻すってどういうことですの？　姉様を助けられますの？」


　エミリオには姉を引き戻すことができなかった。どうなっているのか分からないが、今の自分には〈アルス・マグナ〉を止めることすら叶かなわない。


　半ば縋るように問とい詰つめると、フォルはヨシュアに視線を向けた。


「こいつには言いたくないの」


　ヨシュアの顔が面おも白しろく歪ゆがんだ。


「フォルちゃん？　ヨシュアさんがやな感じだと思うのは仕方がありませんけれど、相手の人格も尊重してあげないといけませんわ」


　優やさしく諭さとすと、フォルも仕方なさそうに頭を下げた。


「謝ってやるから感謝するといいの。……ガキが」


　最後のひと言はエミリオの耳には届かないように囁ささやかれた。うなり声を上げるヨシュアを、エミリオは睨ねめ付けて止める。


「この歳としの子供が素す直なおに謝れないのは仕方ないことではありませんの。そもそもあなたのおかげで状況がややこしくなったのですから、おとなしくしていただきたいものですわ」


「一つだけ忠告しておいてやるが、貴様は絶対に騙だまされているぞ」


　ひたすら不服そうなヨシュアをひとまず無視し、エミリオはフォルに視線を戻す。


　──わたくしには〈アルス・マグナ〉を止められないとは、どういう意味ですの？


　姉は、エミリオを救うために〈空白の契けい約やく書しよ〉を作成した。その力のおかげで、エミリオはこうして今、姉の体を借用しているとはいえ表に出られるようになった。


　──その力が〈アルス・マグナ〉とわたくしを隔へだてた、ということですの？


　エミリオを揺ゆり籠かごに引きずり込み、姉を苦しめている力だ。失ったところで全く問題はないが、それが暴走したとなれば話は別だ。止められるのは自分たち姉妹しまいしかいない。


　そんなエミリオの心境を察したように、フォルは小さく頷いた。


「エミリオはフォルの体を探すの。体があれば、フォルはエルミナを捕つかまえられるの」


「フォルちゃんの体……〈器〉、という呼び方をしますの？　それを見つけると、どうなりますの？　〈アルス・マグナ〉を止める……いいえ、わたくしたち姉妹が〈アルス・マグナ〉から逃のがれることは……あえて言うなら、破は壊かいすることはできますの？」


　人の手では、契約者とて〈アルス・マグナ〉を止めることはできない。だが精霊のフォルならば、自分たち姉妹を解き放つことができるのではないだろうか？


　どこか悲しそうに、フォルは首を横に振った。


「フォルにできるのはエルミナと〈アルス・マグナ〉の間に割って入ることだけ。エルミナを連れ戻すことしかできないの。フォルの力ももう、あまり残ってないから」


「そう、ですの……」


　同じく〈精霊の器〉の持ち主──アルバも〈アルス・マグナ〉を破壊することはできなかったらしい。フォルがどんな精霊なのかは分からないが、やはり〈アルス・マグナ〉を破壊するほどの力はないようだ。


　少なからず落らく胆たんしながらも、初対面の彼女が何な故ぜ自分たちにこれほど献けん身しん的なのかという疑問を抱いた。


「何故、わたくしたちにそこまでしてくださるんですの？」


「さっきも言ったの。フォルは〈クフ・リーン〉との約束だから来たの」


「〈クフ・リーン〉……？　マルクの、精霊の名ですわね？」


　フォルはどこか嬉うれしそうに自分の胸を押さえた。


「フォルはフォルの話をする人間の下もとならばどこへでも行けるの。でも、フォルと話をしてくれる人間はいなかったの。でもあの子はフォルと普ふ通つうにおしゃべりしてくれたの」


　そう言って、フォルはエミリオの背後に視線を向けた。そこでは、丸メガネをかけた少年が短くなった蠟ろう燭そくを片手に通路を進んでいた。その傍かたわらにフォルの姿もある。どうやら、彼女をアイシャか誰だれかと勘かん違ちがいしているようだ。


「あの子とおしゃべりできたのはこのときだけなの。でも、〈クフ・リーン〉はあの子が寝てる間、フォルの話し相手になってくれたの」


　おかげで、マルクは夜な夜な悪夢を見てうなされていたのだが、エミリオや当のフォルが知るよしはなかった。


「あの子は、エルミナを自分の命より大切にしてるの。〈クフ・リーン〉もあの子が守りたいエルミナを守ろうとしているの。だからフォルはエルミナを守るの」


　エミリオは、なんとなくフォルの気持ちが分かってしまった。


「独ひとりは、誰だって寂さびしいですわ」


　あの日、初めてエミリオが姉の体で目覚めたとき、エミリオはちょっとした記き憶おく喪そう失しつを起こしていた。そのときの孤こ独どく感──周りに信じられるものがなにもない気持ち──そしてそこに差し出してもらえた手の温ぬくもり。忘れられるわけがない。


　フォルも同じなのだろう。精せい霊れいであるフォルがどれくらいの間、彷徨さまよっていたのかは分からないが、フォルの姿は幽ゆう霊れいとさして変わるものではない。まともに会話ができた相手などいなかっただろう。


　エミリオはフォルを全面的に信用することにした。


「それで、フォルちゃんの体ってどこにありますの？　フォルちゃんと同じ姿だと思ってかまいませんの？」


　フォルは首を横に振ると、エミリオの耳にそっと囁いてきた。


「フォルの体はこの列車に乗ってる人間が持っているの────」





　囁きとともに、三度景色が砕くだけ散ちった。





　次に現れたのは、古びた骨こつ董とう品ひん店だった。ロックウォールの街のどこからしい。そこは昼間で、最初に見た収穫祭サーウインの景色とは異なり行いき交かう人々も真っ当な服装である。


　骨董品店の奥では、真っ赤なドレスを着た美女が優ゆう雅がに足を組んでいた。


　──どなたかしら……？


　エミリオがそれを問いかけようとすると、フォルは無感動にこう言った。


「フォルの体は、この人間が持ってるの。この人間は、あの子の兄なの」


　エミリオは、なにか聞きき間ま違ちがえたと思った。


「兄？　お姉様……と言いたかったんですの？」


　フォルは狼狽うろたえる様子もなく、静かに首を横に振ふった。


「この人間は、女の格好をするのが好きなの」





　真っ赤なドレスの美女……に見える男の名はクリストファ＝マルドゥーク──エミリオが知る執しつ事じ──マルクの兄、らしかった。


　そして彼こそが、この現象を止めることができる唯ゆい一いつの人物だということだった。





　　　　[image: ]





「アーロン、厩きゆう舎しやへ行かれるのですか？」


　ヴァレンシュタイン家玄げん関かん前──庭を横断する巨きよ漢かんを、マルクは呼び止めていた。


　新調したにも拘かかわらず、よくずり落ちる丸メガネの向こうには、愛あい嬌きようのある微び笑しよう。その身を包む燕えん尾び服ふくと真っ白な手て袋ぶくろには翼つばさを象かたどったヴァレンシュタイン家の紋もん章しよう。マルクはこの屋や敷しきに仕える執事である。


　一方、呼び止められたのは片手にぶら下げた飼かい葉ば桶おけがコップに見えるような巨漢──アーロンだった。本日もフクロウを象った木き彫ぼりの面をかぶっている。


「うぬ。馬車の掃そう除じが終わったのでな。報告である」


「ああ、ドミニクさんとジェノバが馬の方を見ているのでしたね」


　この屋敷──ヴァレンシュタイン家は馬車を所有しているが、最近まで使用人の数が足りなかったため、管理までは手が回らなかった。それゆえ近くの農家に預かってもらっていたのだが、ようやく人手も足りてきたので馬車を引き取ったのだ。


　先日の収穫祭サーウインの日にマルクも手た綱づなを取ったのだが、ヴァレンシュタイン家の馬車だけあって、二頭立ての上等なものだ。馬も白と黒の美しい毛並みのものだったと記き憶おくしている。


「マルク殿どのもいっしょに来るであるか？」


「おや、よろしいのですか？　でしたらお願いしましょうか」


　マルクもまだ馬車とその馬には一度しか触ふれたことがない。これから長いつき合いになるのだ。少しくらい、顔を見ておきたい。


　自分の掃除も一いち段だん落らくついていたので、マルクはアーロンについて行くことにした。


　アーロンと並んで歩く──歩ほ幅はばが違ちがうので、マルクはほとんど小走りだが──こと数分。厩舎の屋根が見えてきたところで、マルクはがっくりと膝を折った。


「くふ。ドンケルハイト。貴公は美しいな」


　全身黒ずくめの少女が、愛いとしそうに黒馬を撫なでていた。


　顔の半分に舞ぶ踏とう会のような仮面。もう半分は素顔が分からなくなるような厚あつ化げ粧しようで、涙なみだの形をした不気味な化粧メイク。前まえ掛かけ、ヘッドドレス、ワンピースに至るまで黒で統一した怪あやしい少女。遺い憾かんながら、この屋敷の医師兼けん庭師助手である。


「ジェノバ……。あなたは、一体なにをやっているのです？」


　少女──ジェノバは、両手でしっかりと馬の顔を挟はさみ、恍こう惚こつとした表情でその瞳ひとみを見つめていた。マルクに気づくと、フンと鼻を鳴らす。


「我が友ともあろうものが、異なことを訊きくな。ドンケルハイトの美しさを愛めでていたのさ。見るがよいこの美しい毛並みを。闇ドンケルハイトの名に恥はじぬ、見事な色いろ艶つやだ」


　ジェノバは黒に対して異常なほど執しゆう着ちやくを持っている。黒馬は額ひたいと蹄ひづめ付近に白の模様が入っているが、全身見事な黒の毛並みだった。


「おやめなさい。馬が怯おびえています」


「なにを言うか。ドンケルハイトは我の友愛に理解を示している。その証しよう拠こにこれほど従順ではないか」


　黒馬は四本の足を踏ふん張ばり、全身で逃げだそうともがいているが、ジェノバに顔面を摑つかまれては為なす術すべもない。それというのも、彼女が鋼鉄を素手で引きちぎるほどの腕わん力りよくを持った契けい約やく者しやだからである。


　このまま放っておくと、せっかくやってきた馬が再起不能になる。マルクがため息を漏もらして殴なぐりつけようとすると、アーロンがそっと押し止めてきた。


「うぬ。ジェノバ殿。馬という動物はむやみに体からだに触さわられることを好かぬのである。そろそろ放してやってはもらえぬか」


　アーロンがそう言うと、ジェノバは名残なごり惜おしそうな顔をしながらも馬の顔面から手を放す。解放された黒馬は脱だつ兎との勢いで逃げていった。あの勢いで走り続けては、馬自身が怪け我がをしかねない。


「……捕まえましょうか？」


「いや、良いのである」


　マルクの能力は〝影かげ〟である。他者の影を捕とらえ、拘こう束そくあるいは破壊する。逃げ去る馬を拘束することくらい造作もない。


　そう提案すると、影を捕らえるまでもなく、黒馬はアーロンの元にすり寄ってきた。


「うぬ。もう怯えずとも良いのである。預け先のものはよく面めん倒どうを見てくれたようであるな。貴き殿でんは元気そうである」


　アーロンが首筋を撫でると、あれほど怯えていた馬が、とたんにおとなしくなった。


　──アーロン以外の人間ではこうはいかないのでしょうね……。


　アーロンの能力は対象の思考を読むことである。その能力で動物の心理を正確に読み取っているのだろう。しかし、実際に馬を宥なだめられるのは彼の思いやりによるものである。


　もはや異能と呼ぶべき慰い撫ぶ能力にマルクは感心した。そしてジェノバへと視線を向ける。


「この馬はドンケ……なんとかというのですか？」


「ドンケルハイトさ。先ほど我が名付けた。このものにはふさわしい名だと思わぬか？」


　どうやら、ジェノバが勝手に名前をつけたらしい。


「……勝手に名前をつけないでいただきたい。この馬たちはお嬢様方の所有物ですよ？」


　ドミニクが連れてきた馬は二頭だった。もう片方は白馬で、こちらも美しい毛並みを持っている。エルミナとエミリオ。それぞれ姉妹の特とく徴ちように合わせたのだろう。


「ドミニク氏から許可はとっているとも」


「まったく……。ドミニクさんは中ですか？」


　ここに黒馬しかいないところを見ると、白馬の方はドミニクが見ているのだろう。尋たずねると、ジェノバはどこか躊躇ためらいがちに頷うなずいた。


「ふむ。確かに中だが、……なにやら悩なやみ事ごとを抱かかえているようだった。独りになりたがっているように思えたが？」


「悩み事ですか？　最近は、アイシャもお皿を割ってはいないと思うのですが」


　マルクが来るまで、恐おそろしいことに屋敷の掃除は侍じ女じよのアイシャが行っていた。片付くことは確かに片付いていたのだが、砕かれて屋敷を去る割れ物の数は、尋じん常じようではない量になっていた。ドミニクはときおり独りで花に向かってはそれを愚ぐ痴ちっており、そしてそれを目もく撃げきしたマルクは、気を遣つかったらしいアイシャに殴り倒たおされた。


　未いまだに思い出すと胸が詰つまる出来事である。マルクは気を取り直すように頭を振った。


「まあ、報告を聞いてもらうくらいはよいでしょう」





　マルクは厩舎に入ろうとして──ピタリと足を止めた。


「はあ……、君は、どう思う？」


　ドミニクの憂うれいに翳かげった声が聞こえてしまった。そっと中を覗のぞき込んでみると、ドミニクが白馬に向かって何事かを囁ささやいていた。


「僕も、どうかしてるとは思うんだ。あんな歳としの離はなれた娘むすめに、僕がなにをしてやれるって言うんだ。だけど……、見て見ぬふりなんて僕には無理だ……」


（うぬ。ドミニク殿どのも馬と会話ができるのであるか？）


　ぬっと後ろから大きな影が差したことで、マルクは飛び上がりそうになった。


（アーロン。もう少し下がってもらいたいな。貴公にそこに立たれると、我が見えぬ）


　マルクだけでなく、アーロンとジェノバまで聞き耳を立てていた。


「十代の女の子が求めるものって、どんなものなんだろうね。はあ……こんなことで悩むなんて、ヴィオラのとき以来だよ」


　ヴィオラ──聞き覚えのない名前だが、彼にとって特別な女性だったのだろう。名前に込められた、特別な響ひびきから察しがついた。


　──相手は、やはりカナメでしょうか？


　ドミニクは、裁さい縫ほう師しのカナメにただならぬ好意を示している。とはいっても、どこまで本気なのか不ふ明めい瞭りようだったが、この様子では真しん剣けんだったらしい。


　馬に悩み事を打ち明ける家令と、それを覗き見る執事、仮面巨漢、黒くろ塗ぬり少女。傍はたから見れば恐ろしく奇き怪かいな光景である。たまたま近くを歩いていた従僕の青年──オウマがギョッとして身を退ひいていた。


（どうやら贈おくり物をしたいようだな）


　ジェノバの感想に、マルクとアーロンは頷く。一方、ドミニクの方はマルクたちに気づくことなくブラシをかけている。遠目に見ても、白馬はなんだか気持ちよさそうだった。


「ごめんね。来てくれたばかりなのに、こんなこと愚痴っちゃって。でも、アイシャのことを相談できる人なんて、他に思いつかなくて……」


「「「アイシャ？」」」


　三人の驚きよう愕がくの声が重なった。ドミニクの方も驚おどろいたらしく飛び上がっていた。


　アイシャというのは、エルミナの妹──エミリオの侍女である。実じつ年ねん齢れいよりも幼く見える容姿で、せいぜい十歳前後にしか見えない。ドミニクの年齢は少なく見積もっても三十代には突とつ入にゆうしている。この組み合わせはさすがに問題である。


「な、なんだい？　君たち、いつからそこにいたんだい？」


　狼ろう狽ばいするドミニクに、マルクはずり落ちた丸メガネを修正しつつ、真剣に語りかける。


「考えを改めていただきたい。ドミニクさん。いくらなんでも、アイシャが相手では犯罪に問われます」


「ええ？　どうしてアイシャだと犯罪なんだい？　というか、聞いていたのかい？」


　マルクは、失意のため息を漏らした。ドミニクは、それが犯罪であると考えられないほど、真剣らしい。


「く……。アーロン、ジェノバ、ドミニクさんを止めますよ。家令ハウススチユワードともあろう方にそんな間違いを起こされては、ヴァレンシュタイン家の沽こ券けんに関かかわります」


　マルクが影に意識を傾かたむけると、グイッと手を摑むものがいた。


「ジェノバ、なんのつもりです？」


「我は間ま違ちがっているとは思わぬ」


「……なんですって？」


「愛に年齢も性別も関係はない。むしろ相手が同性である方が純じゆん粋すいな愛──いぎゃっ？」


　同性愛について語り始めたジェノバを、殴りつけて黙だまらせる。


「うぬう。アイシャ殿もあと五年もあれば一ひと廉かどの淑しゆく女じよとなろうが、さすがに今交際を求めるのは問題があると思うのである」


　アーロンの能力は他者の思考を読み取る。彼の前に噓うそは意味を持たない。やはりマルクは命を懸かけてでも、ここでドミニクを止めねばならないらしい。


　ドミニクが慌あわてたように両手を振ふった。


「交際……？　ちょ、ちょっと待ってくれないかな。僕が誰だれと交際するっていうんだい？」


「見苦しいですね。今さら白を切るおつもりですか。アイシャには真っ直ぐに育ってもらいたいのです。あなたが偏へん愛あいを貫つらぬくというのならば、私が命を賭として止めてみせます」


　マルクの影が人の形から解ほつれ、茨いばらのような輪りん郭かくを描えがいて周囲へと広がる。それを見て、ドミニクは悲鳴のような声を上げた。


「アイシャだって？　じょ、冗じよう談だんだろう？　アイシャと付き合っていたら、僕は今度こそ心労で倒れるよ」


　マルクは威い圧あつ的にドミニクを見み据すえたまま、もう一度メガネの位置を修正した。





「……なるほど。それもそうですね」





「マルク殿どの。それを理由に引き下がるのはアイシャ殿に失礼だと思うのである」


　アーロンの指し摘てきの意味が理解できず、マルクは不思議そうに首を傾かしげる。


「それよりドミニクさん。では何な故ぜアイシャに贈りものなどしようとしているのです？」


　ドミニクはフニャリとゆるみきった笑えみを浮うかべた。


「まいったな。聞かれてたのか……。まあ、話してもいいけど、聞いたからには協力してもらうからね？」


　相変わらずゆるみきった空気を垂れ流しているのに、その声は恐ろしく威圧的だった。
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「誕生日……？」


　マルクは不可解そうに首を傾げた。そんなマルクの反応をどう受け取ったのか、ドミニクが珍めずらしく困ったような表情を浮かべて頷く。


「そうなんだ。アイシャは孤こ児じだったからね。正確な誕生日が分からなかったんだけど、最近ようやく分かってねえ」


　──なるほど。アルバなら確かに知っているでしょうね。


　アイシャには、アルバという兄がいる。彼は街のギャングで、堅かた気ぎのアイシャに悪い影えい響きようを与あたえたくないという理由から、自分たちが兄妹きようだいであることを秘ひ匿とくしていた。もっとも、アイシャの方はそんなことはお構いなしに懐なついているのだが……。


　今一つドミニクの言っていることが理解できなかったが、誕生日が分かったという一点は理解できた。


　首を傾げるマルクをよそに、アーロンが納なつ得とくしたように頷いていた。


「なるほど。それでプレゼントであるか」


「そういうこと。アイシャは孤こ児じ院いんじゃ、まともに祝ってもらったことないらしくてね。こっそり祝ってやろうと思うんだ」


「エルミナ殿も知っているのであるか？」


「もちろん。直前まで秘密にしておこうって言い出したのは、エルミナお嬢様なんだ。もうセリアさんにもごちそうの準備を指示してあるしね」


　セリアというのは料理人の名である。そういえば、今け朝さからなにやらバタバタしていたように思える。


　それから白馬の首を撫なでる。


「この子たちもね、二人のお嬢様の誕生日に贈ろうと思って手に入れたんだ。ちょっとタイミングが合わなかったみたいだけどね」


「うぬ。エルミナ殿の誕生日はいつなのであるか？」


「十二月の二十五日。降誕祭オルデアデイーンストなんだよね」


　降誕祭オルデアデイーンストというのは、オルダー教の主オルダーの誕生日である。〈精杯グレイルの姫ひめ〉たるエルミナが同じ誕生日なのは奇き縁えんとしか言いようがない。


「我も父から誕生日に馬を与えられたことがある。もっとも、我より歩みの遅おそい駄だ馬ばであったが……」


　ジェノバの脚きやく力りよくならば、馬どころか列車にでも走って追いつけるだろう。駄馬と呼ばれた馬が哀あわれでならない。


　大体話が呑のみ込めたマルクは、ようやく納得して頷いた。


「なるほど。ラチナスの方には誕生日に贈りものをする慣わしがあるのですね」


「「「え……？」」」


　三人分の疑ぎ問もん符ふが返ってきたことに、マルクは首を傾げた。


「おや、違ちがいましたか？　そういった話なのかと思いましたが」


　三人は困ったように顔を見合わせ、それからアーロンが気まずそうに口を開いた。


「うぬ。マルク殿。誕生日プレゼントは、この国でも一いつ般ぱん的てきな行事であるぞ？」


「そうなのですか？　それにしては聞いたことがありませんが……」


　心底不思議そうなマルクに、ドミニクたち三人が絶句した。





　マルクが物心ついたころ、父が事業を興おこした。その忙いそがしさのあまり、両親はマルクの誕生日を思い出すことさえなかった。


　あるいは彼らも事業が軌き道どうに乗ったらまとめて祝って驚かせよう、くらいには考えていたのかもしれない。しかしそんな儚はかない夢は叶かなうことなく散った。


　父の事業が失敗し、借金で首が回らなくなったころ、マルクは家を飛び出した。それから同じような境きよう遇ぐうの少年少女たちとともに生活をしていたが、彼らが誕生日のことを口に出すことは少なかった。誕生日は両親のことを思い出させ、それが良い思い出だったにしろ悪い思い出だったにしろ、辛つらい思いしかしないからである。


　その後の人生でも、誕生日を祝おうなどという〝まとも〟な神経の持ち主には巡めぐり会えることがなく、ついぞマルクは〝誕生日に贈りものをする〟という習慣自体を耳にすることがなかった。





「マルドゥーク君、君、誕生日プレゼントをもらったこと、ないのかい？」


「はあ、今初めて耳にしましたが？」


　何故か、アーロンが仮面をずらして顔を覆おおっていた。泣いているように見えるのは何故だろう？　ドミニクですら反応に困っているようである。


　そんな中、ジェノバがスッと立ち上がり、マルクの肩かたに手を載のせた。


「友よ。案ずることはない。我が貴公のために美しい黒のコートを贈おくろう」


「……それはあなたが着せたいだけでしょう」


　軽い頭痛を感じながらも、マルクはなんとか気を取り直す。


「ともかく、その〝誕生日プレゼント〟というものをアイシャに贈ろうというのですね。どういったものを贈るものなのですか？」


「え？　ああ、うん。そのどんなものならアイシャが喜ぶか、で悩なやんでるんだよ」


「特に決まっているものではないのですか？」


「う、うぬ。基本的に相手が喜ぶのなら、なにを贈っても良いのである」


「なるほど。それは確かに難しい問題かもしれませんね」


　人の好みというものは、分かっているつもりでもなかなか分からないものである。アイシャの場合、割れ物は禁忌タブーなのでそちらは完全に候補から外れる。


「金属製の食器などはどうでしょうか？　先日、伝聞紙の記事で〝アルミニウム〟という物質の存在が確かく認にんされてから百周年とありました。そちらの食器というのはどうです」


　このアルミニウムという物質は、発見されてからまだ日が浅く、半世紀前のとある英雄が自分の身分装飾ステータスとして愛用していたと聞いたことがある。贈りものにも向いているのではないだろうか。


　マルクの提案に、ドミニクが絶句していた。


「マルドゥーク君……、アルミって、金より高いんだよ？　いくらお嬢じよう様さまが出資してくれるからって、使用人の贈りものにそれはマズイと思うよ」


「素す晴ばらしい……！　それでは手に入れれば一財産築けることになりますね」


「マルク殿。趣しゆ旨しがずれているのである」


　欲よくに目が眩くらんでいたマルクは、コホンと咳せき払ばらいをして気を取り直す。


「ふむ。ジェノバ、あなたは誕生日プレゼントというものをもらったことがあるのでしょう。どんなものをもらっていたのですか？」


「我か？　子供のころは黒くろ真しん珠じゆなり黒のドレスなり黒の簞たん笥すなり──」


　──おのれ、金持ちめ……。


　ジェノバはこれでラチナスの貴族出身である。彼女は十歳という幼さで博士号をいただいた経歴を持っているのだが、それもそれだけ勉強ができる環かん境きようにあったということだ。


　マルクが怨えん嗟さの念を送っていると、ジェノバがポンと手を叩たたいた。


「──ああ、一度絵を贈られたことがあったな」


「絵……ですか？」


「ああ。なにを考えたのか我の肖像画だったさ。我は黒を愛してはいるが、己の姿に見み惚とれているわけではない。あれには困ったものだった。それならばよほど黒の似合う乙女おとめか、あるいは夜の闇やみなど──」


　ジェノバは愚ぐ痴ちっていたが、マルクは感心したように頷うなずいていた。


　──エルミナも、家族の肖像画を大切にしていましたね……。


　エルミナがベッドの枕まくら元もとに小さな肖像画を飾かざっているのは、マルクも知っている。アイシャにとって、この屋や敷しきの住人は家族同然である。使用人と主あるじ全員を集めた肖像画などなら喜ぶのではないだろうか。


「ドミニクさん。エルミナが飾っているような家族──つまり、屋敷の住人の肖像画などはいかがでしょうか？」


「うーん……。悪くないけどねえ。アイシャの誕生日って、二日後なんだ」


「そ、それでは準備する時間がないではありませんか！」


「それで困ってるんだよ。セリアさんも仕込みの時間が足りないってピリピリしてる」


「うぬ。エルミナ殿どのにはなにか考えがないのであるか？」


「エルミナお嬢様はもう、贈りものの手配は済ませてる。でも、僕らでもなにか用意してやりたいと思わないかい？　生まれて初めての誕生日会なんだし」


　その後も、いろいろ案は出してはみたものの、結局決まることなく解散した。





　　　　[image: ]





「誕生日の贈りものじゃと……？」


　針仕事の邪じや魔まをされ、迷めい惑わくそうに訊きき返したのはカナメだった。


　髪の生はえ際ぎわからまつげの先せん端たんに至るまで純白で整えられた容姿。瑠璃猫ドミニトンを思わす、気の強そうな切れ長の双そう眸ぼう。屋敷の裁さい縫ほう師しである。


　彼女は現在二着目の着物を仕立て始めている。こちらは薄うすい桃もも色いろの絹シルクである。


「マルク。ひい様の誕生日は春先だぜ。ちょっと気が早いと思うぞ」


　そう言ったのは長身の青年──オウマである。ひょろりと長い手足。開いているのかいないのかよく分からない細い目。カナメ同様キョクトの民たみである。


〝誕生日プレゼント〟というものの存在を知らなかったマルクは、なにを贈ったら良いのか見当もつかない。それゆえアイシャ本人を除く屋敷中の人間に訊いて回っていた。


　──この反応、彼らも誕生日プレゼントというものを貰もらったことはあるのですね……。


　さすがにマルクも悔くやしいような気持ちを覚えた。貰ったことがないのは、マルクとアイシャだけらしい。


「いえ、カナメに贈るわけではないのですが」


「……おんし、それは斬きってくれと言っておるのか？」


　言ってから、マルクもさすがにまずかったと気づいた。贈りものはなにが良い、と訊いておいて『あなたには贈りません』と言われれば誰だれでも怒る。


「失礼いたしました。実はアイシャが──」


　ひとしきり説明すると、カナメとオウマは納得したように頷いていた。


「ああ、さっきみんなでなにをしてるのかと思ったら、それで相談してたのか」


「なるほどの。しかし、私もアイシャの好みなど分からぬぞ。エルミナに訊いた方が良いであろ」


「ええ。エルミナにも訊いてみるつもりですが、その、他の方はどんなものを貰えば嬉うれしいのか知りたくてですね」


　カナメは眉み間けんに皺しわを寄せて俯うつむいた。


「そう言われてもの。私はそういったものは貰ったことがない。訊かれても分からぬぞ」


「……今、あなたのことがこれまでになく身近に感じられました」


　マルクが真ま面じ目めな表情でそう言うと、なにを狼狽うろたえたのかカナメがテーブルの上のものを散乱させていた。


「い、いいいいきなり、なにを言うのじゃ」


　なにかマズイことを言っただろうか？　マルクは首を傾かしげながらも散乱した裁さい縫ほう道具を拾うのを手伝った。一通り回収すると、オウマが納得したように呟つぶやいた。


「まあ、ひい様の〝あれ〟は贈りものっていうより貢みつぎものだったからな。……米とか鰐わにとか。貰ったっていう感覚は薄いよな」


「貢ぎもの……ですって？」


　マルクは啞あ然ぜんとして口を開いた。これでもカナメは故郷では身分のある姫だった。


　──何な故ぜこの屋敷の女性は金持ちばかりなのですか……！


　使用人であるにも拘かかわらず、贈りものの感覚が庶しよ民みんとは違いすぎる。懐ふところの寂さびしいマルクにはなんの参考にもならない。


「まあ、贈りものならば、気持ちがこもっていればなんでも良いのではないか？」


「まあ、確かにそうですが……」


　礼を述べてから部屋を去ろうとして、マルクはふと足を止めた。


「ああ、訊き忘れるところでした。カナメ、あなたはなにが良いですか？」


「なにがじゃ？」


「春先なのでしょう？　今回のようにギリギリになって慌あわてるのはごめんですからね。好みのものを仰おつしやってください」


　カナメはキョトンと目を丸くすると、突とつ然ぜん針仕事を再開する。
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「たわけ。そういったものはおんしがこっそり用意するものであろ。自分で考えぬか」


「また難しいことを言いますね……」


　ため息を漏もらして部屋を去ると、オウマが何事かを囁ささやいていた。


「良かったな。ひい様」


「た、たわけ！　あと、おんし、こんなところで油を売ってるでない」


　なにかで殴なぐられたらしい。オウマの小さな悲鳴が響ひびいた。
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　翌日。贈りものが決まらないまま、マルクはドミニクとともにエルミナの従者として街に出向いていた。


　ドミニクが従者を務めている以上、マルクまで同行する必要はないのだが、街に出れば良いものが見つかるかもしれない。


「骨こつ董とう品ひん屋ですか」


　到とう着ちやくした店を見上げると、銅から打ち出した看板が飾られていた。ずいぶん古いものに見えるが手入れが行き届いているらしく、迫はく力りよくを感じさせるほど年季が入っている。


「……先日の競売で手に入れば、苦労もなかったのだが」


　抑よく揚ようのない声で答えたのは、人形のごとく表情のない少女だった。


　流れる金きん髪ぱつは、最近ようやく肩にかかる程度に伸のびてきた。ガラス細工のごとく整った顔かお貌かたちには翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。本日は瞳と同じく翠みどり色いろのドレスに身を包んでいる。ヴァレンシュタイン家当主──エルミナである。


「まあ、手に入れようと思えばなんとかなるもんだよ」


　フニャリと笑うドミニクから視線で合図をされ、マルクは扉とびらを開こうとすると──


　ドアノブに──別の手が伸びていた。


　顔を上げると──そこには絶望にかられた表情があった。


「悲しいです。こんなところでこんな人に会うなんて、俺はきっと嵌はめられたんです。そう、借金を返済できないから、死体にして売りさばこうと……」


「うるさい根暗。お前のちんけな命に値段がつくとでも思ってるのか」


　そこには裾すその長い黒服を着こんだ神父と、金持ちの小間使いを思わす小こ綺ぎ麗れいな格好をした少年がいた。


「こんなところで、なにをしているのです、ヨハエル、それにグレリオ？」


　かつて〈宣教師〉と呼ばれる組織に所属しており、エルミナと敵対していた契けい約やく者しやたちである。彼らはマルクたちとの攻こう防ぼうの末、組織から切り捨てられて街に住み着いていた。


　ヨハエルの方は片手が義手で、胸には二つの円を重ねたオルダー教のロザリオを下げている。その右手をもぎ取ったのはエルミナなのだが、どういうわけかそれが理由で彼女に惚ほれ込んでいた。


　もう一方のグレリオの方は一見すると小さな子供なのだが、それは契約の対価によるもので、実際はヨハエルよりも年上らしい。アイシャの弱みを握にぎってエルミナに近づこうとしたのだが、そのアイシャに打うち倒たおされた。もっとも彼にも彼なりの事情があったらしく、彼女とは仲直りをしたがっているらしい。


　マルクが冷ややかな視線を向けると、グレリオが小さく呻うめいた。


「ぼ、ぼくだって好きでこんなところに来た訳じゃない。アルバの使いだよ。そしたらこの根暗が勝手についてきたんだ。ぼくは悪くない」


「ぐすっ……。先せん輩ぱいは分かってません。俺が、いつもどんな気持ちで教会にこもってるのか。いつギャングが借金の取り立てにくるのか震ふるえてる俺の気持ちが、先輩に分かるっていうんですか？」


「それで、お前らはなんの用だよ。そっちの〈姫〉まで出てきて」


　グスグスと洟はなを啜すするヨハエルを完全に黙もく殺さつし、グレリオはエルミナへ視線を向ける。


　確かに、通常の買いものならばマルクが出向けば済む話である。それをエルミナとドミニクまで同行しているのだ。警けい戒かいしたくなる気持ちも分からないでもない。特にグレリオはドミニクが怖こわくて仕方がないのだから。


「……贈おくりものを引き取りに来たのだ」


　エルミナが答えると、ヨハエルが目にも留まらぬ早さで彼女の前に滑すべり込んでいた。


「なるほど。ついに俺の愛を受け止めてくれる気にな──るわけがないって俺は思ってるんですよね。すみません。俺、まだ死にたくないです」


「そうなのかい？　ごめんね。僕も神父服の人には良い思い出がないから、つい気が立っちゃって……」


　エルミナの手を取ろうとしたヨハエルの額に、黒光りする銃じゆう口こうが突つきつけられていた。マルクが殴りつけるより先に、ドミニクが拳けん銃じゆうを抜ぬいていたのだ。


　動きがまったく見えなかったマルクは啞然。グレリオもビクッと体を震わせる。エルミナだけが見慣れているのか、さして関心もなさそうに呟いた。


「……店に、入りたいのだが」





　店の中には、古めかしい棚たなや鏡台。テーブルの上には旧式の片皿天てん秤びんや装そう飾しよく細かな望遠鏡などが、ところ狭せましと並べられていた。全すべて値札がついていないのが恐おそろしい。マルクの見立てが正しければ、どれもマルクの給料半年分以上はするだろう。


　そういった品物には欠片かけらほども関心を示さず、エルミナは狭い通路を突き抜け真っ直ぐカウンターへと向かう。その先で店主らしき女性が優ゆう雅がに脚あしを組んでいた。甘ったるい香こう水すいのにおいが入り口まで漂ただよっている。


　その店主の姿を見て──マルクはその場で倒れた。


「あら、いらっしゃい。お久しぶりね、エルミナさん。マルクが早さつ速そく迷惑をかけているようで申し訳ないわ」


　そこにいたのは、縦に巻いた長い髪と、毒々しい真っ赤なドレスに身を包んだ女性……に見える男──マルクの天敵クリスだった。この男は〝女性のためならばなにをやっても許される〟と真しん剣けんに考えており、関わった男を九割方不幸のどん底に突き落とす。


　認めたくない話ではあるが、この男はマルクの実の兄である。先日も、突然現れたと思ったら散々マルクの日常を踏ふみ荒あらしていった。ようやく消えてくれたというのに、どうしてたったのふた月で再び姿を現すのか。


「落ち着きなよマルドゥーク君」


「放してくださいドミニクさん。また不幸な人間が増える前に殺してしまわないと！」


　クリスには能力が通じない。精せい霊れいですら、彼に接せつ触しよくすることを拒こばんでしまうのだ。銀ナイフを振ふりかぶるマルクを、ドミニクがやんわりと押おし止とどめていた。


「失礼ね。ドミニクさんがどうしても笑わせたい女の子がいるからって、無理に品物を取り寄せてあげたっていうのに」


　どうやら、アイシャへの贈りものを取り寄せるのに、クリスを使ったらしい。確かにこの男は〝女の子を笑わせる〟という目的に於おいて不可能はない。しかし彼を頼たよる必要があるとは、エルミナは一体なにを注文したのだろうか？


　クリスが店の奥に引っ込むのを見送って、マルクはドミニクに訊きいてみた。


「なんなのですか？　ここはクリスの店なのですか？」


「いや、店主は普ふ通つうのおばあさんなんだけどね。クリスさんとは縁があるらしくって今日だけ貸してもらったみたいだよ」


　クリスの〝笑わせる〟という対象は、なにも若い女性に限らない。老ろう婆ばだろうが乳ち飲のみ子だろうが、性別が女性であるなら笑わせたいのだ。


「ぐすっ。クリスティーナさん、元気みたいですね。悲しいです。〈宣教師〉辞やめたのに仕事があるなんて……」


　──ああ、そういえばこの二人も面識があるのでしたね……。


　クリスは二重スパイ……いや、二つどころではないはずだが、そのようなことをしていて〈宣教師〉に接触している。グレリオもヨハエルもクリスに不幸にされた男たちである。


　グレリオが、ドミニクを警戒しながらもエルミナに尋たずねる。


「あいつを呼び寄せるなんて、一体なにを取り寄せたんだ？」


「……大したものではない。ただ、数が少ないので貴重なものなのだ」


「ふうん。そんなもの、誰だれに贈るんだ？」


「……アイシャだ」


　アイシャの名前を出すと、グレリオがピクリと反応した。


「ふ、ふうん？　なんだってアイシャに？」


「……誕生日なのだ。今まで祝ってもらったことがないらしい。少し、良いものを贈ってやりたい」


「へ、へええ？　それっていつ？」


「……明日、だが」


　グレリオはヨハエルに向き直った。


「ぼく、用事を思い出した。ヨハエル。後は任せるぞ」


　グレリオは返事も待たずに店を飛び出していた。なんとも分かりやすい子供である。


「ぐすっ。悲しいです。先輩は、厄やつ介かいなものはなんでも俺に押しつけます」


　ヨハエルが泣き言を漏らしていると、ようやくクリスが戻もどってきた。


「お待たせ。はい、これがご所しよ望もうの品よ」


　クリスが差し出したのは、大きなクマのぬいぐるみだった。小さな子供くらいの大きさがある。マルクはずり落ちた丸メガネを修正するのも忘れて、ポカンと口を開いた。


「た、ただのぬいぐるみではありませんか」


　ぬいぐるみなど、この街でも手に入る。上等なものも流通しているはずだ。わざわざクリスに頼たのむほどのものではない。


「もう、分かってないわね。このクライムベアは有名なぬいぐるみなのよ？　去年には『くまのみーちゃん』という絵本まで出ているわ。二十年前の大統領の名前が由来で、この国のマスコットみたいなものなの。加えてこれは最高の職人がひと月もかけて丁てい寧ねいに作ったものなんだから。はっきり言ってあんたの給料三年分より高いのよ？」


　マルクの給料三年分というと、大体２４００スピルである。


　──ぬいぐるみ風ふ情ぜいが２４００スピル？


　マルクがわなわなと震えていると、エルミナが愛いとしい本を扱あつかうように、そっとぬいぐるみを受け取っていた。


「少し意外だったわ。あなたもこういうものが好きなのね」


　エルミナは巨きよ大だいなぬいぐるみをギュッと抱きしめると、囁くように呟つぶやいた。


「……嫌きらいでは、ない」


　相変わらずの無表情だというのに、どこか幸せそうに聞こえたのは何な故ぜだろう。クリスがクネクネと身み悶もだえして喜んでいる。かく言うマルクも思わず見み惚とれてしまった。


　マルクが感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらしていると、ふとカウンターの隅すみに見慣れない箱が目に留まった。ちょっとした鞄かばんほどの大きさで、中央にはガラス玉が嵌はまっている。


「なんです？　その大きな箱は」


「これ？　写真機ステイルカメラよ」


「ああ、これが……」


　実際に目で見るのは初めてだが、名前くらいは聞いたことがあった。確かこの箱の中には感光剤ざいを塗ぬった銀ぎん盤ばんが納められており、それで写真フオトグラフを撮とるのだ。


　──これは、使えるかもしれませんね……。


「クリス。これを貸していただけませんか？」


「なんであんたに？　ここ、あたしの店じゃないからお金はきちんと払はらって──」


「──ある女の子の幸せな笑顔を収めたいのです」


「使用料金はあたしが払ってあげるから、きちんと焼き増しなさい」


　クリスの買収に成功。マルクがほっと胸をなで下ろすと、ヨハエルがエルミナへ尋じん常じようではない情熱を込めた眼まな差ざしを向けていた。そういえば、毎度エルミナに接すると危険な言動を漏らすこの男が、今日は妙みようにおとなしい気がする。


　なんとなく、危険を察したマルクは影かげへと語りかけ、周囲へ走らせておく。


　ドミニクが代金を支し払はらっていると、ヨハエルがエルミナに向かいそっと腰こしを折っていた。


「〈精杯グレイルの姫〉。そのぬいぐるみ、わたくしめも触ふれてよろしいでしょうか？」


　エルミナはやや躊ちゆう躇ちよする素そ振ぶりをみせたが、やがて小さく頷うなずいた。


　ヨハエルはぬいぐるみを受け取ると、なにやら病やんだ笑えみを浮うかべ、クックと笑い声を漏らしていた。


「このぬいぐるみ。俺が奪うばったらどういうことになるんですかね？」


　その危険な呟きが聞こえたときには、エルミナ以外の全員が動いていた。


　首筋にはマルクのナイフ。眉み間けんにはドミニクの拳銃。後頭部にはクリスのマスケット銃。この三人から逃のがれてなにかしら行動を起こすことは不可能である。


「なにを考えているのかは知りませんが、考え直した方が賢けん明めいでしょう。行動する前に、あなたは三度死ねます」


　マルクの警告に、ヨハエルは暗い笑みを浮かべる。


「誕生日プレゼント、ですか。君たちには分からないでしょうね……」


「……なにが、言いたいのかね」


　エルミナが重たい声で問いかけると、ヨハエルはグスリと洟はなを啜すすった。


「俺は〈宣教師〉の施し設せつで育ったんですよ。物心ついたときには、契けい約やく者しやになってたもんでね。俺が初めてもらったプレゼントはなんだと思いますか？」


　妬ねたみとも憎ぞう悪おともつかぬ、暗い感情を込めて神父は語る。


「ナイフ、ですよ。三角錐剣ステイレツトってやつでね。扱い方さえ知っていれば子供でも簡単に人を殺せるんです。分かりますか？　誕生日プレゼントに凶きよう器きをもらったわけですよ。幸せそうな他人を見てると──って、ちょっと、さ、ささささ刺ささってるんですけどど？」


　ヨハエルの首筋に少し力を入れすぎたらしい。銀ナイフが首の皮を断たっていた。


　マルクは丸メガネを押し上げると、まったく表情を浮かべないで首を傾かしげた。


「……はあ？」


「ええ？　いや、はあ？　って、だからその、痛い痛い痛い──ちょちょちょちょっととヤバイです！　それ以上はぱっくりいっちゃいます！」


　マルクはナイフの力を緩ゆるめるどころか突き入れていた。


「……貰もらってる、ではありませんか？」


「はい？」


「……プレゼント。貰っているでは、ありませんか。三角錐剣ステイレツトを、いただいたのでしょう？　実用的で、良いではありませんか」


「ひ、ひひひななななんで怒ってるんですか？」


　こんな男でも〝誕生日プレゼント〟を貰っている。その事実が、とうとうマルクの忍にん耐たいの限界を超こえさせた。さすがに、少し羨うらやましかったのだ。


「あー……、マルドゥーク君？　ぬいぐるみが汚よごれると困るな」


　ドミニクが珍めずらしく怯おびえたような声を漏らす。マルクがヨハエルを睨にらみつけると、彼はガタガタ震ふるえながらぬいぐるみをエルミナに差し出した。


「お、落ち着いてください。俺はただ、〈精杯グレイルの姫〉が抱きしめたぬいぐるみを抱きしめてみたいなーとか思っただけで、なにも妬んでやましいことを考えたわけじゃないんで思わせぶりなことを言ってすみませんで──」


「──マルドゥーク君。好きにしていいよ」


　ドミニクから速すみやかに許可が下りる。


「ちょっと、おかしいじゃないですか！　なんでそれで──いや、なんで店の外に出る必要があるんですか？　なんでそんな大きな石をちょっと待──いぎゃあぁぁぁぁあっ！」


　ヨハエルを処しよ刑けいしていたマルクは、店の中でエルミナがクリスに何事かを頼んでいたことに気づかなかった。
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　翌日──アイシャの誕生日当日。昼下がりに屋や敷しきへ来客があった。


「ようこそいらっしゃいました」


　マルクが完かん璧ぺきな微び笑しようを以もつて腰を折ると、来客──クーラン特有の褐かつ色しよくの肌はだに琥こ珀はく色いろの瞳。上下とも黒のジャケット姿だが右袖には腕が通っていない。隻せき腕わんの青年──アルバ＝ディーノは不快そうに舌打ちをした。


「来るつもりはなかった。が、あいつから来いと言われては断れん」


　どうやらエルミナから顔を出すように言われたらしい。マルクとしてはあまり面おも白しろい出来事ではないが、今日一日くらいはなんとか辛しん抱ぼうしよう。


「わわわ、め、珍しいです。アルバさんの方からここに来るなんて」


　慌あわてた声を上げたのはアイシャだった。


　本日もあちこち跳はね上がった癖くせ毛げ。アルバ同様褐色の肌に琥珀色の瞳。真っ白なヘッドドレスと前まえ掛かけ。本日もいつも通り侍じ女じよ姿である。


　屋敷の掃そう除じを疎おろそかにするわけにもいかないので、アイシャも午前中はいつも通りの仕事をこなしている。


「あれ……？　グレリオも来てたんだ」


　アルバの後ろには、蝶ちようネクタイを締しめたグレリオの姿があった。


「ぼ、ぼくはついて来いって言われたから来ただけだよ」


　アルバと同じ言い訳をする少年に、アイシャが首を傾げる。


「今日って、なにかあるの？」


　アイシャがなにか気づきかけたことで、マルクたちに緊きん張ちようが走る。マルクは涼すずやかな微笑を浮かべ、窘たしなめるように言った。


「お客様が来ること自体が、歓かん迎げいすべき出来事ですよ、アイシャ」


「あう、そ、そうですよね。それでセリアさん、ご馳ち走そう作ってたのかな？」


　納得したように頷くアイシャに、マルクたちはホッと胸をなで下ろす。


「どうぞ中へ。お嬢じよう様さまがお待ちでございます。アイシャ。案内をお願いします」


「はーい！」


　元気の良い返事を残して、アイシャはアルバたちを案内していく。その背中を見送っていると、正面門から大きな人ひと影かげが近づいてきていた。


「マルク殿どの。来客なのである」


　目を向けると、真っ赤なドレスに身を包んだ女性──に見える男がそこにいた。


　クリスである。マルクが頼んだものを持ってきてくれたようだ。


「わざわざあなたが持ってこずとも、郵便を使えばよろしかったでしょうに」


「なに言ってんのよ。女の子の笑顔が見られるっていうのに、どうしてあたしが立ち会わないと考えるわけ？」


　確かに全ての女性を笑わせることを存在意義にしているこの男が、こういった日に黙だまっているはずがない。予想しておいて然しかるべきだった。


　軽い頭痛を感じながらも、今回は借りがあるので追い返すわけにもいかない。マルクがため息を漏らすと、クリスはバチリと片目を瞑つぶった。勘かん弁べんしてほしいと心の底から思った。


「それにね、今日は急ぎの届けものがあるのよ」


　そう言って、クリスは小箱を取り出した。手の平に収まる程度の大きさである。


「届けもの……？」


　アイシャへの贈おくりものはすでに昨日引き取っている。まだなにかあったのだろうか？


　首を傾げつつも、潔いさぎよくクリスを中へ案内する。玄げん関かんを潜くぐったところで、クリスがあっ、と声を漏らした。


「言い忘れてたわ。あれ、暗いところじゃ使えないから昼間のうちに使ってね？」


「ああ、そういうものなのですか。では賓ひん客かくも揃そろったことですし、そろそろ始めた方が良さそうですね」


　丁てい寧ねいに礼を述べて──気に入らない相手でも、最低限の礼れい儀ぎを守るのが彼の誇ほこりである──マルクはエルミナを呼びに向かった。





「え？　食堂……ですか？」


　アルバに紅茶を注つごうとしてグレリオに止められた──恐おそらくすでに溢こぼしそうだったのだろう──アイシャは首を傾げた。


　この屋敷には一階に大きな食堂がある。晩ばん餐さんのときにしか使われていない上に、使う人間もエルミナしかいない。つまり滅めつ多たに使われない部屋である。そこで用というのは確かに奇き妙みような話だった。


「はい。セリアさんが用があるそうです」


「ああ、お客さんが来てるから準備があるんですね」


「そういうことでございます」


　アイシャが食堂へ向かうと、その後ろをぞろぞろとついて行く。アイシャが驚おどろいたような声を上げた。


「な、なんですか？　みんなして」


「いえ、私も手伝いがありますから」


「こ、こういう屋敷はあまり見たことがないんだ。ちょっと見物くらいしてもいいだろ」


　アイシャは納得していない様子だったが、訊きき返す勇気は奮ふるい起おこせなかったようだ。


　食堂は応接室の隣となりである。口を開く間もなく到とう着ちやくした。未いまだ困こん惑わく顔のアイシャを、マルクは食堂の扉とびらに手をかけてそっと誘いざなう。


「どうぞ。中にお入りください」


　扉を開くと──そこは花やリボンで鮮あざやかに装そう飾しよくされていた。テーブルには巨きよ大だいなデコレーションケーキが載のっており、蠟ろう燭そくが灯ともされている。そして、その正面に大きな包みを抱かかえたエルミナの姿があった。


「え？　え？　エルミナ？　こ、これって、どういうこと？」


　エルミナは、いつも通りの無表情……ではなく、幽かすかに微笑のような表情を見せ、そっとアイシャに包みを渡わたした。





「……誕生日おめでとう。アイシャ」





　続けて──パパパン──景気の良い音と火薬のにおい。東洋の花火を元に作られた〝クラッカー〟という玩がん具ぐである。大きな音とともにリボンや紙くずが吐はき出される。


　なにが起こったのか分からなかったのだろう。アイシャはポカンと口を開いた。


　それから、グルリと周囲に視線を巡めぐらせる。すでに使用人たちも全員集まっており、それぞれ発射したクラッカーの空を握にぎっている。


　それからようやく正面のエルミナへ視線を戻もどす。


「え……？　誕生日……って、誰だれの？　あ、あたしの？」


　実は恥はずかしいらしい。落ち着かないようにスカートの裾すそを揺ゆらしながら、エルミナは頷うなずく。


　それから、アイシャはアルバを見上げた。


「……本当に？」


　アルバは視線を逸そらしたまま、ガシガシと頭をかく。


「まあ……、そういうことだ」


　アイシャは琥珀色の瞳を大きく瞬またたかせた。


「え、えええ？　わあ、ど、どうしよう。た、誕生日って、どうするものなんですか？」


「とりあえず、ケーキの蠟燭を吹ふき消せばいいと思うよ」


　グレリオがぼそりと呟つぶやく。


　確かに蠟ろうが流れ始めている。さっさと消した方がいいだろう。グレリオとエルミナに促うながされ、アイシャは一気に火を吹き消した。


　それからもう一度エルミナに向き直る。


「あの、エルミナ、これって……」


「……開けてもらいたい」


　エルミナに促され、アイシャは包みを丁寧に開いていく。その表情の変化を見て、マルクはなんとなくクリスの気持ちが分かってしまった。


　──なるほど。この顔は、他人を不幸にしてでも見たいと思いますね。


　嬉うれしいのか恥ずかしいのか、頰ほおを紅あかく染め、言葉が出ないように唇くちびるを震わせる。それからギュッと目を瞑ると、次には太陽のようにパッと明るい表情を見せてくれた。


「ありがとう、エルミナ！」


「……いや。大したものではないのだ」


　２４００スピルもする上に、クリスまで使って取り寄せた品物である。期待通りの顔が見られて、エルミナの方も嬉しかったらしい。珍しく口元を緩ゆるめて、穏おだやかな笑えみを浮うかべていた。


「ほれ。これは私からじゃ」


　そう言ってカナメが手て渡わたしたのは細かな刺し繡しゆうが懲こらされたハンカチーフだった。


「わあ、これ、カナメさんが作ってくれたんですか？」


「もっと早はように分かっていたなら、もう少しマシなものを用意できたのじゃが」


「嬉しいです！」


　結局、みんなあれこれ用意していたらしく、瞬またたく間まにアイシャは贈りもので手がいっぱいになっていた。ドミニクは金属製のカップ。アーロンは珍めずらしい花の種。オウマは木き彫ぼりの置物。ジェノバは……言うまでもなく黒の洋服とブーツのセットだった。


「あー……、これ、教会にあったものだけど、いるかい？」


　グレリオが差し出したのは、金雀エインジルの形をしたぬいぐるみだった。あちこちから糸が飛び出しているあたり、どうやら手て縫ぬいらしい。昨日、姿を消してから慌てて作ったのだろう。目の下にうっすら隈くまができている。


「あ、ありがとう」


　はにかんだ表情を見せるアイシャに、グレリオはもう一つ包みを出していた。


「あとこれ、アルバが用意したものだけど手渡す勇気がないんだって──痛っ」


　アルバが頭上からげんこつを下ろしていた。まあ、確かに彼の性格ならば面と向かってプレゼントなど渡せないだろう。ちなみに、そちらはクーラン特有の紋もん様ようを縫ぬい込んだリボンだった。


　マルクはそんな光景を眺ながめながら、そっとセリアの隣へ歩み寄った。


「お疲つかれ様さまです、セリアさん」


　今回、一番の功労者はセリアである。二日前に突とつ然ぜん知らされてから、ほとんど休む間もなく料理を準備していたのだから。


　こっそり持ち出したアルコールを注いでやると、セリアは可愛い妹でも見るように、アイシャへ視線を向けていた。


「アイシャちゃん、気づいてますね」


　マルクは苦く笑しようした。


「そのようですね」


　誕生日──そう聞かされたとき、アイシャはエルミナではなく、アルバに訊いたのだ。


　──本当に？──


　アイシャの氏族は開かい拓たく民みんに滅ほろぼされている。その出自を大まかにではあるが調べたのはエルミナである。にも拘かかわらず、そのエルミナではなくアルバに訊いたということは〝彼ならば知っている〟と考えたからである。


「さっさと打ち明ければ良いと思うのですがね」


「アイシャちゃんの方も気を遣つかってるのでしょう。アルバ君の邪じや魔まになりたくないと」


「兄きよう妹だい揃そろって不器用なものですね」


「……そういうところが、可愛いんです」


　セリアのその言葉がなにか引っかかって、マルクは疑問を抱いだいた。


　──アイシャのことを言っているのですよね……？


　今の口ぶりではまるで────


「……マルク」


　首を傾かしげていると、いつの間にかエルミナが来ていた。


「エルミナ、どうなさいましたか？」


　マルクがそう問いかけると、エルミナは小箱を差し出した。見覚えがある。先ほどクリスが持っていたものである。


　マルクが戸と惑まどっていると、エルミナはその小箱を手渡してきた。


「……君のだ」


「はい？」


　マルクが素すっ頓とん狂きような声を漏もらすと、エルミナは憤ふん慨がいしたように目を細めていた。するとクスクスと笑い声。セリアである。


「マルク君。誕生日プレゼントを貰もらったことがないのでしょう？」


　今日のセリアは口調がなめらかで助かる。しかしなにを言われたのかは理解できたはずなのに、なかなか状じよう況きようを理解できなかった。


「ええ？　わ、私に、でございますか？」


　エルミナは小さく頷く。


「……開けてもらいたい」


　先ほども同じ言葉を聞いた気がする。既き視し感かんに苛さいなまれながら、マルクは包みを開いた。


「──これは……！」


　マルクは、絶句した。


　小箱の中に納められていたのは、一枚の金貨だった。この国で流通している硬貨コインに比べると倍は大きい。


「……今はもう、使われていないが、美術品として価値がある硬貨コインらしい。名前は──」


「──コクマーク金貨。旧ラチナス帝てい国こくがその権けん威いの象しよう徴ちようとして鋳ちゆう造ぞうしたものの、素材を純金にこだわったがゆえ、財政を圧あつ迫ぱくすることとなり、僅わずか一年で廃はい止しされた幻まぼろしの金貨でございます」


「……詳くわしいのだね」


　しかも、この金貨は純金ゆえ傷つきやすく、このように完全な形で残っているものは世界中探しても何枚現存することか！


「よ、よろしいのですか？　このようなものをいただいて……！」


　マルクがカタカタと震ふるえていると、エルミナは満足そうな微笑を溢こぼした。


「……私だけ、というわけではないのだ。クリスから伝言だ。『十七年分』だそうだ」


「十七年分……クリスが？」


　マルクは現在十七歳である。つまりその分まとめて、ということだろうか？


　確かにこれほどの品はクリスといえど手に入れるのは容易ではなかっただろう。あの女性にしか興味を持たない男が、マルクのために骨を折ったというのか？


　マルクはにわかに困惑したが、それもエルミナの顔を見つめて──すっかり消しとんでしまった。


　普ふ段だんの無表情が噓うそのように嬉しそうな顔。それが自分に向けられているのだ。


　──あなたが笑ってくれることが、一番素す晴ばらしい贈おくりものだと、思いますよ。


　心の中で、そっとその言葉を贈った。





「はーい。それじゃあ、撮さつ影えいするわよ」


　マルクたちは玄げん関かん前に集まっていた。アルバやグレリオも並んでいる。写真機ステイルカメラで記念撮影を行うのである。


　マルクはアイシャの隣に並んでいた。


「マルクさん、これって、マルクさんが考えてくれたんですか？」


「私からの贈りものだと思っていただければ。本当は肖しよう像ぞう画がを頼たのみたかったのですが、時間面でも費用面でも、現実的ではありませんでした。それで写真フオトグラフにさせてもらいました」


　アイシャははにかんだ笑みを浮かべた。


「嬉しいです」


　そう言われると、マルクとしても嬉しいやら恥ずかしいやらなんとも言えない気持ちになった。


「そういえば、さっきエルミナとなに話してたんですか？」


「あ、ええ、私も〝誕生日プレゼント〟というものをいただいたのです」


「え？　マルクさんも今日だったんですか？」


「いえ。違ちがいますが、今までもらったことがなかったので、エルミナとクリスがまとめて贈ってくれたのです」


　先ほどもらったコクマーク金貨を見せる。


「わあ、綺き麗れいです。触さわっても良いですか？」


「仕方がありませんね。気をつけてくださいよ？　これは売るべきところで売れば二十万……いえ、五十、六十万で売れてもおかしくない代しろ物ものなのですから」


　６０００００スピル──明らかにマルクの一生分の給料よりも高額である。エルミナから贈られた金貨を売ることはできないが、それでも財産という意味では計り知れない価値がある。


　普段ならば、絶対に許可しなかっただろう。しかし今日が彼女の誕生日であることと、金貨を自じ慢まんしたかったことで、マルクは完全に判断を誤っていた。


　アイシャは硬貨コインの表と裏を見比べていた。


「へええ、これって〈精杯グレイル〉ですか？　裏は、なんだか偉えらそうな人です──あっ！」





　恐おそらく、それは必然だったのだろう。アイシャの手から、金貨が滑すべり落ちていた。


　足あし下もとには、大理石の階段。純金など、この高さから落下すればひとたまりもない。世界に数枚しか現存しないコクマーク金貨に、初めての傷が刻まれることになるだろう。





　マルクは、影かげを使うのも忘れて金貨に飛びついた。契けい約やく者しやの執しゆう念ねんを燃やして伸のばしたその手は、なんとか金貨を捕つかまえることができた。しかし、後先考えずに飛びついたマルクは、そのまま頭から地面に落下した。





　ゴトン──重たい音が自分の頭から聞こえた。そしてにわかに悲鳴が上がる。





「は、はわわわわ、マ、マルクさん！」「な、なにやってるんだいマルドゥーク君？」「おい、今の落ち方、ヤバイんじゃないか？」「落ち着くが良い。迂う闊かつに動かすと命に関わるさ」「たわけ、それで落ち着いていられるか！」「………………っ！」「……ちょっと。今の、撮とっちゃったわよ？」





　そのまま昏こん倒とうしたマルクは、どういうわけか幸せそうな顔をしていたという。
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「──この人間を捜さがすの」


　女装をした男──クリスは、いろんな意味で目立つ容姿だった。エミリオは半ば呆あつ気けに取られてその姿を眺ながめた。


　それから、あることに気付いた。


「フォルちゃん。あなた、この幻の景色を操作できるんですの？」


　フォルは首を横に振ふる。


「〈アルス・マグナ〉は眠ねむり姫ひめの望む世界を映し出すの。あるものはそれを揺ゆり籠かごと呼び、エルミナは蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきと名付けたの」


　蜃気楼の屋敷──エルミナと、そして契約者たちの住まう居場所──そして一年前、エミリオが消してしまった景色──エルミナとエミリオが共有する夢の景色──その正体がここを覆おおう幻。


「今映し出されてるのは眠り姫の夢ではないの。エルミナとエミリオは揺り籠の表と裏を繫つないでしまった。〈アルス・マグナ〉は強い思い出に引かれている。今なら、フォルの記き憶おくを映しているの」


「で、でも、それならば最初の幻は一体なんだと言うんですの？」


　エミリオは収穫祭サーウインの夜を知らない。見てみたいとは思ったがエミリオの知る景色ではない。そしてあのときのカナメがそんな景色を思い返していたとは思えない。思い出すまでしばしの時間を必要としたのだから。


　それでもフォルは首を横に振った。


「それは〈アルス・マグナ〉にとって、大した問題ではないの」


　──あれの本質は〝記憶〟じゃ。この世界の全すべての記憶を記録しておる──


　かつてカナメが語った〈アルス・マグナ〉の正体。


　そしてエミリオ──つまり眠り姫が望んだ景色が収穫祭サーウインの夜だったのだ。エミリオが望めば、それだけで〈アルス・マグナ〉には十分だったのだ。


　──でも、〈アルス・マグナ〉はわたくしの手を離はなれてしまいましたわ。


　エミリオが呻うめいていると、フォルは幻のクリスへ視線を向ける。


「これはフォルがこの男を初めて見た日の記憶」


　その言葉を合図にしたように、店の中に客が入って来た。


「姉様……？」


　そこに現れたのは、エミリオと同じ顔をした少女だった。かつては奥ゆかしくも表情は豊かだったそれは、不動の無表情に変わり果てていた。


　──これが、普段の姉様なんですの……。


　こみ上げてくる罪悪感。姉がこうなった原因の一いつ端たんはエミリオにある。負い目を感じずにはいられなかった。


　続いて、燕えん尾び服ふく姿の男が二名、入ってくる。片方は丸メガネをかけた少年で、もう片方はフニャリとゆるみきった表情の青年だった。マルクとドミニクである。


　クリスの姿を認めると、マルクは錯さく乱らんしたように暴れ出した。どうやら兄きよう弟だい仲は良くないらしい。


「や、やれやれだな。また景色が変わった。……これは貴様か？」


　ヨシュアが幻の少女を眺めてそう尋ねる。心なしか、慌あわてているように見えた。それもすぐに不ふ遜そんな態度に隠かくされてしまうが。


「エミリオ、という名前がありますわ。それと、これはわたくしではありません。わたくしの姉様ですわ」


「ほう、顔は同じでも、ずいぶんと印象が違うものだな。こいつの方は貴様と違って慎つつしみがありそ──すみませんでした！　エミリオお嬢じようさんも非常に慎み深ぶかいと思われます！」


「……空気の読めない方ですわね」


　追加された能力の中に爆ばく弾だんの能力があった。手の平で小鳥を作って破は裂れつさせる力だ。ヨシュアの目の前で炸さく裂れつさせると、彼は従順に頭を下げた。


　ヨシュアに冷ややかな視線を投げかけてから、エミリオは頭を振った。今は、この状況──制せい御ぎよ不能の〈アルス・マグナ〉を、どうにかしなければならない。


　幻まぼろしを眺めていると忘れそうになるが、ここは走行する列車の中なのだ。パニックを起こして逃にげ惑まどう乗客が、いつ列車から転落するともしれない。


「フォルちゃん。マルクのお兄様を捜すというのは分かりましたけど、どちらにいらっしゃいますの？　ここは列車の中なんです。クリスさんを捜すのは難しいことですわ」


「この人間はすぐ近くにいるの」


　すぐ近く──同じ列車に乗っているということらしい。


　──ですけど、フォルちゃんはともかく、その〈器〉を持ったクリスさんまで都合良く同じ列車に乗っていることなんてあるんですの？


　訝いぶかるエミリオを余よ所そに、フォルは骨こつ董とう品ひん店の出口を示す。


「この先なの」


　エミリオは僅わずかな躊ちゆう躇ちよの後、フォルの指示に従った。骨董品店の扉とびらは列車自体の扉と同じ位置にあるらしく、自然に開くことができた。


　扉の向こうにはロックウォールの雑ざつ踏とうが広がっていた。ここで人間とぶつかれば突つき飛とばされることを思い出し、エミリオはにわかに怯ひるむ。フォルはエミリオにはついてくるが、自分から進もうとはしないので、ここから一歩を踏ふみ出すには少々勇気が必要だった。


　気を落ち着けていると、ヨシュアの姿が消えていた。逃げ出したのかと思い、周囲を見み渡わたして、まだ骨董品店の中に残っている彼を見つけた。


「ヨシュアさん？　なにをしていらっしゃいますの？」


　エミリオが声をかけると、ヨシュアはビクリと身を震ふるわせた。それから狼ろう狽ばいを取り繕つくろうように鼻を鳴らす。


「なに、この幻がいきなり銃じゆう器きを抜ぬいたのでな。少し驚おどろいただけだ」


　見れば、金きん髪ぱつの神父がマルクたちから銃や銀ナイフを突きつけられていた。確か、ヨハエルという名だったはずだ。


　それを眺めてから、もう一度ヨシュアに視線を戻もどす。それから優やさしく微笑した。


「──わたくし、噓うそは嫌きらいですわ」


　今度こそ、ヨシュアは大きく目を見開いた。


〈ハヌ・マーン〉がエミリオに見せたヨシュアの思考は、全く違うものだった。懐かい古こと妄もう執しゆう。親しみと、そして僅かな後こう悔かい。いくつもの感情が入り交じっていたが、そこに銃器や周囲の人間は含ふくまれていなかった。


　ヨシュアは小さく舌打ちすると、渋しぶ々しぶ語り始めた。


「俺にも惚ほれた女というものがいたんだ。だが、見ての通り俺は出で来き損そこないだったもんでな。相手は高たか嶺ねの花だった」


　色いろ恋こい沙ざ汰ただとは思わず、エミリオは好こう奇き心しんと気まずさの入り交じった視線を向けた。


「そ、それからどうなりましたの？」


　……好奇心だけだった。


「言ったろう？　高嶺の花だったと。すぐにやりとりを禁じられたさ」


　それから、少しだけ満足そうな笑えみを浮うかべた。


「だが、この仕事が終われば会えるはずだ。……ここまで来るのに、七年かかった。多少は、感傷にも耽ふけるさ」


　そう言って、ヨシュアは姉の幻に目を向けた。懐なつかしそうに、そしてどこか悲しげに。


　姉の──貴族の娘むすめの姿に、昔のことを思い出していたらしい。どちらにしろ、語りたいことではなさそうだ。エミリオはスカートの裾すそを持ち上げて頭を下げた。


「答えにくいことをお訊ききしたことは、お詫わびしておきますわ」


　誠実に謝ると、ヨシュアは驚いたような顔をした。それから焦あせったように視線を逸そらす。


「ここから抜け出すまでは、協力するんだろう？」





　目の前にはほこり臭くさい街並みと、そこに溢あふれかえる人混みが広がっている。しかしここは実際には列車の中なのだ。通路なのだろう道を、壁かべの感かん触しよくだけを探さぐっていく。


　──ですけど、この揺れはどういうことですの？


　幻はまったく揺れていないが、エミリオが歩く地面──現実の列車の床ゆかは、立っているのも困難なほど揺れている。幻をどうこうする以前に、前進そのものが難しくなっていた。


　当然、幻の通行人に注意を向ける余よ裕ゆうなどなく、たびたびぶつかりそうになるが、その都つ度どヨシュアが振り払はらってくれた。泥どろ棒ぼうなのか人ひと攫さらいなのかは分からないが、彼はエミリオよりは注意力があるらしい。


　そうしてのろのろと進むこと十数分。エミリオはさすがに眉まゆを顰ひそめた。


「カナメさんが、どこにもいませんわ」


「さっきの女のことか？　逃げられたんだろう。こんな状況だ。保身に走ってもしかたがないさ」


「それはあり得ませんわ」


　エミリオは即そく答とうした。カナメがエミリオと姉の体を置いて逃げることはあり得ない。そして彼女ほどの契けい約やく者しやが、ヨシュアを相手にそう易やす々やすと撒まかれるとは思えない。なにか別の厄やつ介かいに巻き込まれているのではないだろうか。


　強い口調でエミリオが返すと、ヨシュアは怯ひるんだように身を退ひいた。それから面おも白しろくなさそうに呟つぶやく。


「ふん。こんなところではぐれては、そうそう会えはせんだろう」


「……少しは、責任を感じていただきたいものですわ」


　批ひ難なんの声を投げかけつつ、エミリオは深いため息を漏もらした。


　──ただでさえ、カナメさん、様子がおかしかったのに……。


　姉のことを尋たずねたとき、カナメは答えられないことがあるといった。そしてそれは彼女にとって相当な重荷のようだった。あの気の強いカナメが見せた泣き出しそうな顔が、思い出されてしまう。


　──姉様に、なにがあったんですの？


　エミリオが姉の体を使っていることに関係があるのだろうか。それとも姉の婚こん約やく者だという、ヴィルヘルム枢すう機き卿きようのことだろうか。


　カナメは強い。技量ならば屋敷の契約者の中でも突き抜けた存在だろう。以前、エミリオは彼女を手玉に取ったことがある。しかしそれはカナメがエミリオに剣けんを向けるわけにはいかなかったことと、〈アルス・マグナ〉の防衛機能ゆえ能力が使えないという不利ハンデイがあったからに外ほかならない。


　もしも、カナメとエミリオに主従関係がなく、ただの敵同士だったとしたなら話は違ちがっただろう。


　そんなカナメだが、心は見たままの十七歳の娘むすめなのだ。


　──なんとも難しいものなのじゃな。そ、その……、つ、付き合う、というものは──


　そんな、十代前半のような初う心ぶな言葉を口にする、普ふ通つうの娘だったのだ。


　エミリオはすでにたくさんのものに守られている。姉を守る存在も同じ数だけある。だが、カナメにはなんの支えもない。唯ゆい一いつにして一番大きな支えだったはずのマルクは、ここにはいないのだから。


　──もう、姉様のときのようなことはしたくありませんわ……。


　エミリオは姉の孤こ独どくに気づくことができなかった。だから姉は今、無表情になってしまった。カナメと姉はどこか似ている。姉のときの失敗を繰くり返したくない。


「エミリオ、泣いてるの？」


　気がつくと、フォルがエミリオの顔を見上げていた。


　慌てて目元を拭ぬぐい、なんとか笑顔を取り繕おうとして、失敗した。それから、観念したように答える。


「先ほどの、姉様。人形みたいに無表情でしたわ。あれは、なにか嫌いやなことがあったからではなく、普ふ段だんからそうなのです。……姉様をあんなふうにしたのは、わたくしなのです」


　泣き出したいのを堪こらえてそう言うと、ヨシュアがフンと鼻を鳴らした。


「依い頼らいの概がい要よう程度にしかお前たちのことは知らんが、お前一人がなにかしたところでなにかが変わったとは思えんな」


「……それでも、姉様に手を差さし伸のべられたのはわたくしだけだったはずなのです」


　呻うめくようにエミリオがそう言うと、ヨシュアは意外そうに振ふり返った。


「監かん禁きんでもされていたのか？」


「それに近かった……と、言えますわ」


　病弱だった姉は、幼いころはベッドから下りられること自体が少なかった。父から逃のがれる術すべはなかったのだ。その一番側そばにいた人間はエミリオだった。なのに、エミリオは姉の孤独を理解してやれなかった。


　姉は、エミリオを恨うらんではいない。それでも、簡単に割り切れる問題ではないのだ。


　ヨシュアはしばらく悩なやむように黙だまり込んでいたが、やがて大したことはないだろうというようにこう言った。


「だが、今は籠かごの外には出られたのだろう？」


「それは、そうですけれど……」


「ならば手を差し伸べる人間はきっといる。あとはそいつにその手を摑つかむ意志さえあれば良い。今さらお前が気にしてどうにかなるわけでもないだろう」


　自分は無力だと言われたのかと思い、声を荒あららげようとしてふとエミリオは気付いた。


「もしかして……励はげましてくれていますの？」


「知るか」


　八つ当たりのように幻の通行人を砕くだくと、ヨシュアはズンズンと進んでいく。


　小さく笑みを溢こぼすエミリオに、今度はフォルが手を握にぎってきた。





「大丈夫なの。エルミナは可哀かわい相そうな子じゃないの」





　その言葉とともに、世界はガラスのように砕け散った。
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「……髪かみを切ったのかね」


　陽光差し込む早朝のテラス。カップを並べるマルクにぼそりとそう呟いたのは、主あるじのエルミナだった。


　夜の月を思わす金色の髪と翠すい玉ぎよくの瞳ひとみ。ガラス細工のごとく線の細い体つき。人形のように整った顔立ちには、珍めずらしくこちらの様子を窺うかがうような色が浮かんでいる。本日のドレスは深ふか紫むらさき色いろだった。


　一方マルクの方は、いつもと変わらぬ燕えん尾び服ふくに愛あい嬌きようのある丸メガネ。いつもと違うのは焦ブげラ茶ウ色ンの髪がいささかすっきりしているところだろう。


　マルクがこの屋や敷しきにきてから三ヶ月が経たつ。その間、定期的に髪は切り揃そろえていたのだが、毛の量というものは増していく。そろそろ野暮くさくなっていたのでまとめて透すき直したのだ。髪かみ型がた自体はあまり変わっていないはずだが、エルミナは鋭するどく見み抜ぬいていた。


　内心驚きながらも、困ったような笑みを浮かべて丁てい寧ねいに腰こしを折る。


「ええ。少し鬱うつ陶とうしかったものですから」


「……街に、手入れができるものがいるのかね」


「理り髪はつでございますか？　私は自分でやっておりますが」


　エルミナは大きく瞬まばたきをした。


「……君は、自分で切るのかね」


「そう珍しいものでもありませんよ」


　理髪師という職は昔から存在するが、フロアティナには髪型に関する法律がない。それゆえ収入の低い庶しよ民みんは、わざわざ理髪所まで行こうとは考えない。


　ラチナスやキョクトでは髪型に対する法律があり、需じゆ要ようがあるので料金も安定しているのだが、この国では金持ちしか理髪師に頼たのまないため、料金も高くなっている。庶民は離はなれていく一方である。


「エルミナは、やはり理髪師のような方に頼んでいたのですか？」


　小さく首しゆ肯こう。


「……定期的に理容術の専門家が屋敷まで来ていた」


　わざわざ理髪師を屋敷まで呼びつけていたらしい。


「エルミナが頼むような理容師なら、一いつ般ぱんの理髪師とはやることが違うのでしょうか？」


「……さあ。本来は父の髭ひげを整えに来ていたものだ。私からなにかを言ったことはないから、分からない」


　相変わらず、上流階級の娘だというのに自分のことには無む頓とん着ちやくである。


　苦く笑しようを漏らすと、エルミナは翠玉の瞳を向けていた。それはいつもの無表情とは若じやつ干かん異なり、なにか言いたげに見えた。


「どうかなさいましたか？」


「……そろそろ髪が重たくなってきた。私も髪を切ってもらいたい」


「切られるのですか？　私としてはそのまま伸ばした方が……？」


　エルミナが髪を切るのは問題ない──これだけ見事な金きん髪ぱつなのだ。できれば伸ばしてもらいたい──が、マルクに向けられた瞳にはなにか期待するような色が浮うかんでいた。


　マルクの微笑がにわかに引きつった。


「もしや、私に切れと……？」


　なんの迷いもなく頷うなずくエルミナ。


　マルクは確かに自分の髪を切っているが、それは整せい髪はつ剤ざいで整えるのに邪じや魔まな分を切っているだけなのだ。紛まぎれもなく素人しろうとである。上流階級の娘むすめの髪に触ふれて良いはずがない。


「お待ちください。私はそちらの技術は持ち合わせておりません。エルミナの髪に触れるわけにはいきません」


「……君の髪は綺き麗れいに整えられているように見える」


「これはただ単に整髪剤でまとめているのです。誰だれでもできることです」


「……私はそれで十分なのだが」


　何故か語ご尾びは尻しりすぼみになって聞き取れなかった。しかし、エルミナの無頓着ぶりは少々問題である。


　マルクはずり落ちた丸メガネを押し上げると、踵かかとを揃えて背筋を伸ばす。


「お嬢じよう様さま。お嬢様はヴァレンシュタイン家の御当主であらせられます。ご自分の身だしなみに、そのようないい加減な気持ちでいられては困ります」


　毅き然ぜんとして言い放つと、エルミナは何故か傷ついたように俯うつむいてしまった。


「……いい加減な気持ち、ではない」


　その声は批難とも嘆なげきともつかない響ひびきを含ふくんでいた。


　なにか自分がとてつもなく酷ひどいことを言ったような気分になったが、マルクはなんとか毅然とした態度を取り繕つくろった。


「理髪をお望みでしたら、私などより腕の良いものを手配いたします」


「……そう」


　まったくもって逆効果だったらしい。エルミナの声はなおさら沈しずんでいた。


　その後、マルクがどう声をかけようともエルミナの表情が──元々変化に乏とぼしいが──明るくなることはなかった。
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「理髪じゃと？」


　地下の厨ちゆう房ぼうにて、マルクは小声でカナメに声をかけていた。朝のこの時間、料理人のセリアは忙いそがしくて気が立っている。騒さわいでいれば痛い目に遭あわされるのは目に見えている。部屋の隅すみで極力静かにするのは常識だった。


　頭とう髪はつの生はえ際ぎわからまつげにいたるまで純白の容姿。瑠璃猫ドミニトンを思わす切れ長の双そう眸ぼうには緑がかった黒の瞳。薄茶ベージユ色いろのシャツと群ぐん青じようのスカート、そして真っ白な前まえ掛かけ。カナメは屋敷の裁さい縫ほう師しである。


「はい。実は────」


　刃は物ものの扱あつかいに関して、カナメの右に出るものはいない。それに彼女も年とし頃ごろの娘である。この純白の髪とて綺麗に手入れされているのだから、理髪もできるのではないだろうか。


　マルクが期待を込めて先ほどのいきさつを打ち明けると、カナメは困ったように答えた。


「私は髪などいじったことがない。理髪などと言われても、なにをすれば良いのか分からぬぞ」


「……はい？」


　陽の光に当たれば七色に輝かがやく白髪。程ほど良よく透かれており、美しく手入れが行き届いているというのに、なにを言うのか。


　マルクが間の抜ぬけた声を漏もらすと、カナメはどこか批難するような眼まな差ざしを向けてきた。


「おんし……。私がここに来るまでものに触れられなかったのは知っておろ？　髪は呪符を織るのに必要だから伸ばしておったのじゃ。櫛くしで梳すく以上の手入れをしたことはない」


「ええ？　そ、そんなことでそのように美しく整うものなのですか？」


　マルクが真しん剣けんな表情でそう言うと、カナメは何故か紅甘実アポルロのように顔を赤く染めていた。自分はなにか妙みようなことを言っただろうか？


「ほ、放っておいたらこうなったのじゃ。わ、私がなにか努力したわけではない」


　やはり生まれ持ったものというのは存在するらしい。


　──まあ、カナメの場合は、ありのままの方が良いのでしょうね。


　優ゆう柔じゆう不ふ断だんと自覚しつつも、カナメのように美しい娘に対して、マルクもなにも想おもわないわけではない。好意を訴うつたえないにしても、やはり側にいたいとは思う。


　マルクが満足そうに頷いていると、カナメはあたかも裁縫で刺し繡しゆうを頑がん張ばったのだと自じ慢まんするように言葉を続けていた。


「わ、私が努力したことといえば、どう振るえば一番刃物に負担を掛かけずにものを斬きれるかなどであってじゃな……」


　──どうやら、相談する相手を間ま違ちがえたようですね……。


　マルクが疲つかれたため息を漏らすと、隣となりに佇たたずむ別の使用人が恍こう惚こつとした表情をしていた。


「貴公はありのままで美しい。刃物を振るう姿も美しいとは認めるが、黒を身につけるべきだと我は思う」


　そう呟つぶやいたのはワンピースから前掛け、ヘッドドレスに至るまで黒くろ塗ぬりの少女だった。顔半分には舞ぶ踏とう会のような仮面をつけており、もう半分には涙なみだの形をした不気味な化粧メイク。医師兼けん庭師助手のジェノバである。


　ジェノバの存在に気づいて、カナメはマルクの背後にそっと身を隠かくした。カナメは同性であるジェノバから求愛されている。彼女には耐たえ難がたい現実らしい。


　こうして背中に隠れる姿は愛らしいと思うのだが、先ほどの言動からも分かるように、カナメはこれ以上追おい詰つめると刃物でものを語るようになる。


　仕方がないので背中にカナメを匿かくまいつつ、マルクは問いかける。


「ジェノバ。あなたは理髪などはどうしているのですか？」


「我は自分で切っているぞ。能力を使う度たびに伸のびるのでな。わざわざ〝契けい約やく者しや〟の理髪師を探すのも骨が折れる」


　ジェノバの能力は血液を変異させることで、身体能力を操作することができる。どうやら毛もう髪はつにも影えい響きようを与あたえていたらしい。


　対人恐きよう怖ふ症しようゆえ契約者以外にはまともに接することができないジェノバだが、物事は尋たずねてみるものである。彼女はこれで化粧メイクさえしていなければ美しい娘であり、彼女なりの美意識──マルクには理解できないが──に基もとづいて身なりにも気を遣つかっている。エルミナの髪を任せて問題ないだろう。


「でしたら、エルミナの髪も面めん倒どうを見てはいただけませんか？」


　頼み込むと、ジェノバは何故か怯ひるんだように身を退ひいた。


「……？　どうかなさいましたか？」


「ふ……。貴公ともあろうものが異なことを言う。着き替がえを手伝う程度ならともかく、髪を切るような恐おそろしい真ま似ねが我にできると考えているのか？」


「恐ろしいですか……？」


　テーブルの下に隠れ、ジェノバはガタガタと震ふるえながらそう訴えた。


「恐ろしいとも。エルミナ嬢じようはやはり契約者ではないのさ」


　マルクは頭を抱かかえた。


　ジェノバは対人恐怖症である。普ふ通つうの人間に対しては、棺ひつぎに閉じこもらなければ会話すらできない。契約者ならば抵てい抗こうを感じないらしく、エルミナやドミニクも契約者寄りの〝におい〟がするため例外だったのだが、完全ではないらしい。


　カナメもジェノバも当てになりそうにない。となると、やはり街まででないと仕方がないだろうか？


　そう考えていると、厨房の扉とびらがギイッと音を立てて開いた。


「あれ？　マルクさんたち、なにかあったんですか？」


　扉を開けたのは小さな少女と、長身の青年……のように見える年ねん齢れい不ふ詳しようの男性だった。


　少女の方は大陸先住民クーラン特有の褐かつ色しよくの肌はだに琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。群青のワンピースの上には真っ白な前掛けとヘッドドレス。ただし、その頭はピンピンと跳はねた癖くせ毛げで、手入れが行き届いているとは言い難い。


　男性の方は燕えん尾び服ふくに身を包み、完かん璧ぺきに身だしなみを整えているにも拘かかわらず、どこまでもゆるみきった空気を垂れ流している。


　侍じ女じよのアイシャと家令のドミニクである。別に隠すようなことでもないので、マルクが素す直なおに話すと、アイシャは感かん慨がい深ぶかそうにため息を漏らした。


「ああ……。そうでした。あれからもう、四ヶ月も経たってるんですね」


「あれから？」


　マルクが首を傾かしげると、ドミニクが珍めずらしく困ったような表情を浮かべて答えた。


「うん。もうみんな知ってると思うけど、エルミナお嬢様は元々エミリオお嬢様と同じくらい髪を伸ばしてたんだ。……それがね。契約者を集めることを決めたときに、切っちゃったんだ。ばっさりとね」


「止める暇ひまもなかったんですよね……」


　深いため息を漏らすドミニクとアイシャ。彼らはマルクがこの屋や敷しきに来る前から、エルミナに仕えている使用人である。エルミナとのつき合いも長い。それ相応に辛つらい場面も見ている。


　そんな話を聞きながら、マルクは別のことを考えていた。


　──そうですか……。エルミナは、やはり元々髪を伸ばしていたのですか。


　どうやら自分は長い髪に惹ひかれているらしい。そのころのエルミナに会ってみたかったというのが感想だった。


　マルクがそちらに思いを巡めぐらせていると、ドミニクが納なつ得とくしたように頷いた。


「これから伸ばすにしろ短くするにしろ、四ヶ月も伸ばしっぱなしじゃ髪も重たくなるよね。確かに一度きちんと手入れした方がいい。マルク君、今日は屋敷の方は良いから理り髪はつ師しさんを見み繕つくろってきてくれないかな」


「かしこまりました。やはりその方がよさそうでございますね」


　そう答えつつも、マルクは何故か胸の中に不安にも似た奇き妙みような感覚を覚えた。


　──本当にこれでいいのでしょうか？


　そんなマルクの様子をどう見たのか、カナメがなにか言いたげな視線を送っていた。通りの隅から様子を窺うかがう子こ猫ねこのようである。


「ふ、ふむ。お、おんしもやはり、髪は手入れするべきじゃと思うのか？」


「まあ、それは綺き麗れいな方が良いのではありませんか？　女性にとって髪は大切なものでしょうし」


　そう答えると、カナメはどこか慌あわてたような様子で姿勢を正す。


「し、仕方がないの。では私もついて行ってやるのじゃ」


「……何な故ぜです？」


　文脈がかみ合っていないように思えて首を傾げると、カナメは憤ふん慨がいしたように瑠璃猫ドミニトンの双眸を細めた。


「た、たわけ。男のおんしでは、女子の髪を扱う理髪師の善よし悪あしなど分からぬであろ」


「それを言うのならばあなたも……いえ、なんでもありません」


　何故かそれ以上言えば殴なぐられるような気がして、マルクは言葉を控ひかえた。


「待つがよい。街へ行くならば寄ってもらいたい店がある」


　いつの間にかテーブルの下から出てきたジェノバだった。


「なんの店ですか？」


「ただの金物屋さ。棺を修しゆう繕ぜんに出していたのだがな。なかなか取りに────」


「──お断りいたします」


　最後まで聞くことすらなくマルクは即そく答とうした。


「貴公には、人情というものが欠落しているように思える」


「なにを言うのです。あんな重たいものを抱かかえられるわけがないでしょう？　それ以前にあんな怪あやしいものを持ち歩きたくはありません。郵送を頼たのめばよいではありませんか」


　対人恐怖症のジェノバはもちろん街でまともに店に入ることもできない。彼女の事情は分からないでもないが、無理なものは無理である。


「これは異なことを言う。この屋敷の住所など我は知らぬ」


　ここは蜃しん気き楼ろうの屋敷。許可なきものの目には映ることさえなく、部外者が踏ふみ入ることはできない。エルミナの取引相手ならばともかく、住所を知っている人間は少ない。雇やとわれたばかりのジェノバが知らないのも無理はなかった。


「ああ、そういえば一度広告に載のせたきり、ここの住所はどこにも届けてないんだったねえ。街の住所録にくらい申しん請せいしとくべきかな」


「なるほど。それならば仕方がありませんね。いっしょに取りに行って差し上げますから、あなたもついてきなさい」


　マルクがそう言うと、何故かカナメが縋すがった手を振ふり払はらわれたかのように大きく目を開いた。そして──


「ぐあ──っ？」


　思い切り足を踏みつけられた。


「唐とう変へん木ぼくめ……」


　マルクが涙ぐんでいると、ジェノバがカナメへすり寄っていた。


「街へ行くのは恐ろしいが、貴公が隣にいるならば我は堪たえてみせよう！」


「うるさいたわけ！　それ以上私に近づくでない。そもそもなにゆえおんしの棺かん桶おけなど取りに行かねばならぬのじゃ」


「そうは言うが、我の棺を壊こわしたのは貴公なのさ。我をこのような体にした責任を取るが良い」


「おんしの人見知りは元々であろ。不ふ埒らちなことを言うでない！」


　そうして、マルクはカナメとジェノバを連れて街まででかけることになった。





「──あ、あのさ。俺、髷まげ結ゆったりできるし、理り髪はつとかも少しくらいできるぜ？」





　誰だれにも気づかれることなく、ひっそりと厨ちゆう房ぼうの片かた隅すみに腰こし掛かけていた従僕のオウマが勇気を出してそんなことを呟いた。哀あわれなことに、カナメとジェノバの騒さわぎで誰の耳にも届かなかったが。
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　ひとまず、棺がないとジェノバはまともに歩くこともできない。仕方がないので最初に金物屋に行くことになった。


「しかし、よくあんな怪しいものを引き受けてくれる店がありましたね」


「なに。我と志をともにするものが快く引き受けてくれたのさ」


　ジェノバと志をともにできるのだから、きっと狂きよう信しん的てきな黒の信者なのだろう。あるいは同性愛者かもしれないが。


　話ながらも、ジェノバは背はい後ご霊れいのごとくカナメの背中にピタリと張り付いていた。対人恐怖症を知っているからか、あるいは棺を壊した責任を感じているのか、今はカナメもそれを許していた。


　そうしてたどり着いたのは、街の南にある大きな通りだった。こちらはマルクもあまり来たことがない。製造工場などが密集している区画だった。あまり女性連れで立ち入る場所ではない。


　目的の店は機械の修理工場で、ボルトや金属片がそこら中に散らばっていた。掃そう除じが大変そうだなどと思いつつ、マルクはそっと建物の扉を押し開け──そのまま閉めた。


「ど、どうしたのじゃ？」


　扉を閉めたマルクは、そのまま泣なき崩くずれるように蹲うずくまっていた。なんの間ま違ちがいか、恐ろしいものを見てしまったのだ。自分が幻げん覚かくを見ているのだと思いたかった。


　マルクは消えてなくなりたい衝しよう動どうにかられながらも、なんとか最悪の事態を回かい避ひしようと口を開く。


「……どうやら、ここは倒とう産さんしてしまったようです」


「そうは見えぬが……、中になにかあるのか？」


　マルクが制止する間もなく、カナメは警けい戒かいの表情を浮うかべて建物の中に踏み入っていた。


「あら？　お久しぶりねカナメさん。それにジェノバちゃん」


　扉を開けるなり、甘ったるい香こう水すいのにおいが漂ただよってきた。


　そこにいたのは、縦に巻いた長い髪に、真っ赤なドレスに身を包んだ女性……に見える人物クリスだった。格好は立派な淑しゆく女じよなのだが、彼は正しよう真しん正しよう銘めい、男である。


「なんじゃ。おんしか。マルクの兄──」


「いや──────っ！」


　マルクはとうとう乙女おとめのような悲鳴を上げて泣き出してしまった。彼の存在はマルクには重たすぎるのだ。


「ぎゃあぎゃあうるさいわねえ。男が泣いても可愛かわいくはないのよ？」


「くう──っ！　お黙だまりなさい。何故あなたがここにいるのです。帰ったのではなかったのですか？」


　涙なみだを拭ぬぐいながら、マルクは悲痛な声で叫さけんだ。クリスは先日アイシャが誕生日を迎むかえたおり、エルミナに用事を頼まれてやってきた。そのまま帰ったはずなのに、何故未いまだにここに存在しているのか。


「ジェノバちゃんから棺ひつぎの修理を頼まれたからだけど？」


　平然と答えるクリスに、マルクは自分のメガネが割れたような錯さつ覚かくを憶おぼえた。


　──この娘むすめのせいですか……！


　引きつった笑えみを浮かべ、マルクが憎ぞう悪おを込めて振り返ると、ジェノバはスクラップの山の陰かげに隠かくれた。


「ふ……。貴公の兄だというから我も信をおいたのさ。なにより男だというにも拘わらず婦女子に扮ふんするこの心意気には、敬意すら覚える。我もカナメ嬢じようのためならば男装しても──おばっ？」


　カナメが地面に転がっていたパイプを投げつけた。


　なんでも先日クリスが屋敷にやってきたとき、ジェノバとも会話をする機会があったらしい。それで棺の修理を頼まれたのだ。今日取りに来ると知ってわざわざ出で迎むかえにきたようだ。よく見れば建物の奥には従業員らしい男たちが不ふ審しんそうな視線を向けてきている。


　やがて、クリスは奥から荷台に載のせた棺を運んでくる。鋼鉄製で、ジェノバ一人が入るにはあまりに大きな棺である。


「素す敵てきな棺ね」


「分かるのか。貴公は目が利きくようだ」


　ため息を漏もらすマルクをよそに、ジェノバは蓋ふたを開いて内部の確かく認にんを始める。


　この棺が巨きよ大だいなのは、中に複数の凶きよう器きが内蔵されているからである。ジェノバが普ふ段だんから愛用するのは十じゆう字じ架かの形をした連接棍棒モーニングスターで、カナメに壊されたのだがこちらも完全に修復されている。いや新たに打ち直したのだろう。


　マルクが呆あきれながらその様子を眺ながめていると、カナメが何故か興味深そうにクリスの髪かみを触さわっていた。


「あら、カナメさんもこういった髪に興味があるのかしら？」


「そ、そういうわけではない。その、エルミナが髪を切りたいなどと言っているからじゃな。一体、どのようにすれば良いのかと……」


「なるほど。──死になさいマルク」


　何故か、クリスはスカートの中から拳けん銃じゆうを取り出すと、躊ちゆう躇ちよなくマルクに向かって発はつ砲ぽうした。


　ドンッドンッドンッ──立て続けに三発。避よけるのが面めん倒どうくさかったマルクは、足あし下もとの影かげに語りかけた。


　マルクの能力は〝影〟である。己おのれの影を操あやつり、他者の影を拘こう束そく、あるいは破は壊かいする。撃うち出された弾だん丸がんは、マルクに届くことなく宙で静止していた。


　ずり落ちた丸メガネを押し上げながら、マルクは迷めい惑わくそうな声を上げた。


「いきなりなにをするのです」


「女の子が髪を切るときなんて一つしかないわ。エルミナさんを泣かせた男が生きていていいわけがないでしょう？」


「べ、別に泣かせたわけではありません。ただ単に、髪が伸のびてきたから一度理髪したいと言い出しただけです」


　泣かせたわけではないが、暗い顔をさせたのは事実である。マルクは内心の動どう揺ようを押し殺してなんとかそう答える。


「ふうん……。エルミナさんの理髪ねえ。あんた、理髪師に当てなんてあるの？」


「そ、それを探さがしにきたのです」


　マルクがそう言うと、カナメがクリスの髪を握にぎったまま問いかけていた。


「おんしは、この髪をどうやって手入れしておるのじゃ？」


「あたしは顔なじみの理髪師に頼たのんでるわ。……なんなら、紹しよう介かいしましょうか？」


　カナメは何故か瞳ひとみを輝かがやかせた。


「良いのか？　頼むのじゃ」


「ちょっとお待ちなさい。あまり屋や敷しきから離はなれるわけにはいきませんよ？」


「ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶよ。この街に住んでる人だから。ただ……」


「ただ？」


「彼、ちょっとスランプ中なのよね。なんとかしてあげられないかしら？」


〝彼〟ということは理髪師は男性なのだろう。クリスが男の心配をすることを不思議に……いや気味が悪いと思いつつも、他ほかに心当たりがあるわけでもない。


「仕方がありません。その方を紹介していただけますか？」


　理髪師の目星をつけられそうである。だというのに、マルクが抱いだいたのは歓かん喜きではなく罪悪感のような気持ちだった。


「どうかしたのか？」


　いつのまにかクリスは建物を出ていた。マルクはなんでもなさそうに首を横に振った。


「少し考え事をしていただけです」


　──なんでしょう、この気持ちは……。


　首を傾かしげながらも、マルクはクリスの後を追った。
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「意外に、まともな家ですね」


　クリスに案内されたのは、コンクリート造りの大きな建物だった。二階建てだが、上の階は特に物もの影かげも見えず、中の様子は分からない。一階の方は理髪所になっているようだ。


　なにも理髪師に偏へん見けんを抱いているわけではないが、クリスの知り合いにまともな人間がいるのが不思議だった。


「そうね。あたしはもっと個性的な家にすべきだと言っているのだけどね」


　──ああ、クリスの知り合いがおかしいのではなく、クリスと知り合うとおかしくなるのですね？


　やはりこの男と関かかわってしまうとみんな不幸になるらしい。マルクが同情の念を送っていると、クリスが建物の扉とびらに手をかけていた。


「閉まっているように見えますが？」


「ずっとここに閉じこもっているのよ」


　マルクは首を傾げた。


「……奇き妙みような話ですね。相手は女性ではないのでしょう？　何な故ぜあなたがそうまで男性のことを気にかけているのです？」


　女性のためならば不可能も可能にするが、男性のことは踏ふみ台だい程度にも考えない。それがクリスである。


　クリスが諦あきらめたようなため息をつく。


「彼……フィガロはね。神の腕うでを持つとまで言われた天才理髪師だったの。それがスランプに陥おちいったのは、あたしのせいなの。いくらあたしでも、少しくらい責任は感じるわ。お世話になっている方でもあるし」


　どうやら、またクリスに関わって不幸になった人間がいるらしい。マルクは初めて使命感を抱いた。


　鋼鉄の棺は扉を潜くぐれない。不服そうな顔を見せるジェノバに棺を下ろさせ、マルクたちも建物の中に足を踏み入れる。


　中には無数の椅い子すが並んでいた。ベンチのような安物ではなく、角度を変えられる上等な背もたれがある。


　床ゆかも棚たなも綺き麗れいに掃そう除じされており、放置されているわけではないことが窺うかがえる。現在はスランプのせいで休業中なのだ。従業員がやっているわけではないだろう。その点から理髪師の職業意識というものが垣かい間ま見られる。


　マルクが室内を観察していると、クリスが声を上げていた。


「フィガロ、いる？　あたしよ。クリスティーナよ」


　クリスティーナという名を聞くだけで胃が痛くなるような感覚を覚える。クリスの呼びかけに、二階から消え入るような声が返ってきた。


「二階だ。上がってくれ」


　声は意外に若いものだった。いっそ幼いと言った方がよいかもしれない。落ち込んでいるせいか、恐おそろしく気弱そうに聞こえた。


　クリスは店の奥へと進み、階段に足をかける。マルクもカナメとジェノバに向かって一つ頷うなずくと、その後に続いた。


　二階へ上る階段は木製で、ヴァレンシュタイン家のものと見比べてもそれほど見み劣おとりするものではない。コンクリートの建物の中にこんな上等な階段があることに違い和わ感かんを覚えながらも階上へ到とう着ちやく。


　二階は、壁かべや仕切りがなく、だだっ広い大広間となっていた。


　その光景を見てマルクは────





　やはり、人選を誤ったと思い知った。





　部屋の中にはクピードの花が置かれていた。クピードというのは幾いく重えにも重なる花弁を持った美しい花で、愛や情熱を訴うつたえる象しよう徴ちようとされている。


　花束もあれば、花か瓶びんに生けたものもある。よくよく見れば鉢はち植うえも。色も赤が大半ではあるが、白、紫むらさき、黄、黒等々。クピードの花に青は存在しないが、それ以外の全ての色が揃そろっている。


　そういったクピードの花が──部屋中に、敷しき詰つめられていた。


　にわかに、理解しがたい光景である。この部屋はヴァレンシュタイン家の玄げん関かんホールと同等……いや、それ以上の広さがある。そこに足の踏み場ばもないほどクピードの花が敷き詰められているのだ。


　そしてなにより異常なのは、そのクピードの園のど真ん中に、片かた膝ひざを抱かかえて椅子に腰こし掛かけている青年がいる点である。


　どこかの王子を思わせる端たん整せいな顔立ち。タイツのように体に密着するズボン。反面シャツは襟えりや袖そでに大量のフリルを設しつらえた豪ごう華かなもの。片方の手で赤のクピードを一輪弄もてあそびつつ、もう片方の手で見事な金色の髪をかき上げ、物もの憂うげなため息を漏らしている。家具の手合いは、一つも見当たらない。
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「なんじゃこれは……」


　隣となりで絶句するカナメ。次ついで上がってきたジェノバがハッと息を呑のんだ。


「美しいな。我とは異なる道ではあるが、美というものをよく理解している」


　ジェノバに理解される辺り、やはり同種の存在なのだろう。フィガロと呼ばれた青年は、憂うれいに翳かげった眼まな差ざしを上げた。


「君……たちは？」


「あたしの弟と、そのお友達と恋こい人びとさんよ」


「な、なな──なにを言っているのです」


「な、なな──なにを言っておるのじゃ」


　同じ悲鳴を上げるマルクとカナメをよそに、ジェノバがフッと困ったような吐と息いきを漏らした。


「誇こ大だいな表現は困るな。我とカナメ嬢じようはまだ肌はだを合わせ──ぎゃああああああああっ？」


　カナメは、容よう赦しやなくジェノバを蹴け落おとしていた。階下まで転がり落ちるジェノバの悲鳴が、建物中にこだました。


　フィガロはそんな様子を眺めると、なにごともなかったかのようにクリスへ視線を戻もどす。意外に、大物なのかもしれない。


「それで、なにか用かい？」


「ええ。ある女の子の髪を切ってあげてほしいの」


　クリスの言葉に、フィガロは物憂げな表情でため息を漏らす。


「僕がハサミを振ふるえなくなったことは、君も知っているはずだが」


「でも、あなただってこのままで良いと思っているわけじゃあないでしょう？」


「……もう少し、時間が欲しいんだ。ハサミを見ると、手が震ふるえてしまう。……怖こわいんだ。また、あんなことをしてしまうんじゃないかと」


　スランプとは言っていたが、どうやら想像以上に深刻な状態らしい。マルクとカナメは顔を見合わせて──ジェノバは伸びているらしく上がってくる様子はない──一つ頷いた。


「もしよろしければ、なにがあったのかだけでもお話しいただけませんか？」


　マルクの問いに、フィガロは自じ嘲ちようの笑えみを溢こぼした。


「僕は、これでも周囲の人間からは天才だと言われ、持ち上げられてきた。だからたぶん、いい気になっていたのだろう。こうなったのは自業自得さ。君たちに同情してもらうことじゃあない」


　マルクは踵かかとを揃え、姿勢を正すと毅き然ぜんとした口調で言い放つ。


「私は今、お嬢じよう様さまのために理髪師を探しています。あなたはその期待に応こたえられる腕の持ち主だとお聞きしました。お嬢様に必要ならば、私はあなたにハサミを持たせる義務があります」


　フィガロは初めてマルクに視線を向けると、やや驚おどろいたような表情を見せた。それから小さなため息。


「ちょうど、クリスさんの髪かみを切っているときだったよ……。僕たちが使うハサミは完かん璧ぺきな切れ味が要求される。切れ味の悪いハサミでは、思い通りにカットできないどころか、客に苦痛と不快感を与あたえてしまう。だから、一日の始まりには必ず研とぐ」


「名刀も研ぐものがいなければ錆さびて朽くちるからの」


　刃は物ものの話ゆえか、カナメが深い理解を示していた。どうせ理解を示すならば客への心こころ遣づかいなどに共感してもらいたい。


　もう本日何度目になるか分からないが、マルクが疲つかれたようなため息を漏もらしていると、フィガロはカタカタと手を震わせていた。


「そう。ハサミは触ふれただけで切れるほど切れ味が良くなければならない。そんなことは百も承知のはずだった。なのに、僕は慢まん心しんしてそのことを忘れていた」


　一体なにが起こったのだろう。マルクがクリスに視線を向けると、沈ちん痛つうな面おも持もちで首を横に振っていた。


「……なにが、あったのです？」


　フィガロは、神に罪を告白する咎とが人びとのような表情で呟つぶやいた。





「……ジャグリングをして、切るはずではない髪を、巻き込んでしまった」





　マルクとカナメは意味が理解できず、首を傾かしげた。突とつ然ぜん、理り髪はつとは無関係な単語が出てきたように思えたが……。


　困こん惑わくする二人に、クリスが重たい声で解説する。


「フィガロに多くの人々が心しん酔すいするのは、その理髪技能以外にもハサミ捌さばきが芸術的だからなの。彼、カッティングしながらジャグリングするのよ」


「……ハサミで、でございますか？」


「そう、ハサミで。ハサミ以外にも櫛くしとか投げるからなかなか見物なのよね。ハサミも一度に使うのは一本じゃないし」


「それはまた……」


「見事に自業自得だの……」


　呆あきれたため息を漏らすマルクとカナメ。フィガロは慟どう哭こくする。


「そうさ。全すべては僕の思い上がりが招いたことだ。だからもう、僕のことは放ほうっておいてくれ！」


　本人もそう言っているのだ。放っておいてやろう。気を遣つかってマルクが踵きびすを返すと、がしっと襟えり首くびを摑つかまれた。


「どこに行くつもり？」


「他の理髪師を探しに行くのですが？」


「ここまで話を聞いておいて、彼を見捨てるつもり？」


「別にあなたが困ることではないでしょう？　私もジャグリングしながらカットするような方にエルミナの髪を任せるわけにはいきません」


　そう、マルクが探している理髪師はエルミナの髪を任せられる人物なのだ。こんな奇き人じん変人ではありえない。クリスの紹しよう介かいだという時点で気づくべきだった。


　時間を無む駄だにしたことにため息を漏らすと、クリスは切せつ羽ぱ詰つまった顔を近づけてきた。


「たくさんの女の子たちがフィガロを待っているの。彼を立ち直らせないともっと多くの女性が涙なみだを流すことになるわ」


　結局クリスにとっての問題はそこに帰結するらしい。マルクがクリスの手を振り解ほどこうともがいていると、カナメが面めん倒どうくさそうに刃物を抜ぬいた。


「よく分からぬが、要は刃物の切れ味の良さが怖いのであろ。ならば慣れさせれば良いのではないか？」


　いきなり刃物を抜いたカナメに物もの怖おじ一つ見せず、フィガロは髪をかき上げる。


「違ちがう。違うんだよ。僕が怖いのは、ハサミなんだ。ハサミを持てば、またあんなことをしてしまいそうで……、あの触ふれれば切れてしまう繊せん細さいな髪の毛たちと、それを現実にしてしまうハサミが怖いんだ！」


「その気持ち。我にも分かる。繊細過ぎて触れるだけで壊こわしてしまいそうなものに対する恐きよう怖ふ。我には実によく理解できるぞ！」


　いつの間にか、階下から這はい上がっていたジェノバが、熱意を込めてフィガロの手を握にぎり締しめる。神の腕がポキポキポキ──と悲ひ惨さんな音を立てた。


　血の気をなくしていくフィガロに、マルクは当然の疑問を投げかけてみた。


「ジャグリングをやめれば良いのではありませんか？　あとジェノバ、手を放して差し上げなさい。腕が千ち切ぎれます」


　ようやくジェノバの手から腕を解放されたフィガロは、紫むらさき色いろに変色した手で髪をかき上げる。


「君たちには理解できないかもしれないが、僕はあれを酔すい狂きようでやっているわけじゃないんだ。リズム……といって理解してもらえるだろうか。カッティングには完成を想定して全体を整える視野と、その想定通りに切れる精密さが要求される。やり方は人それぞれだろうが、僕はリズム通りにハサミを振るってるんだ」


「リズム……でございますか？」


「そう。楽器だってリズムに乗って演奏するが、プロが音を間ま違ちがえることはないだろう？　僕にとってジャグリングは拍節器メトロノームみたいなものなんだよ。楽がく譜ふは客たちそのもので、一人一人描えがかれているリズムが違う。人の数だけ楽譜が存在するし、僕はその楽譜通りにハサミを振るっているだけなんだ」


　つまりカッティングを思い通りに進めるためにジャグリングは必要であり、そのジャグリングができなくなったのがスランプの原因らしい。


「ジャグリングならば私もできます。よろしければ練習に付き合いますが？」


「ならば、頼たのもうか」


「それでは基本からいきましょうか。投げたナイフ……あなたの場合はハサミですね、それを受け止めてまた投げる」


　ジャグリングはこの練習の積み重ねである。〝投げる〟と〝受ける〟の動作が目を瞑つぶったままできるまで繰くり返し、あとは一本ずつ投げる数を増やしていく。サーカスで二年間続けたマルクの記録で、ようやく八本である。


　マルクはナイフを一本用意し、フィガロにもハサミを用意させる。……なんとクピードの花束の下に隠かくされていた。よく認にん識しきできるものである。


　ハサミを持つと、フィガロは早くもハアハアと息を荒あらくさせていた。これはまた時間がかかりそうである。そもそも開閉するハサミで、どのようにジャグリングをしていたのだろうか？


「そ、それでは投げてみましょうか」


　頰ほおに一筋の汗あせを伝わせながら、マルクが銀ナイフを放ると、フィガロもハサミを放り投げた。……マルクに向かって。


　自分に向かって飛来するハサミを、マルクはため息混じりに受け止めた。幸い横よこ軸じくに回転していたので、親指と手の平で止められた。同時に上から落下してくる自分の銀ナイフも、もう片方の手で受け止める。


　縦と横から飛来する刃物を受け止めるマルクに、フィガロが感かん嘆たんの声を上げた。


「凄すごい……」


「……まあ、ある程度予想はしていましたから。しかし、これは重じゆう症しようですね」


「ふふふ……。そうさ。僕みたいな人間が救われて良いはずがないんだ。そんな悲しいことがあっていいはずがない」


　そのもの言いが、なにか引っかかった。なにかを思い出しかけたマルクが首を傾げていると、カナメが心底鬱うつ陶とうしそうに呟いた。


「軟なん弱じやくだの。おんし、自分自身が鬱陶しくはないか？」


　心を打うち砕くだくような容赦のない言葉に、フィガロはとうとう泣き始めた。


「ははは。悲しいな。ハサミを持てない僕には、生きている価値すらないらしい。いや、いいんだ。分かってる。全ては僕が悪いんだ」


　これは確かに、クリスでも手を焼くだろう。彼がマルクに押しつけようとしたのも頷うなずける。それで迷めい惑わくではないかという話は別として。


　そんなフィガロにジェノバが真しん摯しな表情で訴うつたえる。


「恥はじる必要はない。怖いものは怖いのだ。ならば自分の場所に引っ込んでしまえばよいのさ」


「自分の場所……」


「そうとも。我に棺ひつぎがあるように貴公にはこの美しい花園があるではないか。そこにひっそりと引き籠こもればよいのだ」


「そうか。僕は、間違ってなかったんだ」


「その通り！　貴公はそれを誇ほこるべきさ」


　進んではならない道を突つき進すすむジェノバとフィガロ。マルクは途と方ほうに暮れた。


「まったく。ヨハエルがもう一人増えたような気分だの」


「あ……、それです！」


　フィガロがなにかに似ているような気がしていたのだが、かつてマルクが交戦した契けい約やく者しや──ヨハエルと言動が似ているのだ。


　いきなり声を上げたマルクに、カナメとクリスが首を傾げた。


「なにか思いついたの？」


　マルクはそっとメガネの位置を修正し、自信のある笑みを浮うかべた。


「毒を以もつて毒を制す──という、言葉をご存じでしょうか」
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　外に出たくないとだだをこねるジェノバとフィガロを連れ──銀ナイフとハサミを見せると彼らも素す直なおに従ってくれた──マルクたちは駅前にある教会へ足を運んでいた。


「まあ……、確かに毒じゃな」


　教会の扉とびらを開けるなり、カナメは呆れたようにそう呟いた。


「ぐすっ……。悲しいです。今日はいつもより取り立てが一件多いです。俺だって今け朝さ先せん輩ぱいに取られたパンを取り返したいのに……」


　懺ざん悔げ室からそんなすすり泣きを漏らすのは、教会の神父ヨハエルである。


　かつて〈宣教師〉の名で呼ばれた契約者だったのだが、現在多方面に借金を作っており、首が回らなくなっている。彼はカナメにも借金──彼女を雇やとった依い頼らい料が支し払はらえていない──をしているため、その取り立てだと考えたのだろう。


　グスグスとすすり泣くヨハエルに見かねたのだろう。カナメが疲つかれたような声を投げかける。


「今日はおんしから依頼料を取り立てに来たわけではない。出てくるがよかろ」


「取り立てじゃ……ない？　もう、俺には借金を支払う能力はないって見なされたんですか？　俺、やっぱり始末されるんですか？」


　ヨハエルは契約の対価で〝正〟の感情を失っている。後ろ向きにしか物事を考えられない。この男の鬱うつっぷりを見せれば、フィガロも自分のふがいなさを認識して立ち直ろうとするのではないか、というのがマルクの考えだった。


　マルクが声をかけようとすると、ヨハエルも懺悔室から顔を見せていた。


「今日は〈精杯グレイルの姫ひめ〉はごいっしょじゃないんですか？」


　エルミナは〈宣教師〉たちから〈精杯グレイルの姫〉と呼ばれている。


「お嬢じよう様さまが街中までそうそう出向くはずがないでしょう？」


「ぐすっ……。悲しいです。それじゃあなにをしに来たんですか？」


「エルミナの髪かみを切る理り髪はつ師しを探しに来たのじゃ」


「理髪師……？　〈精杯グレイルの姫〉が髪を切るんですか？」


「あなたには関係ありませんがね」


「関係は、ありますよ」


　ヨハエルは、いつになく強い意志を込めた表情で立ち上がった。


「俺たち教会の人間は修道士のころから髪型には厳しい制約がついてるんです。理髪くらいはみんなできるんですよ。当然、俺だって。どうしてもって言うんなら俺が引き受けますよ。代金は〈精杯グレイルの姫〉の髪の一ひと房ふさで──ひぎぎぎぎぅっ？」


　マルクは、ヨハエルの顔面を鷲わし摑づかみにしていた。その踏ふみ込こみの鋭するどさはカナメですら驚きよう愕がくに目を開くほどで、ヨハエルは為なす術すべもなく〝拘こう束そく〟されていた。


　マルクは、涼すずやかな笑えみを崩くずさず囁ささやきかける。


「あいにく、私は人を殺さないことにしていますが、殺さない程度に痛めつけることはできるのですよ？」


「ちょちょちょとっととなんでそんなに怒るんですか！」


「当たり前でしょう。エルミナの髪をどうするつもりです？」


「だって欲しいんですから仕方ないじゃないですか！　俺だって〈精杯グレイルの姫〉の髪に触さわってみたい！　あの繊細で柔やわらかそうな──ぎゃあっ？」


　ゴキンッ──頭骨から聞こえてはいけないような音が響ひびき、ヨハエルはぐったりと手足を弛し緩かんさせた。


　ゴミでも捨てるようにヨハエルの体を放り捨てるマルク。カナメとジェノバが怯おびえたように後あと退ずさった。


「あんた、ここになにしに来たわけ？」


　クリスからそう言われ、ようやくマルクも我に返った。


　──は……！　やってしまいました。


　グスグス泣くヨハエルを見せつけようとしたのに、伸のしてしまった。


　マルクが恐おそる恐る振ふり返ると、激情を堪こらえるかのように表情を強こわ張ばらせていた。さすがに契約者の怒いかりを目まの当たりにしたのだ。天才理り髪はつ師しとはいえ、一いつ般ぱん人じんに過ぎない彼には刺し激げきが強すぎたのだろう──


「──忘れていたよ」


　フィガロは、歓かん喜きに身を震ふるわせながら、そう呟つぶやいた。


「はい……？」


「そうだったんだ。僕は、髪を切ることが楽しかったんだ。柔らかい髪も硬かたい髪も素直に真まっ直すぐな髪も厄やつ介かいな癖くせを持った髪も黒い髪も白い髪も赤い髪も金色の髪も。全部だ。来る人来る人違ちがうリズムを持っていて、僕はそのリズムを形にするのが好きだったんだ」


　それから感かん極きわまったように天を仰あおぐ。


「──髪に触ってみたい──だから、僕は理髪師になったんだ！」


　どういうわけか、ヨハエルのひと言が心に響いたらしい。フィガロはガシッとマルクの手を握にぎりしめた。


「ありがとう。僕は自分のことばかり考えて、大切なことを忘れていた」


「はあ……、ええっと、もうハサミは大だい丈じよう夫ぶなのでしょうか？」


「問題ない。僕はもう、失敗を恐れたりはしない」


　そう言うと──一体どこに隠し持っていたのか──フィガロは無数のハサミを取り出し、ポンポンと宙へ放り投げる。落下するハサミ──歯が開いた状態で危ない──の輪の部分に指を入れて器用に受け取り、また宙へと循じゆん環かんさせる。


　ジャグリングも完かん璧ぺきだった。


「そ、それでは、お嬢様の髪をお願いしても良いでしょうか？」


「任せてほしい。全身全ぜん霊れいを以てお受けするよ」


　どうやら問題は解決したらしい。ホッと胸をなで下ろし──不意にエルミナの翳かげった表情が脳のう裏りを過よぎった。


　あのとき、エルミナは何な故ぜあんな顔をしたのだろう。自分こそ、なにか大切なことを見落としているのではないか？


　気がついたときには、マルクはフィガロの肩かたに手を載のせていた。


「やっぱりいいです」


「……なんだって？」


「申し訳ありません。理髪の話は、やはり取り下げます」


　微び笑しようの中に何故か切実な感情を織り交ぜ、マルクは頭を下げていた。


「どうしたのじゃ？　エルミナの髪を任せるのに、こやつでは不足なのか？」


「言っとくけど、この国でフィガロと同等の腕を持つものがいたとしても、それ以上の人間はいないわよ？」


　マルクは首を横に振った。


「そういうことではないのです。フィガロに不満があるわけではないのです」


「言っていることが要領をえぬな。ならば貴公にはなにが問題なのだ？」


　ジェノバの当然の疑問に、マルクは困ったような笑みを返した。


「お嬢様の頼たのみの意味を、取り違えておりました」


　そしてマルクは、ようやく気づいた大切なことを口にした。
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「お嬢様。ただいま戻もどりました」


　時刻は夕暮れ時。ヴァレンシュタイン家二階──エルミナの寝しん室しつテラスにて、マルクは丁てい寧ねいに腰こしを折った。


「……ご苦労」


　手にした本から視線も上げず、エルミナは小さくそう呟いた。それから、さらに小さな声でそっと囁く。


「……理髪師は？」


「この国でも有数の理髪師に会えました」


「……そう」


「お嬢様さえよろしければ今からでも取りかかりますが、いかがでしょうか」


「……かまわない」


　エルミナがパタンと本を閉じたのを見計らい、マルクはそっと前にシーツをかける。テーブルの上に卓たく上じよう式しきの鏡台を載せ、テキパキと準備を始める。


　一通り準備が整ったころ、エルミナはまったく表情を浮かべないまま鏡に視線を向け、それから幽かすかに眉まゆを寄せた。


「……理髪師は？」


「本人の理髪所に帰りましたが？」


　事情が呑のみ込めないらしく、エルミナは困こん惑わくしたように瞬まばたきを繰くり返した。


　そんなエルミナから遠くに視線を逸そらし、マルクはコホンと一つ咳せき払ばらいをした。





「お嬢様は私に、髪を切ってほしいと仰おつしやったと考えています」





　──髪を切ってもらいたい──


　エルミナは、他ほかの誰だれでもないマルクにそう言ったのだ。主あるじの期待に応こたえられなくてなにが執しつ事じだろうか。どれだけ腕が良かろうとも、他人に頼んではならなかったのだ。


　だから、マルクはフィガロへの頼みを取り下げた。よくよく考えれば、エルミナの髪を見ず知らずの人間が触るということ自体も気に入らない。


　そんなマルクに、フィガロは苦笑しながら理髪の指南をしてくれた。ちょうどそこに練習台が転がっていたおかげで、マルクは今まで基き礎そを仕込んでもらうことができた。


　もちろん、資格も持っており天才の名で呼ばれるフィガロに比べれば足あし下もとにも及およばない。付け焼やき刃ばに過ぎないが、それでも気をつけるべき点くらいは理解できた。理髪に対する意識が変わるだけでも、出で来き栄ばえは変わってくるはずだ。


　マルクが窺うかがうような視線を向けると、エルミナも同じようになにか窺うような視線を向けていた。


　目と目が合ってしまい、慌あわてて視線を逸らす二人。やがて、エルミナから囁くような返事が返ってきた。


「……頼もう」





　道具はフィガロから借りてきた。さっと霧きり吹ふきで濡ぬらすと丁てい寧ねいに髪を梳すき揃そろえる。生はえ際ぎわごとに上中下段に分けて髪用のクリップでまとめていく。一度切ったきり、伸のばしっぱなしだった髪はどれも同じような長さで揃え難にくい。フィガロに前もって教えてもらっていなければ途と方ほうに暮れていたところだろう。


　エルミナには、やはり髪を伸ばしてもらいたい。その場合は切きり揃える以上に、髪の量を減らした方が良いらしい。


　下の髪は上の髪で隠かくれるため、失敗しても隠すことができる。最初に取りかかるのはそこからである。エルミナの髪で失敗するつもりはないが、それでも心のゆとりというものが違う。


　分けた下段の髪を、縦になるように人差し指と中指でそっと摘つまみ上げる。量は反対側が透すけて見える程度。幅はハサミの歯と同じくらいの長さ。そうして指からはみ出た部分にハサミを入れる。


　初めてハサミを入れる瞬しゆん間かん、本当に切っても良いのかと躊ちゆう躇ちよを感じる。しかしここで不安を表せば、エルミナも不安になる。彼女の方がもっと不安なのだから。


　意を決してそっとハサミを閉じる。エルミナの髪かみ質しつゆえか、フィガロのハサミの切れ味ゆえか、切ったという感かん触しよくはほとんどなかった。それでも金色の髪がハラリハラリとシーツの上に散った。
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　一度ハサミを入れてからは、そうそう手を止めることはなかった。フィガロの言うリズムというのは今まで理解できなかったが、実際にやってみると淀よどみなく手を動かせることを指していたのではないかと思う。





　結局、切り終わるころにはとっくに日が暮れていた。途と中ちゆうで気を遣つかったらしく、カナメがランタンを持ってきてくれた。晩ばん餐さんも料理人のセリアを待たせて遅おくらせてしまった。


「い、いかがでしょうか？」


　長さはほとんど変わっていない。不ふ揃ぞろいだった部分を揃えた程度だ。マルクが時間をかけていたのは、ほとんど髪を透く作業だった。


　テーブルに載せた鏡台を見つめ、エルミナは小さく頷うなずいた。


「……気に入った」


　マルクはホッと息をついた。それから口を開こうとすると──


「ふむ。終わったのか？」「ほう。ますます黒が似合いそうではないか」「ずいぶん時間がかかったのであるな」「マルドゥーク君、ハサミ持つ手が震えてたからね。仕方ないんじゃないかな」「あ、でもずいぶんすっきりしたみたいに見えますよ」「元がエルミナさんだからどうしても綺き麗れいなのよ」「及きゆう第だい点」「なあ、俺もあれ、ちゃんとできるんだぜ……」


　いつの間にか、屋や敷しきの使用人が全員集まっていた。どういうわけかクリスまでいるが。


「い、一体いつからそこにいたのです？」


「……初めからいたようだが」


　ぼそりと呟いたのはエルミナだった。どうやら鏡台越ごしに見えていたらしい。無表情ながらどこか恥はずかしがっているように見えるのは気のせいだろうか？


　マルクが狼狽うろたえていると、カナメが小さく咳払いをした。


「ふ、ふむ。では次は私の髪を切ってもらおうか」


「……はい？」


「お、おんしが、身だしなみに気をつけよと言ったのではないか。責任を持って切るがよかろ」


「あ、カナメさん、ずるいです。あたしもやってもらいたいです」


「晩餐。支し度たく再開。宜よろし？」


　狼狽うろたえていると、エルミナがマルクを見上げていた。


「ど、どこか不備がございましたか？」


　コツを教えてもらっただけの素人しろうとに過ぎないマルクである。不備などいくらでもあっただろう。


　エルミナは銀啼鳥ソローネが囀さえずるようにひと言呟つぶやいた。


「……私は、満足しているよ」


　それはいつもの無表情ではなく、確かに満足そうな微笑が浮うかんでいた。





　その後、フィガロは再び天才理り髪はつ師しとして多くの人々の髪を切ったという。仕事着に何故か燕えん尾び服ふくを愛用するようになったり、店の片かた隅すみに棺かん桶おけが置かれたりと、奇き妙みような変化があったのだが、それがマルクたちの耳に入ることはなかった。


　なお、教会に戻ったあグるレ少リ年オが、女性の髪かみ型がたをしているヨハエルに驚おどろき、能力で吹ふき飛とばしたのはまた別の話である。
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　舞まい散ちるガラスの破は片へんを追って、カナメは走っていた。


　──抜ぬかった……！


　カナメはエルミナと、そしてエミリオを守ると誓ちかったのに、目の前で連れ去られてしまった。


　エルミナ──〈アルス・マグナ〉の契けい約やく者しや。マルクが超ちよう越えつ者しやと呼んだ契約者の法則を超こえた存在。現存する契約者の頂点でありながら〈空白の契約書〉という奇き跡せきを起こした娘むすめ。


　──やらなければならないことがある。だが、やりたいことと言うと、なにをすれば良いのか分からなくなった──


　そのエルミナは、そんな普ふ通つうのことで悩なやむ、普通の娘だった。カナメとなにも変わらない、ただの人間だった。


　知っていたつもりだった。理解しているつもりだった。それでも、真ま面じ目めな顔でそう打ち明けられるまで、エルミナがそんなことで悩むなど考えもしなかった。


　恐おそらく、そのときカナメとエルミナは本当の意味で友達になったのだろう。


　そして、たくさんの話をした。今までも〈契約書〉のことで相談を持ちかけられることはあった。しかしそんな日常的な、普通の会話をしたことはあまりなかった。


　マルクのことも、話した。……喧けん嘩かになった。


　カナメもエルミナも、同じ相手に恋こいをした。恋こい敵がたきなのだ。どうしても譲ゆずりたくない。負けたくない。それを得るためなら命だって惜おしくない。そんな恋をした。


　だというのに──


　──思いを告げて、その後はどうすれば良いのだろうか──


　恋敵のカナメに、エルミナは大おお真ま面じ目めな顔でそんなことを言ってきた。


　今思い返しても、どうかしていると思う。


　仮に恋敵でなかったとしても、そんなことは恥ずかしくて訊きけるものではない。それでもエルミナがあまりに困り果てた声だったので、カナメも真しん剣けんに答えてしまった。ほろ苦い記き憶おく。将来思い出しても「あのころの自分は青かった」と赤面することだろう。


　そんな思い出を、共有してしまったのだ。


　その前から、カナメはエルミナを認めていた。主従関係だからではない。負けたくない、張り合いたい相手だったのだ。


　それが、くだらないことで喧嘩をして、笑い合える友達になってしまった。誰にも話せない悩みでも、話し合える相手になったのだ。契約者狩がりとして、数多あまたの契約者を斬きり伏ふせ、人間を拒きよ絶ぜつしたカナメには、そこまで気の許せた相手はそうはいない。なのに──


　──私は諦あきらめない。最後まで。だが、それでも駄だ目めだったら──


　エルミナにはもう、時間がない。自身が犯おかした過あやまちを償つぐなうため、妹を救うため、エルミナは自分の命を使いすぎた。


　次に眠ったら、もう起きられないかもしれない。そこまで追おい詰つめられていたというのに、誰にも相談できなかった。


　それを、エルミナはカナメに打ち明けてくれた。打ち明けて、恋した相手のことまでカナメに託たくそうとした。


　──認めぬぞ。私が認めたおんしは、その程度のことで躓つまずく女ではなかったはずじゃ！


　だから、カナメはエルミナを──その体を使うエミリオを、守らなければならないのだ。
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　幻まぼろしの街並みの中、現実の通路が目に映ることはない。実際に存在する扉とびらから、車両を抜けた先にある扉までの距きよ離りを自分の歩ほ幅はばから計算し、その間だけ全力で走る。


　幻はぶつかれば砕くだける。その砕けた破片を追って走っているのだが、この状じよう況きようではなかなか追いつけなかった。


　それを観察して、カナメは異常に気づいた。


　──待つのじゃ。なにかおかしい。


　幻の中、全力で進めないのは向こうも同じはずだ。加えて、相手はエミリオという荷物を抱かかえている。手ぶらの自分が追いつけないわけがない。


　つまり、カナメが追いかけている相手は、エミリオを連れてはいない。


　──相手は、一人ではなかった……！


　自分は、途方もない失敗をしている。頭から、血の気が引くのを感じた。


　そう気づくと同時に、カナメは腰こしから短たん剣けんを抜いた。そして下から掬すくい上げるように放る。マルクほど正確に標的を射い貫ぬくことはできないが、ぶつけるだけで良いなら相手が見えなくても問題はない。


「──ぎゃっ？」


　悲鳴と、金属が床ゆかに衝しよう突とつする音──同時に、世界が砕け散った。


「──っ？」


　にわかに驚きよう愕がくしながらも、幻の景色が変わったのだと分かった。ロックウォールの街並みは砕け散り、今度は夜の屋敷が現れていた。


　そして、人混みが消えたことで、前方を走っていた標的の姿も顕あらわになった。標的は、カナメもよく知る人物だった。


「ひいっ──ひいぃぃっ」


　情けない悲鳴を上げるのは、神父の黒服を纏まとった青年だった。金色の髪。紺こん碧ぺきの瞳ひとみ。まともな顔をしていればそれなりに整った顔立ちなのだろうが、現在は涙なみだと鼻水に汚よごれて見る影かげもない。


「どういうつもりじゃ──ヨハエル」


　神父──ヨハエルは赤く腫はれたまなこを向け、悲鳴のような声を上げた。


「どういうつもり……って、それはこっちのセリフですよ。いきなりなんてことをするんですか！　ちょっと刺ささりましたよ。ほら、血が出てるじゃないですか！」


「……言い残すことはそれだけか？」


「ちょ、ちょちょとっと落ち着きましょう。ね？　ほら、いきなり周りこんなじゃないですか？　だからほら、俺、まだ今日の掃そう除じ終わってなくて、だからその、ヒラサカさんが怒おこるのはもっともなんですけど、俺、借金だってもうちょっと頑がん張ばったら返せるんじゃあないかなあって思うんですけど」


　ヨハエルの手にあったのは、モップとバケツだった。


「……もう一度訊くが、おんし、ここでなにをしておる？」


「車内、清せい掃そうですけど……」


　カナメは、軽い頭痛を覚えて頭を押さえた。


「なにゆえそのようなことを？」


「そりゃあ、ロックウォールじゃあ、どこに行っても借金取りが追いかけてくるから……ぐすっ、まともに、仕事もできないじゃないですか。ひぐっ、教会に仕える俺が、副業アルバイトなんて、主はお許しにならないですよね。というか、主はなんだって俺にこんな試練ばかりお与あたえになるんですかね？　えぐっ」


　契約者として工作を働くことは副業にはならないのだろうか？


「……つまり、おんしはただここで掃除をしていたと申すのか？」


「俺だってこんな悲しい仕事はしたくないですよ！　だけど、借金があるんだから仕方ないじゃないですか！」


　カナメは、もう一度ため息を漏もらした。


「まあ、おんしの事情は大体分かった。ここを、誰だれか通ったはずなのじゃが……」


「はい？　ああ、そういえば今、凄すごい勢いで走っていった人がいましたね。ヒラサカさん、その人を追いかけてるんですか？　だったら俺、手伝いますよ？　それでほら、ヒラサカさんへの借金は帳消しって──ひいっ、なんでもありません！」


　舌打ちを漏らしながら、カナメは前まえ髪がみを搔かき上げる。


　──エミリオと、だいぶ離はなれてしまったことになるの……。


　カナメは、別の誰かに誘ゆう導どうされてしまったらしい。恐らく、あの泥どろ棒ぼうの男とエミリオはその場から移動していなかったに違ちがいない。


　──この体を頼たのむ──


　エルミナは、カナメを信しん頼らいしてそう言った。なのに、自分は失敗をしてしまった。


　──まだじゃ。まだエミリオはこの列車に乗っているはずじゃ。


　あの男が何者であれ、エミリオを攫さらったということは、生かして捕つかまえる必要があったのだ。ならばエミリオを危険に晒さらす真ま似ねはしないだろう。走行中の列車から飛び降りるようなこともないはずだ。





「ふむ……？　ここは」


　焦あせりを振ふり払はらうように頭を振り、カナメはそこが自分の部屋であることに気付いた。それからグスグスと涙ぐむヨハエルに目を向ける。


　──なにゆえこやつに私の部屋を見せねばならぬのじゃ。


　その不ふ機き嫌げんそうな視線をどう受け取ったのか、ヨハエルがビクリと身を震ふるわせた。


　カナメがヨハエルを追い立てようとすると、幻の部屋の扉が独りでに開いた。


『カナメ……？』


　そこに現れたのは、マルクだった。


　──こやつ、なにゆえ私の寝しん所じよに忍しのび込んでいるのじゃ……！


　自分の顔が赤らむのを感じた。周りを見た限りでは、時刻は夜のはずである。深夜に寝しん室しつに入り込まれていたとは……。慌あわてふためいて、カナメはベッドに自分の姿がないことに気付いた。


　何な故ぜ自分がいないのだろう。カナメが首を傾かしげていると、マルクは警けい戒かいの眼差しを周囲に向けながら、部屋を横切り窓へと近づく。


　カーテンの向こう──窓の縁ふちでは、刃は物ものが月明かりを弾はじいていた。それを見て、カナメもようやく心当たりを思い出した。


　──これはあの夜……尖晶螢オルネイロが舞まっていた夜か！


　カナメはただ、庭を出歩いていたセリアとアーロンについて行っただけなのだが、屋や敷しきではちょっとした騒さわぎになっていたらしい。


　そしてその原因となったのが、今マルクが手に取っているナイフだった。


　マルクは険しく眉まゆを顰ひそめていた。不測の事態を想定しているのだろう。まったくの杞き憂ゆうなのだが、確かにカナメが刃物を手放して歩き回ることなど、まずない。マルクが深刻に受け止めたのは無理もなかった。


　そんなマルクを見つめ、カナメは首を横に振った。


　──今は、エミリオを捜さがさねばならぬ。


　カナメが幻を振り切って足を進めようとしたときだった。マルクが、大声でこんなことを叫さけんだ。





『ジェノバ！　おいでなさい、カナメがあなたを必要としています！』





　カナメは、石のように硬こう直ちよくした。


　やがて虚きよ像ぞうの室内がガタガタと揺ゆれ始める。カナメ自身もこれから現れるだろう人物を想像してガタガタ震えた。そして──


『──心得たぞカナメ嬢じよう！』


　真っ黒な寝ね間ま着きに身を包んだ少女が飛び込んできた。


　カナメは即そく座ざにその頭を叩たたき潰つぶした。


「この、たわけ！　何故そこでこやつを呼ぶのじゃ！」


　幻とは分かっていても、マルクを殴なぐりつける。ガラスの破片を撒まき散ちらして砕けるが、二人はすぐに修復されてしまう。


「ああああ止やめぬか私のベッドになにをする。ええい、なんじゃその満足そうな顔は！」


　ジェノバがベッドに飛び込み、カナメは悲鳴を上げるが幻のジェノバを止めることはできない。これはもう、起きてしまった過去の記き憶おくなのだから。


　やがてジェノバは満足したらしく窓から飛び出していった。この後カナメ本人に殴り倒たおされるはずなのだが、今この場で殴れなかった口くち惜おしさは収まることがない。


　腹立たしさを込めて幻のマルクを睨にらみつける。気が済まないので、もう一発殴ろうとしたときだった。


　マルクは、大切なものを案じるように呟つぶやいた。


『カナメ……』


　振り上げた手が、ピタリと止まった。


　その隙すきに──というわけでもないのだが──マルクはするりとカナメの隣となりを抜ぬけて部屋を出て行ってしまう。恐おそらくエルミナの身を守りに行ったのだろう。執しつ事じとして当然の判断だった。


　その背中を見送って、カナメはようやく腕うでを下ろした。


　──まあ、このあたりで許してやるのじゃ。


　心の中でそう呟くと、視界の隅すみでなにかが動いた。……ヨハエルだった。


「おんし。まだおったのか」


　一連の行動を全て見られていたことに羞しゆう恥ちを覚えながらも、威い圧あつ的に問いかけるカナメ。ヨハエルは怯おびえたように首を横に振った。


「いや、そりゃあ、ここじゃあ思うように動けないですから。……それより、ここってヒラサカさんの部屋なんですか？」


「うるさい。おんしには関係なかろ。……それよりヨハエル。そやつはここを真っ直ぐ行ったのじゃな？」


　カナメはエミリオを守らねばならないのだ。急に本題に戻もどったせいか、ヨハエルが素すっ頓とん狂きような声を漏らした。


「え？　ああ、ええ……。とはいってもこんな有あり様さまですからね。俺はそう思った、としか言えないですけど……。追いかけるんですか？」


「放っておきたいところじゃが、後ろから襲おそわれてもかなわぬ。先に始末しておく」


「さっきも言いましたけど、俺、手伝いますよ？　今のヒラサカさん、そう嫌きらいじゃあないんで」


「不要じゃ」


　すげなく断って、カナメはヨハエルの隣を通り過ぎる。そして──





　ギリンッ──金属の軋きしむ音。





「酷ひどいことをしますね。いきなりなにをするんですか？　俺は、ただの清せい掃そう員いんですよ？」


　ヨハエルの右手に、鈍にぶく光る刃物が突つき刺さっていた。……いや、刺さってはいない、止められていた。


　握にぎったカタナに力を込め、カナメは呆あきれた声を漏らす。


「……そのような世よ迷まい言ごとを、私が真に受けると思われたなら、心外じゃな」


「ぐす……悲しいです。頑張ったのに、信じてもらえませんでした。……なんで分かっちゃったんですか？」


「阿あ呆ほう。たまたまナイフを投げた場所におんしがいるなどという偶ぐう然ぜんを、私は信じぬ。そもそも、この列車に都合良くおんしが乗っている時点でおかしいであろ？」


　ヨハエルはグスリと鼻を鳴らす。


「ぐす……。俺だって、教会で説教でもしていたいです。でも、なんか仕事しないとこの冬を越こせないんですよ」


　かつて〈宣教師〉の名で呼ばれ、契けい約やく者しやの中でも一いち目もく置かれた男のなれの果て。カナメは再び頭痛を感じた。


「……誰に雇やとわれた」


「それを答えたら、俺、依い頼らい料もらえなくなっちゃうんで、答えられないですよ。……でもね？」


「……？」


「ねえ、ヒラサカさん。なんかおかしいと思いませんか？　この列車、特急列車には違いないですけど、いつになったら駅に止まるんですかね？」


　ヨハエルの言葉を肯こう定ていするように、床ゆかがガタガタと揺れる。立っているのも難しいほどの揺れ。いかに特急列車といえど、この揺れ方はおかしい。列車が規定以上の速度を出しているのだ。


「おんし、なにをした」


「ああ、俺じゃあないですよ。俺だってこんな話聞いてないですし、周りだってわけわかんない世界になっちゃってますし、どうやってここから逃げだそうか真しん剣けんに考えてるとこなんですから」


「つまり、おんし以外にも契約者が紛まぎれ込んでおるのか？」


「全部で何人くらいいるのかは知らないですけどね。中には殺さつ人じん鬼きみたいな契約者もいるって話ですよ」


　この列車は、複数の契約者から攻こう撃げきを受けているらしい。それもまたエルミナを──〈精杯グレイル〉を狙ねらって。


　──何故、あやつの前にはこのような面めん倒どうばかり起こるのじゃ。


　カナメはただ、エルミナと正々堂々競きそいたいだけなのだ。そのためには、エルミナが問題を抱かかえていてはならない。


　エルミナに足かせがあっては、どのような結末を迎むかえたとしても──あのときエルミナに足かせがなかったら、別の結果だったのではないか──そんな、後味の良くないものを残してしまう。


　──あやつはただ、妹を助けようとしただけではないか。


　エルミナは、不条理にほんの少し、抗あらがっただけなのだ。なのに現実は──〈精杯グレイルの姫ひめ〉の名は、エルミナに安息を許さない。


「……何故、今ごろになってエルミナを──〈精杯グレイル〉を狙う？」


「さあ？　お偉えらいさんの考えることは俺には分かりませんよ。でもまあ、俺たち契約者にはどうでもいいことじゃあ、ありませんか？　そんなことより、ここでヒラサカさんが死んでくれると、俺の借金が二万スピルも減るんですよ──ねえっ！」


　ヨハエルが自由な左手を振ふるう。一いつ瞬しゆん遅おくれて、カナメは後ろに跳とんだ。地じ震しんのように揺れる車両の中で、咄とつ嗟さに反応し切れなかった。


　頰ほおから、うっすらと血が滲にじんだ。なにをされたのか、まったく見えなかった。屋敷に仕える契約者──〈魔ま術じゆつ師し〉オウマから攻撃を受けたような違い和わ感かん。傷から切れ味が相当鋭するどいものだとは分かった。


　──能力ではない。暗器の手合いか？


　ヨハエルの能力は触ふれたものを〝揺さぶる〟ことだ。その対価が〝正の感情〟であるため、人格破は綻たん者に成り果てているが、実力は本物である。


　いずれにせよ、反はん撃げきしなければやられる。カナメはカタナを振るおうとするが──


　ガキンッ──切っ先がなにかにぶつかり、カタナが止められてしまった。列車本来の壁かべに遮さえぎられたのだ。


「チイッ──狭せまい！」


　先ほど短たん剣けんを投げたのは失敗だった。短剣ならここでも自由に振るえたというのに。


　舌打ちを漏もらすカナメに、ヨハエルが追つい撃げきする。今度は斜ななめ上から大きく弧こを描えがいて右みぎ腕うでを振るう。その腕の軌き跡せきに入っては危険だと感じ、カナメは左側へ滑すべり込む。


　その瞬しゆん間かん、照明を弾はじいて幾いく筋すじも走る細い残像を見た気がした。


　──見えた……！


　二撃目を避よけたカナメに、ヨハエルがさらに追い打ちをかける。


「ここじゃあ、ヒラサカさんに、勝ち目はないですよ。悲しいことに！」


　慟どう哭こくしながらも攻撃の手を緩ゆるめないヨハエルに、カナメは勝ち気な笑みを返した。


　左手をカタナの峰みねに手を添そえて突き出し、右手を鋭く後ろに引く。刀身の半ばを基点として切っ先が鋭く反転。棍こん術じゆつのように撃うち出された一いち撃げきが、ヨハエルの見えない攻撃と交こう錯さくする。


　ギャリンッ──耳みみ障ざわりな音とともに、火花が弾はじけた。


　カナメとて、長ちよう刀とうの欠点くらいは理解している。そしてその欠点を自覚しながら放置しておく理由はない。狭い場所での戦い方くらい、わきまえていた。


　ヨハエルが驚おどろいたように目を見開き、距きよ離りを取る。


「……この武器……鋼糸か」


　確かめるようにカナメがそう呟くと、ヨハエルが悲しそうに洟はなを啜すすった。


「ようやく、質しち屋やから買い戻せたんですよ。……俺はね。あのとき、ヒラサカさんとアーロンさん、二人同時に相手をしても、始末する自信はあったんですよ。〈精杯グレイルの姫〉には試す間もありませんでしたけどね」


　どうやら、この鋼糸も借金の形かたに押さえられていたらしい。今回、誰だれに雇われているかは知らないが、依頼の前金かなにかで取り返したのだろう。


　ヨハエルはボロボロと涙なみだを流しながら続ける。


「こいつは十五年前、〈宣教師〉を壊かい滅めつさせた男の技わざらしいですよ。これで半殺しにされたグレリオ先せん輩ぱいから仕込まれたんです。……どうしてその人、先輩のこと、仕留めてくれなかったんですかねえ。おかげで、俺は血の滲む訓練をさせられたんですよ……ぐす」


　見み様よう見み真ま似ねで覚えたということらしいが、見事な技だと言えた。


「義手のわりには、ずいぶん器用なことをするの」


「ああ、これですか？　高かったんですよ。これさえなかったら、俺は今、こんな借金まみれじゃあ、なかったと思います。ヒラサカさんもご存じなんじゃあなかったですか？　かの有名な人形師──シュウ＝ツキシロの作品ですよ」


　ヨハエルは、その名を口にするべきではなかったのだろう。カナメから一いつ切さいの表情が抜け落ちた。


「その腕を、下らぬことに使うでない」


「悲しいです。俺、これを手に入れるのにずいぶん苦労したのに、それなのに義手まで取り上げられるなんて、悲しくて、胸が張はり裂さけそうですよぉぉぉおおぉぉおっ──〈クーア・ルンゲ〉！」


　ヨハエルの叫さけびとともに、周囲から耳障りな音が響ひびいた。





　ギリギリギリギリギリギリギリギリリギリギギリギリギリギリギリギリキギリリリギリ





　神経を逆なでする音に、カナメは堪たまらず耳を塞ふさいだ。その腕うでに巻かれた呪符が、独ひとりでに千切れてはらりと舞まった。


　周囲に目を凝こらすと、細かく振しん動どうする糸のようなものが見えた。かなり細いものだ。それが縦じゆう横おう無む尽じんに走っている。今までの攻撃はカナメを直接攻撃するためのものではなく、周囲に糸を巡めぐらせるためだったようだ。


　カナメがそれを注視すると、ヨハエルはピンと指を弾はじく。その仕草で周囲の鋼糸が大きくブレるが、そのときにはカナメも咄嗟に身を伏ふせていた。


　髪かみの一ひと房ふさが、音もなく宙に散った。切られたという感かん触しよくは、なかった。


「〈魔ま琴きん〉……って名付けたんですけどね。オリジナルがどれだけ玄げん妙みようだったのかは知らないですけど、能力を上乗せした分、威い力りよくはこっちの方が上だと思いますよ」


　高速で振動する糸は、生なま半はん可かな刃は物ものよりもよほど鋭い。カナメの腕と剣けんでも、切れるかは怪あやしい。……いや、恐おそらくカタナの方が負けるだろう。


　そういった状じよう況きようを確かく認にんして、カナメはようやく無表情に笑みを浮うかべた。


「そうじゃな。私も名前くらいは名乗っておくか」


「……？　なんの話ですか？」


〈アルス・マグナ〉の揺ゆり籠かご──この中で、カナメの能力がどこまで通用するかは分からない。だが、現実の列車は物体として存在している。ヨハエルの鋼糸とて、そこに足がかりを作っているはずなのだから。


　同じ人を好きになった友達だから、カナメはエルミナのために剣を振るう。エルミナに降りかかる全すべての災いを振り払はらうため、いくらでも強くなれる。それが、カナメとエルミナの契約なのだから。


「広がれ──〈沙波イサナミ〉」


　カナメの能力は触れたものの性質を〝液状化〟させる。破は壊かいもできれば壊こわれたものの修復もできる。極きわめて汎はん用よう性せいの高い能力だが、その最たる特色は──


　幻まぼろしの屋や敷しきに波は紋もんが走る。〈アルス・マグナ〉が紡つむいだ揺り籠に、亀き裂れつが走る。そして──





　ピシンッ──夜の屋敷が砕くだけ散ちった。





　その、最たる特色は、他の契約者の能力を打ち消すことにあった。


　そこに広がっていたのは、〈アルス・マグナ〉の揺り籠ではなく、激しく揺れる列車の廊ろう下かだった。左手には窓のない壁と扉とびらが続いており、反対側の壁の窓からは流れる荒こう野やが見える。通路の配置と扉の間かん隔かくから二等車両のどこかだろうと分かった。


　ガタガタと揺れる通路には、水面のように波紋が立っていた。


「〈明めい鏡きよう止し水すい〉──それが、この技の名じゃ。おんしも知っておろ。私の領域は、契けい約やく者しやの能力を無効化する」


　ヨハエルが、目玉が飛び出しそうなほど目をむいた。


「〈精杯グレイル〉の力を無効化したっていうんですか？」


　カナメは、悪戯いたずらがバレたような笑みを浮かべた。


「いや、私もこちらまでかき消せるとは思わなんだが」


「までって……っ──っ！」


　揺り籠の幻までかき消せると知っていれば、エミリオとはぐれる前に使っている。カナメはあくまでヨハエルの鋼糸に対して使ったのだ。


　周囲に張り巡らされていた鋼糸が、一度に吹ふき飛んだ。


　カナメの領域は壁をも侵しん食しよくしていた。ヨハエルがどのように固定したかは知らないが、縦横無尽に走る鋼糸は〝なにか〟に引っかけなければ宙には浮かない。だからその〝なにか〟をまとめて液状化させた。


　液状化させたものは、当然少しの力で壊れる。強力な鋼糸は、その威力ゆえ自身を支える楔くさびまで破壊していた。


　ヨハエルが狼狽うろたえる間に、カナメはすでに駆かけていた。


「くっ、引き裂け──〈クーア・ルンゲ〉！」


　ギリギリギリギリギリギリリリギギギギリギリ──耳障りな音とともに〈魔琴〉の凶きよう刃じんが降り注ぐ。カナメのカタナでこれを斬きることはできない。


　それでも、カナメは微み塵じんの躊ちゆう躇ちよもなく真まっ直すぐ踏ふみ込んでいた。


　カナメが見ているのは、ヨハエルの鋼糸ではなく床ゆかを走る波紋だった。他人が見てもただの環わにしか見えないそれは、カナメから見れば相手の動作、力の配分、速さ、全てを伝えてくれる探ソ索ナ機ーである。


　波紋の大きさと速さ、そして乱れから、ヨハエルの動きを〝予測〟する。全ては直感と表象イメージ。鋼糸の軌跡を想像し、それを無条件で信しん頼らいする。


「当たらない──っ？」


　ヨハエルが悲鳴を上げたときには、カナメのカタナはヨハエルを間合いに捉とらえていた。


　能力無効化と先読みの波紋。絶対防ぼう御ぎよのカナメの領域──〈明鏡止水〉。そしてこの技と鬼き才さいの剣が、カナメを〈東とう方ほう不ふ敗はい〉──最強の名で呼ばせてきたのだ。





　シャコンッ──軽い音とともに、ヨハエルの腕から〝なにか〟が切り離はなされた。





　宙に放り出された〝なにか〟は、鋭く回転しながらカナメの手の中に落ちてきた。ヨハエルはそちらに目を向けることもできず、ただ不思議そうに自分の腕を見つめていた。


「あ……れ……？」


　ヨハエルが、引きつった笑み──絶望した人間がそうする他ほかないというような笑み──を浮かべ、振り返る。


　カナメが切り落としたのは、ヨハエルの義手だった。


「そういえば、私はまだ、おんしから依い頼らい料を支し払はらってもらっておらぬのであったな」


　ヨハエルが、自分の心臓でも奪うばわれたかのような顔をした。


「か、返し────」


　カナメが知るシュウという人間は、自分の作品が殺し合いに使われることを喜びはしない。血で汚よごれてしまうくらいならばいっそ───





「これは、代わりにもらっておく──〈沙波イサナミ〉！」





　グシャ──金属製の義手は、無数の飛ひ沫まつとなってはじけ飛んだ。


「はあああアァァァァぁぁあぁあぁあぁああアッぁあぁあぁあああアアアああああっ！」


　全財産より高価な義手を破壊され、ヨハエルが絶望の絶ぜつ叫きようを上げた。ここまで叫ばれるとは思わなかったカナメはビクッと身を退ひく。


　頭から倒たおれ込んだ神父は、それからピクリとも動かなくなった。





〈宣教師〉の沈ちん黙もくを確かめ、カナメは小さく息を吐はいた。


　吐いた息は、震ふるえていた。気を抜ぬいたわけではないのに、剣を握にぎる手まで震えていた。


　ヨハエルを倒したところで、なんの意味もない。エミリオの居場所を探さぐる手がかりはなにもない。とたんにこみ上げてくる自責と不安。


　──約束したのに……！


　エルミナに残された時間は少ない。いや、もう帰って来られないかもしれない。誰にも言えなかっただろう、秘密を打ち明けて、エルミナはカナメにこう言ったのだ。


　──私の体を頼たのむ──


　そして、マルクとも約束したのだ。


　──エルミナの隣となりにはあなたがいてくれれば良い──


　だと言うのに、カナメはエルミナを──エミリオを見失ってしまった。攫さらわれてしまった。今さら、どこに行けば良いのかも分からない。


　──どうしよう……。


　敵は一人ではないらしい。ヨハエルを囮おとりに使ったところからも、これが周しゆう到とうに計画された作戦だと窺うかがえる。一度離された以上、カナメがエミリオを見つけるのは絶望的だった。


　──どうしよう……。どうしよう……どうしよう。どうしよう。どうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしようどうしよう


　カシャン──鈴すずが鳴るような音とともに、手からカタナが滑すべり落ちた。


　そして──


「──っ……」


　ポロリと、涙が頰ほおを伝った。仮にも〝契約者狩がり〟の名で呼ばれ、数多あまたの契約者を屠ほふってきたカナメが、道に迷った幼子のようにすすり泣く。


　──守れるのか？


　カナメたちは、まだ目的地にすら辿たどりついていない。だというのに、目の前でエミリオを攫われ、ヨハエルごときに一いつ杯ぱい食わされ、まだ他にも斬らねばならない敵が存在する。


　心細かった。エルミナはカナメを頼たよってくれた。応こたえてやりたい。なのに、自分は本当に応えられるのだろうか？


　誰だれでも良い。側そばにいてほしい。側にいて、背中を支えてほしい。


　いつでも、カナメの隣にはマルクがいてくれた。どんな相手でも、マルクが背中を守ってくれるから、カナメはなにも恐れずにいられた。


　そのマルクは今いない。今、頼ることができない。


〝契約者狩り〟──いつか自分の牙きばをへし折ってくれる相手を探さがして、カナメは剣を振ふるい続けてきた。


　そして、カナメは自分の牙をへし折ってくれる相手に出会えた。牙をへし折って、全ての柵しがらみを壊してくれる相手に──マルクに出会ったのだ。


　もう、契約者狩りには戻もどれない。もう、一人では戦えない。エルミナを守ってやりたいのに、最後まで守り通す自信がなかった。


　泣いている場合ではない。今は、泣くべきときではない。なのに、涙なみだはいつまでも止まってくれなかった。





「──良いのよ。女の子はね。無理なんかしなくて良いの。そのために男っていう生き物がいるんだから」





　そんな言葉とともに、なにかがフワリとカナメの体を抱きしめた。


　嗅かぎ覚えのある、甘ったるい香かおり。


「……おんし……ぃっ、なにゆ、え、こ、ここに、おるの、じゃ？」


　しゃくり上げてしまい、まともな言葉にはならなかった。そんなカナメを優やさしく抱きしめた人物は、自信たっぷりにこう言った。


「そんなの、泣いてる女の子を最高の笑え顔がおで笑わせるために決まってるじゃない」


　世界の全すべての女性が大好きだ──そう言って女装を始めた男──マルクの兄──クリスだった。


　不覚にも、カナメはそこにマルクと同じ温ぬくもりを感じてしまった。それから、彼から漂ただようもう一つの〝におい〟に気づいた。


「血……？」


　クリスは、仕方なさそうに微び笑しようした。


「もう少し抱きしめていてあげたいんだけど、ちょっと助けてほしいの」


　クリスが振り返った先には、血まみれの女性が横たわっていた。
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　クリスが連れてきたのは、カナメと同じく屋敷に仕える使用人で、料理人のセリアだった。所用があるらしく、この列車に乗ってからは別行動を取っていたのだ。


　それが血まみれで重傷を負っていた。不意打ちでも受けたのか、背中に骨まで達する酷ひどい怪け我がを負っていた。近くにあった個室──二等室の空き部屋を借用し──クリスを部屋から追い出して──慌あわてて能力で手当てをした。


　手当ての最中、再び揺ゆり籠かごが侵食を始めたが、カナメはそれを能力で排はい除じよした。選よりに選ってロックウォールの街並みが現れたのだ。今度はアイシャの誕生日の記き憶おくらしい。しゃがんでいれば人から踏まれるような雑ざつ踏とうで手当てなど集中できない。


　幸い、背中以外の怪我は大したことがなかったので、応急処置を済ませた。そこで、セリアが目を覚ました。


　セリアが語るには、この列車は〈鉄人〉という契約者の計略で暴走中らしい。


「まったく……。次から次へよくもこう、面めん倒どうばかり起こるの」


「そちらはなにがあったのですか？」


〈アルス・マグナ〉の暴走。ここ最近の屋や敷しきでの出来事が幻まぼろしとして再現されている。カナメは異い邦ほう人じんである。そういった事情を誤解なく説明する自信がなかった。


「上う手まく、説明できぬの。ともかく、エルミナ……いやエミリオが目を覚ました……のじゃが、ちと困ったことが起きた」


「困ったこと？」


「ひと言で言うならば──〈アルス・マグナ〉が、誤作動を起こしておる」


　立派に暴走しているわけだが、さすがにそう口にするには抵てい抗こうがあった。それを口にしてしまうと、また自信をなくしそうだから。


　それでも、セリアを動どう揺ようさせるには十分な事実だったらしい。蒼そう白はくになるセリアに、カナメは慌てて言い繕つくろった。


「まだ、人死には出ておらぬ……はずじゃ。じゃが、列車が止まらぬではいずれ死人も出よう」


　その前に、仲間が一人死にかけたのだ。


　──あやつは一体なにをやっておるのじゃ。


　マルクはカナメたちの前に姿を現すことができない。他ならぬ、カナメがそう頼んだのだ。エルミナの秘密──婚こん約やく者しやがいるという事実を伏ふせておくために。


　そのマルクだが、カナメたちの側を離れたのだからてっきりセリアと行動をともにしているのだと思った。それがセリアは重傷を負って一人倒れていた。


　純白の髪かみをかきあげ、カナメは怖おず怖おずとその名前を口にした。


「マルク……は？」


　何故か、セリアは怯ひるんだように身を退いた。それから重たい口調でこう言った。


「マルク君は、落ちました」


「落ちた……？　列車に乗っておらぬのか？」


　──私は私のためにここにいる。エルミナの隣にはあなたがいてくれれば十分です──


　自信たっぷりにそう言ったというのに、マルクは一体なにをやっているのだ。先ほど泣いたことも手伝って、つい、呆あきれたような声が漏もれてしまった。


「まったく……。あやつはなにをしに来たのじゃ。姿を見せるなとは言うたが、列車から降りることはなかろ」


　セリアが、キョトンとして瞬まばたきをした。


「マルク君が無事だと信じているのですか？」


「列車から落ちたくらいで死にはすまい？」


　長ちよう刀とうを扱あつかうカナメは、列車に乗るとよく奇き襲しゆうを受ける。周囲の人間ごと斬きり捨てる趣しゆ味みはないので、その都つ度どカナメは相手を列車から蹴け落おとしてきた。そして、そういった相手は大体また襲しゆう撃げきしてくるのだ。


　カナメが造作もなく斬り捨ててきた契けい約やく者しやたちでさえ、無事だったのだ。仮にもカナメに敗北を刻んだマルクがその程度で死ぬわけがない。


　自信を持ってそう言うと、何故かセリアが頭を抱かかえた。


「カナメちゃん。列車から落ちれば大方の人間は死にます。マルク君は今、能力が使えません。ただでは済まなかったと思います」


　冷や水を、浴びせられた気分だった。


「……能力が、使えない？」


「ええ。マルク君の制約は、足の位置の固定です。列車の中では定義を満たせないのです」


　カナメがマルクと潜くぐった修しゆ羅ら場ばの数は少なくはない。彼の能力の制約とて、もちろん知っていた。しかし、室内である列車の中で能力が使えないとは、思っていなかった。


　──あやつ、能力も使えぬのならば何な故ぜそう言わぬのじゃ……！


　憤いきどおりを覚えるのと同時に、マルクがそうしてくれた理由も分かってしまった。


　マルクはカナメにエルミナを託たくした。だから、影かげに徹てつすることにした。影だから、カナメたちに心配の種を増やさぬよう、振る舞まってくれたのだ。


　──私は、ちゃんと支えられていたのか……。


　泣き言を漏らした自分が、急に恥はずかしくなった。カナメは気を引き締しめるように自分の顔を両手で叩たたいた。頰が赤く染まる。


「よし。私はエミリオを捜す」


　それが、エルミナとの契約であり、マルクとの約束なのだ。カナメにしかできない。カナメを頼ってくれた二人の願いなのだ。


　セリアが、驚おどろいたような声を上げた。


「マルク君のことは、いいのですか？」


「あやつは、列車を止めると言ったのであろ？　ならば任せておけば良い。一度口にしたことはやり遂とげる男じゃ。ならば私も私がやるべきことをやる」


「仮に無事だったとして、走っている列車に追いつくと思うのですか？」


　常識で考えれば、不可能である。列車より速い乗り物など、飛行機くらいのものだが、そんなものが都合良く手に入るはずもない。


　それでも、カナメは平然とこう答える。


「さての？　それは私が考えても意味がなかろ」


　カナメにエルミナを任せると言ったのだ。カナメが列車から蹴落としても、平然と戻ってきたのだ。


　──あやつは、必ず戻ってくる。エルミナの影になると言ったのじゃから。


　だから、カナメはマルクを信じる。カナメが恋こいした男は、その程度のこともできない男ではなかったはずだから。


　絶句するセリアに、カナメは勝ち気な笑みを返した。


「そうじゃの。あやつふうに言うならば『その程度のこともできずに、なにがヴァレンシュタイン家の執事バトラーじゃ』かの？」


　言ってから、後こう悔かいした。つい、エルミナと話すつもりでそう言ってしまった。セリアが、面おも白しろそうに笑った。


「信じているのですね。マルク君のことを」


「う、うるさいの。その程度もできぬ男ならそれまでじゃと言っておるだけじゃ」


「恋をしているのですね。そういうところ、可愛かわいいと思います」


　カナメは近くにあった椅い子すを引ひっ繰くり返かえした。こんなふうにからかわれることに、カナメは慣れていない。苦手なのだ。どう反応したら良いか分からない。


　慌てふためくカナメを余よ所そに、セリアは立ち上がって上着を羽織る。


「列車はなんとかします。カナメちゃんは、エルミナちゃんとエミリオちゃんのことをお願いします」


　カナメは片かた眉まゆを揺ゆらした。先ほどからそう思っていたが、今日のセリアはいつもと口調……だろうか、なにかが違ちがった。


　──ああ、そうか。こやつも、側そばに寄ってきたのじゃな。


　セリアは面めん倒どう見みが良い。カナメも、何度か世話になっている。だが、どこか一歩引いているような印象があった。以前の、エミリオが引き起こした使用人の分ぶん裂れつ事件でも、セリアは関かかわろうとしなかったのだから。


「あやつのことは任せるがよかろ」


「私も列車を止めたらそちらに行きます」


　カナメは応急処置しかしていない。一番酷い傷は能力で修復したが、今、揺り籠の幻げん影えいを打ち消せるのもカナメの能力だけなのだ。そちらに割さかねばならない分、治ち療りようも万ばん全ぜんというわけにはいかなかった。


「不要じゃ。どこまで信しん頼らいできるものかは分からぬが、あてはある。おんしは自分の体でも心配しておれ」


　まだ、詳くわしい話は聞いていないが、クリスがここにいるのは偶ぐう然ぜんではないはずだ。そして〝女性を笑わせること〟に関してなら、あの男は信頼できる。


　実際のところ、クリスが見たいのは女性が〝今一番幸せだという笑顔〟である。それを見るためならば、相手が女性でも平然と冥府アビエスに突つき落とす。先ほどカナメを慰なぐさめたのも、カナメ自身を気き遣づかったわけではなく、カナメを笑わせるために外ならない。


　カナメはそれを見み抜ぬいてはいなかったが、この状じよう況きようをどうにかできる人物としてクリスを信頼したのは紛まぎれもなく最良の選せん択たくだった。


　カナメが軽口を返すと、何故かセリアが頭を撫なでてきた。


「私はどちらかと言えばカナメちゃんを応おう援えんしています。カナメちゃんなら、マルク君のことを仕留められると思っています」


「わ、私はあやつを斬きりたいわけではない！」


「言葉のあやです」


　クスクスと笑うセリアを見て、カナメは一いち抹まつの不安を覚えた。無理をして笑っている。そんな印象が拭ぬぐえなかった。


「いつだったか、おんしが見み繕つくろってくれた服は、悪くなかった。また、頼たのみたいのじゃ」


　ぼそりとそう呟つぶやくと、セリアは少し驚いた顔を見せた。それから小さく苦く笑しようする。


「マルク君とのデートに必要ですからね」


「お、おんし！」


　クスクスと笑いながら、セリアは部屋を飛び出す。


「大だい丈じよう夫ぶです。私は、きちんと戻もどります」


　そう言い残し、セリアは去っていった。まだ、動くのも辛つらいだろう体で。


　──私は、私にしかできないことをする。


　そして、カナメは次の一歩を踏ふみ出した。
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　部屋を出ようとして、カナメは奇き妙みような違い和わ感かんを覚えた。


　──なんじゃ……？　体が、重いの……。


　気を張りすぎたせいだろうか。大した手傷を負ったわけでもないのに、妙みように疲つかれていた。


　──今は、そのようなことを気にしている場合ではないか……。


　列車の揺ゆれはまた一段と酷ひどくなっており、歩くのも困難な状態だった。頭を振ふって部屋を出ると、クリスが待っていた。


「ありがとう。助かったわ。あたしじゃあ、手に負えなくて困ってたの」


「いや、それよりもおんし、セリアを放ほうっておいて良いのか？」


　セリアも、なにか抱かかえている様子だった。カナメはもう、一度慰めてもらった。世界中の女性を笑わせたいという男なのだ。セリアのこととて気がかりなのではないだろうか？


「うーん……。そうねえ。気にはなってるんだけど、今はカナメさんの方が不安そうだし、それにあっちはうちの馬ば鹿かな弟がなんとかするでしょう」


「信じるのか？」


　マルクとクリスの兄きよう弟だい仲は、カナメから見ても最悪だと思った。それがこうも信頼するとは不思議だった。


「ああ、違うわよ。できなかったらあたしが殺しに行くから」


　兄弟の絆きずなのようなものを期待したカナメは、肩かたを落とした。


　と、そのときひときわ列車が大きく揺れた。踏み堪こらえようとしたカナメの視界が、クラリと揺れた。


「あ……？」


　足から力が抜ぬけ、危あやうく倒たおれそうになる。慌あわててなにかに捕つかまろうとすると、大きな腕うでが支えてくれた。


「大丈夫？　カナメさん」


「すまぬ。……少し、疲れただけじゃ」


　セリアの手当ては神経を遣つかった。そのせいだろう。それに、列車の揺れも尋じん常じようではないことになっている。列車が暴走している。安全性などまったく保証されていない速度が出ているらしい。歩くどころか、立っていることさえ困難な揺れだった。


「まだ顔色が悪いわ。少し休んだ方が良くないかしら？」


「私のことは良い。列車の揺れが原因であろ。……それより、おんし、ここでなにをしておる。偶然などという戯たわ言ごとは聞かぬぞ」


　惚とぼけられるとは思えないが、ヨハエルの前例がある。警けい戒かいしながらカナメが訊きくと、クリスは胸むな元もとから木き彫ぼりのペンダントを取り出した。赤子の拳こぶしほどの大きさで、中は刳くり貫ぬかれている。大陸先住民クーランの作品だろうか、彼ら特有の幾き何か学模様が彫ほり込まれていた。


　ひとまず、この揺れの中、話しながらではまともに歩けそうもないので、カナメはそのペンダントへ視線を向ける。


「なんじゃ、それは？」


「これね。中に尖晶螢オルネイロを入れて祀まつる、クーランの祭器なのよ」


　クーランの祭器──その言葉に、カナメは一つの単語を思い出した。


「〈精せい霊れいの器うつわ〉……か？」


　クリスは曖あい昧まいに首を振った。


「そうだとも言えるけど、そうでないとも言えるわ」


「どういう意味じゃ？」


「確かに、これは〈器〉として祀られていたものなんだけど、今この中に精霊は不在よ」


「私のカタナと同じようなものか」


　カナメのカタナ──暗くら乃の守かみ夜よる之ゆきは、キョクトで祀られる〈精霊の器〉だった。それが力を失い、カナメは契けい約やく者にされた。今の暗乃守はただの抜け殻がらである。


「似たようなものだとは言えるけど、ちょっと違うかもしれないわ」


　やはり、要領を得ない返答である。カナメが首を傾かしげていると、クリスはニッと口くちの端はしをつり上げた。


「この〈器〉で祀られていた精霊の名前は──〈フォル・ウォレ〉」


「……？　どこかで聞いた名じゃな」


　カナメの反応に、クリスは「んふ」と奇妙な声を上げて笑った。


「〈フォル・ウォレ〉を祀る氏族は既すでに滅ほろんでいるわ。でもね。〈フォル・ウォレ〉の名は語かたり継つがれている。〈フォル・ウォレ〉の怪かい談だんとしてね」


　いつだったか、確かにマルクがそんな怪談を話していた。


「あ……、まさかとは思うが……」


　カナメはエルミナの研究──精霊とはなんなのかについて、相談に乗ってきた。だから、直感してしまった。


「そういうこと。この精霊〈フォル・ウォレ〉は一人歩きしているわ。〈器〉を失っているにも拘かかわらず」


　それから、カナメを試すような眼まな差ざしを向けて来る。


「そういう意味じゃあ、〈精杯グレイル〉と同種なのかもしれないわね」


「──っ！」


〈精杯グレイル〉──オルダー教が崇あがめる〈精霊の器〉──それを求めて、オルダー教の〈宣教師〉たちは、二千年という時間をかけて〈精杯グレイルの姫ひめ〉を追ってきた。〈精杯グレイル〉がすでに失われていることも知らずに。


　そのことに、クリスは気づいているのか？


「おんし、一体……」


　警戒の声を漏もらすと、クリスは片目を瞑つぶって笑みを浮うかべた。


「〈精杯グレイル〉の研究をしているのは、あなたたちだけじゃあないし、その情報だって完全に隠かくすことはできないのよ？」


　どうやら、この男はずいぶんな危険人物だったらしい。そっとカタナの柄つかに手を伸のばすカナメに、クリスは自信に満ちた声でこう言った。





「それでね。その〈フォル・ウォレ〉は──なんと、女の子らしいのよっっっ！」





　気を張っていた自分が、愚おろかしく思えた。


　ヨハエルのように白を切っているわけではない。この男にとってはそれが全てなのだ。そう、全力で訴うつたえてくる言葉だった。


「人に在あらざりし精霊の女の子なんて、素す晴ばらしく笑わせ甲が斐いがあると思わない？」


「はあ……。それで？　おんしはその〈フォル・ウォレ〉を追っておるのか？」


「そうよ」


「それで何な故ぜ、この列車に乗っておるのじゃ？」


　クリスは、おかしくて堪たまらないという顔で答える。


「〈フォル・ウォレ〉ちゃん、どうにも今、マルクに取とり憑ついてるみたいなの」


「……はあ？」


「この前、ちらっと聞いたんだけど、マルク、夜な夜なクーランの女の子が夢に出てくるってぼやいてたの。でね、話を聞いてみたらその女の子、〈フォル・ウォレ〉ちゃんだって言うじゃない」


　そういえば、カナメも似たようなぼやきを聞いた気がする。てっきり冗じよう談だんだと思ってまともに取り合わなかったが……。


「そのときは、あたしも馬鹿だなあ、としか思わなかったんだけどね」


　──それは酷かろう。


　自分のことを棚たなに上げ、カナメはそう思った。


「……一昨日おとといだったかしら？　ちょうどペインが来た日ね。ある人がこのペンダントを手放したがってるって情報を手に入れたの。それでピンときちゃったのよね。マルクは〈フォル・ウォレ〉に取り憑かれてる。だったら、〈フォル・ウォレ〉ちゃんにこの〈器〉をあげたらどうかしら？」


「どうなるのじゃ？」


「分からないわ！」


　とうとう、カナメはガックリと膝ひざを折った。


　──この男、話しておると疲つかれるの……。


　マルクの苦労が、少しだけ分かった。


「まあ、話が少しそれちゃったけど、ペインの一件であたしもすぐに街を離はなれられなかったから、つてを頼たよって〈器〉を確保しておいたのよ。そしたら、今度はエルミナさんたちが家出したって言うじゃない？　ロックウォールに戻るより、あなたたちを追いかけてた方がマルクを捕まえられると思ったのよ」


　一応、筋は通っているように思える。……いや、根本的に行動理念が破は綻たんしているが、この男をまともな観念で捉とらえても意味がない。きっと、筋が通っているのだろう。


　疑ぎ惑わくを振り払はらうように頭を振って、カナメは問いかける。


「それでは、やはりセリアの方についていった方が良かったのではないか？　マルクはあやつと行動をともにしていたのであろ？」


　クリスは、なにか思案するように首を捻ひねった。


「んー。これは直感なんだけどね。たぶん、カナメさんといっしょにいた方が〈フォル・ウォレ〉ちゃんに会える気がするの」


「私はそのような精霊とは面識がないぞ」


「ううん。面識があるないの問題じゃないの。そんな気がするの。……こういうときのあたしのカンって、外れたことがないのよ？」


　この男が言うと、妙な説得力がある。だが本当にそれで納なつ得とくしてしまって良いのだろうか？　人として、もう少し慎しん重ちようでいるべきではないのだろうか？


　いろいろ葛かつ藤とうしていると、クリスが優やさしげな微び笑しようを投げかけてきた。


「それにね、今のカナメさんを見たら、笑わせないと気が済まなくなっちゃったの」


　どうして、マルクはこうは言ってくれないのだろうか。カナメは小さなため息を漏らしながらも、毅き然ぜんとした声で答える。


「今は、おんしのことを信用する。それより、覚かく悟ごは良いか？」


　カナメの領域を、再び揺り籠かごが侵しん食しよくしてくる。


　二等車両の廊ろう下かがガラスのように砕くだけ散ちり、続いてロックウォールの街が広がっていた。
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「あら？　あれってフィガロじゃない」


　前方では、病的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせた青年とおどおどするジェノバとが、寄より添そって歩いていた。それに向かってマルクが呆あきれたような声を投げかける。どうやらヨハエルの教会に向かう途と中ちゆうのようだ。


　今度は、理り髪はつ師しを探さがしに行ったときの記き憶おくのようだ。この後、マルクはエルミナの髪かみを切ることになる。カナメも自分の髪を切ってもらおうと思ったのだが、マルクは拒きよ否ひした。


　──あなたはそのままの方が良いと思います──


　上う手まく誤ご魔ま化かされたような気もしたが、エルミナからマルクは長ちよう髪はつが好みらしいと聞いてしまった。だから結局、カナメは髪を伸ばし続けることにしたのだ。





　また景色が変わっている。列車はもはや備品が壊こわれるほど揺ゆれているというにも拘わらず、幻まぼろしの景色はまったくそれを感じさせない。時間も距きよ離り感かんも狂くるってしまう。それに雑ざつ踏とうは障害物となるのだ。邪じや魔ま者もの以外の何者でもなかった。


「鬱うつ陶とうしいの。……クリス。揺り籠を搔かき消けす。動くでないぞ」


〈明鏡止水〉は周囲一帯を液状化させる。下へ手たに動けば薄うすっぺらい列車の床ゆか板いたなどすぐに踏ふみ破やぶってしまう。


　カナメの言葉に、クリスが驚おどろいたような顔をした。


「この幻、〈アルス・マグナ〉の力なのでしょう？　搔き消すことなんてできるの？」


「〈アルス・マグナ〉とて契けい約やく精せい霊れいじゃ。まったく効果がないわけでもあるまい」


「そう、かもしれないけど……。あたしが聞いた話じゃあ、触ふれただけで消されてしまうようなものらしいけれど？」


　そう言われると、カナメも首を傾げた。マルクも〈アルス・マグナ〉に能力を撃げき破はされ、数日間能力を消失したことがあったらしい。


「そうじゃの……。私の能力は触れたものに侵食するものじゃ。ここは揺り籠の中のようなものじゃが、列車自体がなくなったわけではない。〈沙波イサナミ〉が侵食した分、そちらが表に出ているのであろ。〈アルス・マグナ〉に直接干かん渉しようしたわけではない」


　つまり揺り籠という巨きよ大だいな水鏡に〈沙波イサナミ〉という小石を投じて水面を乱したのである。すぐに侵食し返されてしまう。


「所しよ詮せんは一時凌しのぎじゃが、ないよりはずっとましであろ？」


　クリスが頷うなずくのを確かく認にんしてから、カナメは地面──実際には列車の床ゆかなのだろう──に手をついた。


「広がれ──〈沙波イサナミ〉」


　ピシンッ──ロックウォールの雑踏に波は紋もんが走り、世界がガラスのように砕け散る。


「凄すごいわね……。本当に〈アルス・マグナ〉の力を搔き消すなんて」


「大したことではない。……それより、あまり長くは保もたぬ。行くぞ」


　揺り籠とともに、カナメの波紋も砕け散っていた。そこに揺り籠が現れるまで、そう長い時間はかからない。


　床も正常に戻もどっているので、前に進もうとしたときだった。


　ゴトッ──それが、自分の頭から聞こえた音だと、カナメは理解できなかった。


「あ……れ……？」


　何故か、目の前に床が広がっていた。


「カナメさん！」


　慌あわててクリスが抱だきかかえてくる。誰だれかに攻こう撃げきされたのかとも思ったが、どうやら自分は独ひとりでに倒たおれたらしい。目の前が、グルグルと回っていた。


「なんじゃ……？　これ、は……」


　喘あえぎ声を上げるカナメを見て、クリスが眉まゆを寄せる。


「カナメさん、さっきから様子がおかしいと思ってたけど、どこか怪け我がでもしてるんじゃないの？」


「怪我など……」


　ヨハエルとの交戦では、大した怪我は負っていない。それ以外ではせいぜいセリアの手当てに気を遣つかった程度のものだ。


　──いや……、この感覚、どこかで……？


　確か、以前アイシャと交戦したとき、これと似たような目に遭あった。アイシャの〈魔眼〉は精せい霊れいですら焼き払う。あの能力で〈沙波イサナミ〉を焼かれると、カナメ自身の気力がごっそり削けずられる。自分の影かげに精霊を住まわせているマルクの場合は、もっと顕けん著ちよに打だ撃げきを受ける。


　──あたしが聞いた話じゃ触れただけで消されてしまうようなものらしいけれど──


　たった今、クリスが口にした言葉である。


「まさか……私も、〈沙波イサナミ〉も、傷いたんでいたのか……？」


　かつてマルクもエルミナに触れた瞬しゆん間かん、能力を砕かれた。カナメとて〈アルス・マグナ〉に触れているのだ。その分〈沙波イサナミ〉も傷んでいたのではないか？


　──ほんの、数回搔き消しただけで、これだけ気力が削られるのか……。


　しばらく目を瞑り、目め眩まいが治まってからカナメは立ち上がろうとする。


「駄だ目めよ。まだ顔色が真っ青よ？」


「エミリオが攫さらわれたのじゃ。あやつほどの力があれば、そうそう後おくれは取らぬであろうが、私はあやつとその体を守ると約束したのじゃ」


　と、そのとき列車がひときわ大きく揺れた。その振しん動どうでカナメはペタンとへたり込んでしまう。


　──立てない……。


　無様だった。思わず再び涙なみだぐんでいると、体がフワリと浮ういた。なにを思ったのか、クリスがカナメを抱かかえ上げたのだ。


「エミリオさん。この先にいるのね？」


「そ、そのはずじゃが、おんし、なにを……」


「走るわ。しゃべらない方が良いわよ？」


　そう言って、クリスはガタガタと地じ震しんのように揺れる車両の廊下を駆かけ出した。


「ま、待た、ぬか、む、無理、じゃ……！」


「んふ、なに言ってるのよ。これくらいもできないようじゃあ、世界中の女の子を笑わすことなんてできないわよ！」


　跳とぶように駆け抜ぬけるクリス。その顔を見上げ、カナメはふとこう思った。


　──こやつ、やはりマルクと兄弟なのじゃな……。


　本人たちは認めないだろうが、マルクとクリスはよく似ていた。マルクもエルミナのために駆けるときはこんな顔をしている。マルクが聞いたなら絶望して命を絶ちそうな感想を抱いだくカナメ。


「あらら？　今度は屋や敷しきの中になったわね」


　列車の景色が、再び揺り籠に塗ぬり替かえられる。今度は屋敷で外も薄うす暗ぐらく、場面が跳んだのだと分かった。


　こんなあやふやな世界を平然と駆け抜ける。マルクがエルミナ限定で発揮する超ちよう人じん的能力を、クリスは全人類の半分に対して発動できるらしい。ここまで行くと、もう感心する他なかった。


「──見つけたわ！」


　屋敷の廊下、その前方に、僅わずかに開いた扉とびらが見えた。そこにカナメを始めとした使用人たちが群がっている。


　その扉の向こうに、同じ顔をした二人の少女の姿があった。エルミナとエミリオ。同時に存在できないはずの少女たちが顔を合わせている。


　少女たちの傍かたわらに、丸メガネの少年と、見覚えのある青年の姿があった。


　少女の片方と、青年がカナメたちに振ふり返る。そのときにはクリスも立ち止まり、カナメを床に下ろすと速すみやかにマスケット銃じゆうを構えていた。


「さあて、これが避よけられるかしら？」


　ドンッ──撃うち出された弾だん丸がんは、壁かべを何度も跳ちよう躍やくし、泥どろ棒ぼうの青年へと迫せまる。


　青年は、軽く身を退ひくだけでその弾丸を回かい避ひしていた。しかし──


「なっ──？」


　クリストファ＝マルドゥークが、旧式のマスケット銃を相棒に選んだのには理由がある。マスケット銃の弾丸は球体で、多段跳弾が可能なのだ。


「ヨシュアさんっ」


　繰くり返し跳はね返った跳弾が、青年の肩かたを掠かすめていた。


「やるわね。躱かわしたわ」


　クリスが二に挺ちよう目のマスケット銃を構えたときだった。


　青年の前に、少女が立ちはだかっていた。


「待って！　撃ってはいけませんわ！」


　狙ねらいが遮さえぎられたことで、クリスが慌ててマスケット銃を天てん井じように向ける。その隙すきに、青年は抜け目なく姿を消していた。


　──あやつ、やはりただものではないの……。


　カナメの目から見ても、クリスの腕うでは凄すさまじい。その跳弾を回避してみせたのだ。並の実力ではない。


　駆け寄ろうとして、カナメは揺れが治まっていることに気づいた。


　──セリア……上手くやってくれたか。


　あれだけ傷だらけのセリアとて自分の役目を全まつとうしたのだ。自分もこんなところで蹲うずくまっている場合ではない。


　カナメはふらつく足取りでエミリオの元へ向かった。
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　カナメが駈かけ寄っても、少女──エミリオは真まっ直すぐもう一人の少女を見つめていた。


「姉様、嬉うれしそうですわ」


　見れば、幻げん影えいのエルミナは理り髪はつ中だった。髪を切っているのは、マルクである。髪を切られるエルミナは、乏とぼしい表情ながらも確かに嬉しそうに見えた。


「わたくし、姉様は苦難にばかり遭われて、不幸な方なのだと思っていましたわ」


「ならば、私たちは立つ瀬せがないの」


　カナメがそう言うと、エミリオはクスリと笑った。


「そう、なのですのね。そんなこと、確かめるまでもなかったはずです。わたくし、浅はかですわね」


「なにがあったのかは知らぬが、おんしが心配せずとも、エルミナはそれなりに楽しくやっておる。おんしとの約束に、応こたえると言っておった」


　エミリオは嬉しそうに頷くと、それから悪戯いたずらでもするように片目を細めた。


「カナメさん、わたくしのこと、心配しました？」


「当たり前であろ」


「姉様のこと、心配しました？」


「当たり前であろ」


　同じ返答を繰り返すと、エミリオは人差し指を立てた。


「カナメさん。わたくしは、姉様ではありませんわ。姉様の体くらい、守ってみせます。だから、わたくしがここにいるときは、そんなに抱かかえ込まなくで良いのですわ」


　そう言われて、カナメは声を詰つまらせた。


　──見み抜ぬかれていた……。


　心細くて、独りになると泣き出してしまった。エルミナが打ち明けてくれた秘密は、とても重たかった。一人で抱えるのは、辛つらい。


　カナメがなにか言おうとしたときだった。


　目の前を季節外れの尖晶螢オルネイロが舞まった。


「お前。フォルの体を返すの」


　いつの間にか側そばに寄ってきていたクリスに、小さな女の子が詰め寄よっていた。クーランだろうか、変わった衣い装しように身を包んでいた。


　クリスはかがみ込んでフォルと名乗った少女に目線を合わせる。


「あなた、〈フォル・ウォレ〉ちゃんね？　あなたの体って、これのこと？」


〈フォル・ウォレ〉──クリスが捜さがす精霊は、確かにカナメが向かう先にいた。これをカンだけで探さぐり当あててしまうのだから、クリスの直感は異常である。


　フォルが頷うなずくと、クリスはペンダントを揺ゆらして笑えみを浮かべた。


「返してあげても良いけど、一つだけ教えてほしいことがあるの。答えてくれる？」


　精霊相手に脅きよう迫はくともつかない取り引きを持ちかけるクリス。カナメとエミリオが呆あつ気けに取られていると、フォルは不服そうに目を細めた。


「なにを訊ききたいの？」


「あなた、どういうときに幸せって感じる？」


　……結局、それしかないらしい。


　それでもカナメは少しクリスを見直していた。取り引きならば、クリスはこう要求することもできたはずだ。


　つまり──一番の笑顔で笑って──と。


　フォルは理解できないというように首を傾かしげたが、やがて神しん妙みような面おも持もちこう答えた。





「フォルのことを覚えている人がいる。誰だれでもいい。フォルがここにいたということを、フォルがフォルの意志で歩いてきたことを忘れないで。それが、フォルの望み」





　精霊と呼ぶには、あまりに人間らしい願い。


　エミリオが、そっとフォルの体を抱きしめた。……その体には実体がないらしく、腕を絡からめているだけだが。


「大だい丈じよう夫ぶ。わたくしが、あなたのことを忘れませんわ。あなたがここでわたくしの手を引き、わたくしを励はげましてくれたこと。生しよう涯がい忘れませんわ」


　フォルが、キョトンとして瞬まばたきをした。


「本当に？」


「わたくしと姉様の名前にかけて」


　エミリオがそう答えると、フォルは表情を輝かがやかせた。それから幸せで堪たまらないというような笑顔を浮かべた。


　──ああ。クリスはこれが見たかったのか。


　カナメは、素す直なおに納なつ得とくしてしまった。こんな笑顔が見られるならば、命の一つくらい、懸かけてもいいように思える。





　──ありがとう、エミリオ──





　そう言って、フォルの体は消えていった。周囲を飛とび交かう尖晶螢オルネイロの群れとともに。


「消えて、しまいましたわ……」


　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくエミリオに、クリスがペンダントを差し出す。


「〈フォル・ウォレ〉ちゃんは、ここにいるわ」


　木き彫ぼりのペンダントの中には、尖晶螢オルネイロのように透すき通とおった石が嵌はまっていた。





　エミリオがそのペンダントを受け取ると──ピシン──世界はもう一度砕くだけた。
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　そこは、豪ごう華か客車の通路だった。部屋の並びを見た限りでは、まだ一等客室のようだ。


　その景色を眺ながめ、金色の髪かみの少女は表情もなく呟いた。


「……エミリオは、また眠ねむったのだね」


　その言葉に、カナメは大きく目を開いた。


「そのしゃべり方……おんし、エルミナか？」


「……その、ようだ」


　ホッとして、涙なみだが出そうになってしまった。


「……心配を、かけた」


　申し訳なさそうに俯うつむくエルミナに、カナメはフンと鼻を鳴らした。


「大変なのはこれからであろ？　つまらぬことを気にかけるでない」


　カナメが軽口を叩たたくと、エルミナは自分の手に視線を落とした。そこには〈フォル・ウォレ〉のペンダントが載のせられている。


「それが、おんしを今ここに引き留めているらしい」


　エミリオと〈フォル・ウォレ〉の間になにがあったのか、カナメはそれを知らない。知らないが、クリスの話からもそれは間ま違ちがいないだろう。


　カナメとエルミナ、そしてクリスがペンダントを見つめていると、エルミナがとうとつに顔を上げた。


「……カナメ。〈契けい約やく書しよ〉を完成させよう」


「それはかまわぬが……今さら、なんの意味があるというのじゃ？」


「……〈空白の契約書〉は〈アルス・マグナ〉の鏡。だが力が足りないから不完全な模も倣ほうしかできない。完全な模倣ができたなら、欠けつ陥かんはない……はずだ」


　カナメは、驚おどろいたように瞬きをする。


「つまり、〈アルス・マグナ〉を覆くつがえせる？」


　エルミナが、珍めずらしく自信に満ちた笑みを浮うかべた。


「……不可能では、ないはずだ」


　カナメが歓かん喜きの声を上げようとしたときだった。隣となりに、もう一人人間がいることを思い出した。


「あら？　あたしのことは気にしなくていいのよ？」


　顔をしかめるカナメを余よ所そに、クリスは困ったように苦く笑しようする。


「あなたたちの情報はね。今、特一級取引禁止項こう目もくに設定されてるの。知ってるだけで罪に問われるようなレベルよ。話したらあたしが消されちゃうわ」


「……何な故ぜ？」


「エルミナさんはね。契けい約やく者しやの頂点であり、制限無き〈精せい霊れいの器うつわ〉の使い手なの。この意味は分かるわよね？　この世界にあなたより強力なものって存在しないの」


　エルミナが大きく目を見開いた。その反応に、クリスはクスクスと笑い声を漏もらす。


「気づいてなかったのなら、ちょっと軽けい率そつよエルミナさん。蜃しん気き楼ろうの屋や敷しきなんていう異常が今まで放置されてきたのは──あなたがあの屋敷に留とどまるうちは、誰も触ふれてはならない──そういう取り決めがあったからなの」


「なにものがそんな取り決めを行ったのじゃ？」


「そんなのドミニクさんに決まってるじゃない」


　あの無む駄だに顔を変化させる家令が、そんな取り決めを仕切っていたことにカナメは首を傾げた。そして首を横に振ふる。


「やはり分からぬの。ならば権力者はエルミナの力を欲しがるものではないか？」


「そうよ。誰でも欲しがるから、欲しいという素そ振ぶりを見せたものは危険視される。手に入れるどころか、接せつ触しよくしたい素振りを見せるだけで後ろから刺さされかねない。かといってことを構えるにはあなたは強力過ぎる。だから、みんな触さわらないということで納得せざるを得ないの。そしてその〝触れない〟という了りよう解かいが特一級取引禁止項目ということよ」


　それから、クリスは神妙な声こわ音ねで続けた。


「だから、あなたたちも自分のことをペラペラしゃべっちゃ駄だ目めよ？　それと、あなたが動き始めたことで取り決めにも変化が起こるはずよ。あなたの敵はヴィルヘルムだけじゃないかもしれない。気をつけるのよ」


　希望は見つけた。しかし、状じよう況きようはエルミナとカナメが考えるよりも深刻で、複雑なものだったようだ。


　隣を見ると、エルミナも落ち込んだように俯いていた。カナメはフンと鼻を鳴らした。


「どの道、おんしがやるべきことは同じであろ？」


「……確かに、その通りだね」


　エルミナは、そんなものは一つしかないというように頷くと、カナメに窺うかがうような視線を向けた。





「……部屋に戻もどって、紅茶を飲むとしよう」





　さすがに、カナメも頭痛を覚えた。
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　扉とびらの向こうに広がっていたのは〝在あるはずのない〟世界だった。





「──な、んです……？　これは」


　目の前に広がる光景を見て、マルクは啞あ然ぜんとした声を漏らした。


　そこに広がっていたのは、ヴァレンシュタイン家の屋敷だった。毎日掃そう除じしてきたのだ。見み間ま違ちがえるわけがない。


　その玄げん関かんに、蒼そう白はくな顔をした少女が呆然と立ち尽つくしていた。


　小麦色のドレス。エルミナとよく似た顔立ち。翠すい玉ぎよくの瞳ひとみはマルクがよく知る少女と同じものだが、その髪はマルクの知らない──いや、一度だけ肖しよう像ぞう画がで見たことがある菫すみれ色いろ。


　少女の手は、小さく震ふるえていた。なにか恐おそろしいものでも見てしまったかのように。


　マルクが少女に声をかけようとしたときだった。





「──何故、帰ってきたのかね」





　頭上から、重たい声が響ひびいた。


　見上げると、二階へ続く階段の最上段に、金きん髪ぱつの紳しん士しが佇たたずんでいた。


「リカルド……さん」


　リカルド──それは、エルミナの父親の名である。


　──では、この少女はやはり……。


「ようやく〝様〟をなくしてくれたのだね──ヴィオラ」


　ヴィオラ──そう呼ばれた少女は、凍こごえたような震える声で呟く。


「リカルドさん。わたしの未来は、あと三年……なんですか？」


　ヴィオラの問いかけに、リカルドは落らく胆たんしたように肩かたを落とした。


「知って……しまったのか」


　それは、当のヴィオラ本人よりもよほど辛つらそうな声だった。


「ならば、何な故ぜ帰ってきたのかね」


　そして、同じ質問を繰くり返す。


「なにをしに、帰ってきたのかな？　分からなく、なっちゃったよ……」


　震える少女に、リカルドは手を伸のばそうとして──思い直したように引いた。


「分からなくなったのなら、教えてあげよう。君は、私の下もとを去るために来たのだよ」


「……うん。そのつもり、だったんだと、思う」


　力のない返事に、リカルドは首を横に振る。


「君は、私の能力も知ってしまったのだね？」


　少女が小さく頷うなずく。


「ならば、一つ君の未来を教えてあげよう。明日、私と君は、予定通り挙式する。そして、そこに少年が異議を唱えに来る」


「それ、リカルドさんは、初めから知ってたのかな？」


「私の字あざなは〈観測者〉──この国とオルダー教の未来を見み据すえ、助言するものだよ。ただ見据えた未来に身を委ゆだねるだけの、無力な存在なのだよ」


　ヴィオラは首を横に振った。


「分からないよ。どれが本当のリカルドさんなのかな。リカルドさん、会ったばかりのころは、凄すごく好いい人だった。わたしなんかを好きだって言ってくれた。だけど、お母さんを手元に置くためにわたしに声をかけたって言った。なのに、今度はなにもできない人みたいに言う」


「どれもが全すべて私なのだよ。私が見た未来は変わらない。私はすでに見た未来を演じることしかできないのだよ。そこに、私の意志など存在しない。私にとって、この世界は結末の知れた物語でしかないのだよ」


「……やっぱり、分からないよ。だったら、なんでリカルドさんはそんな泣きそうな顔をしてるのかな」


　常に余よ裕ゆうのある態度を取っていたリカルドが、初めて狼ろう狽ばいを顕あらわにした。


「話して。リカルドさんのこと。わたし、リカルドさんのこと、なにも知らない。でも、わたしのこと好きだって言ったリカルドさんに、自分の意志がなかったなんて言わせない」


　そこに、怯おびえた少女の姿はなかった。リカルドは、呆あつ気けに取られたように口を開き、それから観念したように首を横に振った。


「私は、これでも若くして契約者になったのだよ。そして、その対価に目の光を失った。初めは、凄すごい力を手に入れたのだと思ったよ。だが、それは大きな間違いだった。私には未来が全て見える。良い未来も、悪い未来も。どれだけ抗あらがおうとしても、一度見た未来は変えられなかった。私の能力は未来の〝予知〟ではなく〝確定〟だったのだよ」


　マルクには、それがどんな絶望なのか、理解できてしまった。


　先代の〈精杯グレイルの姫ひめ〉──ヴィオラ＝ヴァレンシュタインのために戦った男たち──ドミニクとペインの結末を、見てしまったのだから。それが自分たちの未来だと言われ、それを変えることはできないなどと言われたなら、マルクには堪たえられない。


　未来は変えられる──そう、信じられるから、マルクは今立っていられるのだ。


「私が望もうが望むまいが、この力は多くの人間から必要とされた。特に、権力者と呼ばれる人種からはね。そんな中に、当時の教皇もいた。私は〈精杯グレイルの姫〉を探さがせと命じられ、そしてヴィオラ──君の、母上を見つけた」


　リカルドは、自じ嘲ちようの笑えみを浮かべる。


「初めて見た君は、まだ四歳だった。お母上の裾すそを摑つかんで離はなさなくてね、ずいぶん困らせていたよ。だが、私にとってはどうでもいいことだった。君と君の母上の存在を伝え、いつ死ぬかを知れば良かったのだから」


　それから、なにか楽しい思い出を振り返るように笑みを浮かべた。





「当時、私は十八歳だった。君の未来を覗のぞき見て、私は十六歳の君に恋こいをした」





　未来と現在が同時に存在するリカルドにとって、それは正しよう真しん正しよう銘めいの恋だったのだろう。仮に、そのとき目の前にいたのがまだ四歳の幼女だったとしても。


「君がどのように笑い、どのように怒おこり、どのような涙なみだを流すのか。私は全て知ってしまった。そして、君が誰だれに恋をするのかも」


　黙だまって耳を傾かたむけていたヴィオラが、ビクリと肩を揺ゆらした。


「私は君を手に入れようとするが、挙式の瞬しゆん間かん、君が恋した少年が異を唱えに来る」


「……それで、どうなるの？」


　リカルドは、肩を竦すくめた。


「怖こわくて、見られなかった」


「……？」


　ヴィオラが不思議そうに首を傾かしげると、リカルドは仕方なさそうに笑った。


「それはそうだろう。自分が失しつ恋れんする瞬間など、見たいわけがないだろう？」


　戯おどけるようにそう言うと、リカルドはもう一度神しん妙みような表情を見せた。


「それから、私は君の子供たちの未来も見た。そのころには、私は頭がおかしくなっているようだね。君の娘むすめたちを使って〝ある残ざん酷こくな実験〟をするのだよ。そして、私はその娘たちによって人生に幕を下ろすのだ」


　それから、疲つかれたようなため息を漏らす。


「それが、私に見えた全てだ。私に見えるのは、私が生きて見ることができる歴史だけらしい。そこから先がどうなるのかは、分からない」


　リカルドは語るべきことを語り尽くしたらしい。ヴィオラの返事を待つように、静かに沈ちん黙もくした。


　ヴィオラは、顔を上げると真まっ直すぐリカルドを見つめた。


「リカルドさん、わたしが死ぬところも見たんだよね？」


「君が眠りにつく瞬間も、そして本当の死を迎むかえる瞬間もね」


　ヴィオラは、ゆっくりと歩き始めた。現在の屋や敷しきと同じく、上質な赤い絨じゆう毯たんが敷しかれた階段を上り、リカルドの前まで足を進める。


　そしてリカルドの前に立つと、その頭をそっと抱きしめた。


「ごめんね、リカルドさん」


「……？　何な故ぜ謝るのかね？」


　どうやら、自覚がないらしい。リカルドは心底不思議そうな声を上げる。


「ごめんね……」


　ヴィオラは同じ言葉を投げかける。それで、ようやくリカルドも自覚したらしい。狼狽うろたえた声を漏もらした。


　リカルドは、顔をクシャクシャにして泣いていた。醜しゆう聞ぶんもなにもあったものではない。愛いとしいものを失ったかのように、胸が引き裂さかれんばかりに泣いていた。


　いや、実際に失ったのだろう。リカルドは今、ヴィオラが死を迎えるその瞬間を見つめたのだ。〈精杯グレイルの姫〉として眠りを迎える瞬間も。


「……どうして戻もどってきたのだ。君には、少年とともに幸せになる未来があったはずではないか。なのに、何故余計な未来を知るために戻って来たのだ」


　マルクは、ようやくリカルドという男を認めることができた。結局、この男も〈精杯グレイルの姫〉にその生しよう涯がいを捧ささげた一人だったのだ。


　慟どう哭こくするリカルド。ヴィオラはその顔を両手で包むと、そっと自分の唇くちびるを重ねた。


　長い口づけの後、ヴィオラは淡あわく微笑ほほえんだ。


「わたし、自分のためにそんなふうに泣いてくれる人を突つき放はなせるほど、強くないんだよ」


　それから、毅き然ぜんとして続ける。


「リカルドさん、わたしがすぐ眠っちゃうことも知ってたんだよね？　わたしが、他の人を好きになるって知ってたんだよね？　それでも、わたしのこと、愛してくれた」


　それから、自信のある笑みを浮うかべた。


「それに今、リカルドさん、わたしの娘たちって言ったよ。わたし、娘ができるんだよね？」


「君は、なにを言って……」


「リカルドさん。わたしは今、自分の娘たちが酷ひどい目に遭あうって知っちゃったんだよ。でも、それでも娘たちを産みたい。見たこともない子供たちでも、わたしとわたしたちが生きてきたってことを伝えたい。伝えて、生きてほしい。どんなに辛い目に遭うとしても、そのときわたしが助けられないとしても、その次の未来に繫つなげてほしい」


　それから、リカルドの手をそっと包む。


「だから、わたしもリカルドさんと同罪なんだと思う」


　手を握にぎり、自分の胸にそっと抱きしめる。
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「リカルドさん。わたしの残った三年、リカルドさんにあげます」


「馬ば鹿かな……」


　それは、自分が欲ほつしていたものを手に入れたものとは、遠くかけ離れた声だった。


「リカルドさんの罪も、わたしがいっしょに背負ってあげます。だから──」


　ヴィオラの目から、一ひと滴しずくの涙が溢こぼれた。





「だから、わたしを幸せにしてください。見習い君が──ドミニク君が、心配しなくて良いくらい、めいっぱい幸せにしてください」





　とうとう、ヴィオラが顔を覆おおって頽くずおれる。


「幸せにしてください。わたしの娘たちが、望まれて生まれてきたんだって、そう信じられるくらい。お母さんとわたしの人生が、無む駄だじゃなかったって信じられるくらい。リカルドさんが恋してくれたことが、決して間ま違ちがいなんかじゃないって思えるくらい」


「──もういい」


　泣きじゃくるヴィオラを、リカルドが抱きしめた。


「約束する。生涯をかけて、君を幸せにする。幸せに、してみせる」





　抱き合う二人を残して、周囲の景色が崩くずれ始める。


〈アルス・マグナ〉が見せる幻げん影えいが、役目を終えたように消えていく。


　崩れゆく景色を見送ると、ユラユラと小さな光が一つ、舞まっていた。手を伸のばすと、光点はマルクの手の平にそっと降り立った。


「尖晶螢オルネイロ……？」


　それは、すでに息絶えた尖晶螢オルネイロだった。





　──忘れないで──





　そして、誰かの声を聞いたような気がした。


　不意に、あの日、屋敷で遭そう遇ぐうしたクーランの少女を思い出した。アイシャかと思って話したのだが、別の誰かだったのだ。


　──ちょっと、忘れられる思い出ではありませんね。


　マルクは苦く笑しようする。


「……忘れませんよ」


　尖晶螢オルネイロの触しよつ覚かくが、幽かすかに揺れた。





　事態が収拾したらしいと悟さとり、マルクはその場から姿を消した。


　今見た幻まぼろし──ヴィオラとリカルド──二人が確かに未来へと繫いだ夢を守るため。


〈精杯グレイルの姫〉の夢を終わらせるために。


　そして、自分自身の恋に答えを出すために。





　　　　[image: ]





　時刻は、マルクが列車に踏ふみ入る数十分前──暴走する機関車両から客車が切り離された直後へと遡さかのぼる。





「やれやれ……だな」


　停止した客車から下りて、青年は一人そう呟つぶやいていた。左手で押さえた右みぎ肩かたからはまだ出血が続いている。


　──躱かわしたつもりだったのだがな……。


　どこの国にも手て練だれというものはいるものらしい。エミリオの従者──あの白髪の少女も相当な手練だったようだが、先ほどの派手なドレスを着た人物の銃技も、常識外れなものだった。


　──さすがは〈精杯グレイルの姫ひめ〉と、言ったところか……。


　自身の力にうぬぼれることなく、信しん頼らいに値あたいする部下を何人も配置していたのだろう。他の契けい約やく者しやたちも、すでに始末されてしまったらしい。抜ぬけ目のない娘むすめである。


　──可能ならば、身み柄がらを確保するところまで行きたかったのだがな。


　別働隊の〈鉄人〉などは、列車を暴走させるつもりだったらしいが、そちらもこうして阻そ止しされた。もっとも、その程度で始末できる程度の相手ならば〈宣教師〉とて二千年も〈精杯グレイル〉に振ふり回されることはなかっただろう。


　──まあ、今回は顔を見られただけで良しとしておくか。


　そう。そもそも青年の目的は本当にその一つだったのだから。ついでに、彼女がどんな反応を示すのかが見たくて小細工をしたが。


　いずれにせよ、今回は不確定要素が多すぎた。〈精杯グレイル〉の暴走など、想定外も良いところである。命があっただけでも運が良かったと考えるべきだろう。


　自分を納なつ得とくさせたところで、青年は背後に意識を向けた。


「ヨハエルか」


　それは問いかけるというよりも、確信した上での呼びかけのようだった。


「ぐす……。なんで分かるんですか？」


　背後から聞こえたすすり泣きに、青年は小さく肩かたを竦すくめた。


「それだけすすり泣いていれば、誰だれでも気付きますよ。他の方たちはどうなさいました？」


　先ほど、エミリオと語らっていたそれとは異なる口調。表情も涼すずやかにして落ち着いた微笑を浮かべ、あたかも別の人格にでもなったかのような変へん貌ぼうぶりだった。


「ぐすっ……。悲しいことにみんなやられちゃいましたよ。〈狭はざ間ま猫ねこ〉さんなんて、美人だったんですけどねえ。……ぐすっ。あの義手、どこかに落ちてないですかね」


　青年はようやく振り返った。青年の背後ですすり泣く神父には、右みぎ腕うでが欠落していた。


「おやまあ、壊こわされてしまったのですか？」


「ぐすっ……。〈魔琴〉まで使ったのに腕を落とされました。悲しいです」


　青年は感心したようにため息を漏らした。これでもヨハエルの実力は知っているつもりだ。彼の〈魔琴〉は青年でも手を焼く。相手は〈東方不敗〉と言っただろうか。ヨハエルを返かえり討うちにするとは、にわかに信じがたい。


　ヨハエルが青年の肩に目を向ける。


「ぐす……？　グラハムさん、撃うたれたんですか？　珍めずらしいですね」


　グラハム──先ほどまでヨシュアと名乗っていた青年は、小さく肩を竦すくめる。


「私自身、信じられない気持ちですよ。手傷を負わされたことなど、何年ぶりでしょうか。大した怪け我がではありませんが。それより、あなたに新しい義手が必要のようですね」


「ぐすっ……？　買ってくれるんですか？」


「この国であなたくらい使える駒こまを用意するのも手間ですから。今回の報ほう酬しゆうはそちらということで手を打ちましょう」


　背後からのすすり泣きが濃のう度どを増した。


「えぐっ……。悲しいです。俺、これは労災だと思うんですけど、経費として下りないんですか？」


　青年は小さく肩を竦める。


「それは無理ですね。あなたはもう〈宣教師〉……？」


　言いかけて、青年は一歩後あと退ずさった。その行動にヨハエルが首を傾かしげ──


「──捜さがしたぞカナメ嬢じよう！」


「ぐぎゃあっ？」


　ボキボキと恐おそろしい音を立てて、ヨハエルの体が真っ二つに折れた。


「……む？　なんだこの男は。何な故ぜカナメ嬢のにおいを追ってこのようなものにたどり着くのだ？」


　哀あわれな神父は、そのままゴミのようにポイッと捨てられる。


　そこに立っていたのは、見事な黒くろ髪かみを揺ゆらした少女だった。真っ黒なドレスに身を包み、背中には大きな棺ひつぎを担かついでいる。顔の半分は舞ぶ踏とう会の仮面に覆われ、もう半分には涙なみだでドロドロに流れた化粧メイク。この上なく奇きっ怪かいな格好の娘むすめだった。


「おやまあ、貴女あなたも契約者のようですね。まったく……彼女は一体いくつ駒を配置しているのでしょうか」


　突とつ然ぜんの来訪者に、青年は困ったような微び笑しようを浮かべる。


　挑ちよう発はつとも取れるその態度に対して、少女は青年が予想しなかった反応を示した。





「ひ──っ」





　それは、少女が誰にも見せたことがないだろう、表情だった。


　青年が知るところではないが、この少女は対人恐きよう怖ふ症しようである。街中に出れば怯おびえた顔などいくらでも見せる。しかし、今浮うかべている表情は、それとは異なるものだった。


　それは──絶望──そう、呼ばれるものだった。


　少女が、震ふるえながら後退る。こうも怯えられるとは思わなかった青年は呆あつ気けに取られた。


　──笑って誤ご魔ま化かすのは得意なつもりだったのですが……？


　青年が首を傾げていると、少女は消え入りそうな声で呻うめく。


「噓うそ……だ」


「……？　なんの話でしょうか？」


「貴公が……貴公が、いるはずがない」


　その反応で、青年はこの少女が自分の正体を見み抜ぬいてしまったのだろうと感じた。


「どうやら、貴女は見た目によらず聡そう明めいな方のようですね。確かに私は今、ニュージョンストンにいるはずですからね」


　少女に敬意を示してそう白状すると、少女は震えながら首を横に振った。


「違ちがう……違うぞ。だって…………」


「だって……？」


　どうも話がかみ合わないことに、青年が苛いら立だちを感じ始めると、少女は青年が予期しなかった言葉を口にした。





「貴公は──貴公は、死んだのだ！　我が──我が殺したのだ！」





　青年の顔から、表情がすっぽりと抜け落ちた。


「ああ……。なるほど。そんな格好をしているから分かりませんでした。貴女はジェノワーズ博士……なのですね？」


　少女は、本当の意味で青年の正体を見抜いてしまっていた。それゆえ──


「不運な方だ。私の前に現れなかったなら、死なずに済んだものを……」


　それゆえ、青年はこの少女を殺さなければならなくなった。


　青年の手には、一いつ挺ちようの拳けん銃じゆうが握にぎられていた。それから狙ねらう場所を探すように銃じゆう口こうを揺らし、やがて少女の心臓へと狙いをつける。


「なかなか厄やつ介かいな能力をお持ちのようですが、貴女も心臓を撃てば殺せるようですね」


　正確に心臓を狙ったまま引き金を絞しぼり込み──


「……新手ですか」


　弾だん丸がんを射出することなく、青年は不快そうに列車の屋根を見上げた。


「おお、怖こわい怖い。それがあんたの本当の顔ってわけか？　グラハム＝ヴィルヘルム猊げい下か殿どのよ」


　そこにいたのは、真っ白なスーツに身を包んだ男だった。鋭えい角かくに尖とがったサングラスをかけており、物もの腰ごしにも隙すきがない。その足あし下もとには青年が撃つはずだった少女が蹲うずくまっている。少女を抱かかえたまま屋根に上ったらしい。


　少女の姿が突然消えたため、青年は引き金を引くことができなかった。


　サングラスの男は、クイッと帽ぼう子しのつばを持ち上げる。


「悪いが、この嬢ちゃんには大金を貸してるんでな。そいつを返してもらうまでは死なせるわけにはいかねえんだ」


　青年は男に拳銃を向けるが、男は微み塵じんも態度を変えはしなかった。捉とらえられない──青年には、それが分かってしまった。


「どうやら、貴方あなたに弾丸を当てるのは難しいようですね。……名前を、聞いておきましょうか」


「リチャード＝ランナーだ」


　青年は、見るものを魅み了りようするような笑えみを浮かべた。


「気に入りました。ランナーさん。どうやら貴方は強力な契約者のようです。私に雇やとわれる気はありませんか？　優ゆう遇ぐうしますよ。その娘に貸した金を忘れられる程度には」


　男──リチャードは肩を竦める。


「悪いが、契約者にとって契約は絶対なもんでな。先約があるんで、あんたと契約を結ぶことはできないな」


「それは残念です。ですが、そちらの方を連れて行かれるのは困りますね」


「そいつは困ったな。俺の仕事は『新しん鮮せんな情報を郵送すること』でな。どうにも、ここで一番重要な情報を持ってるのはこの嬢ちゃんみたいじゃねえか」


　お互たがい、涼すずやかな笑みを浮うかべ合う。


　青年は拳銃に力を込める。


「惜おしいですね──殺せヨハエル！」


　青年の命に、地面に転がっていた神父が腕を振るう。


「切り刻め──〈クーア・ルンゲ〉！」


　ギリギリギリギリギリギリイ──耳を覆おおいたくなる音とともに、リチャードの五体がバラバラに引き裂さかれる。


「──殺す？　この俺をか？」


　切り刻まれたはずの男は、ヨハエルの背後に立っていた。


　神父はにわかに顔を引きつらせるが、振ふり向き様ざまに腕を振るう。不可視の鋼糸が再びリチャードを捕とらえる。


「──なるほど。そいつは確かに合理的な考えかもしれないな」


　納なつ得とくしたように頷うなずくリチャードは、今度は列車の昇しよう降こう口ぐちに腰こしを掛かけていた。


「──だが」


　帽子のつばをクイッと押し上げると、リチャードの姿が三み度たびかき消えた。


「──そいつはなかなか骨が折れると、覚かく悟ごしておいた方が良い」


　リチャードは、青年の正面に立っていた。ヨハエルの隣となりで親しげに肩を組んでいた。車両の屋根で睨にらみを利きかせるようにしゃがみ込んでいた。少女の持ち物だった棺をどう運ぼうかと思案するように見下ろしていた。


　そこかしこに、白いスーツに身を包んだ男が現れては消えていく。高速移動による、残像だった。


「〈魔影〉って技わざだ。まあ、気が向いたら憶おぼえておいてくれ」


「ちっ……」


　青年はいらだたしそうに舌打ちをした。リチャードを捕ほ捉そくできないからではない。いつの間にか、黒い少女の姿がこの場から消えていたからである。


　──始末しておきたかったのですが……。


　少女を逃にがしたことに嘆たん息そくしながらも、青年はポケットへ手を忍しのばせる。そこから取り出したのは一枚の硬貨コインだった。


　青年は、硬貨コインを地面に放る。


「……なんの、つもりだ？」


「代金ですよ。面おも白しろいものを見せていただいたら、こうして代金を払はらうものでしょう？」


　挑発的に笑いかけると、リチャードの顔から笑みが消えた。


「あんた、俺を怒らせたみたいだぞ」


　そして無数の残像が青年へ迫せまってくる。


　容易たやすく挑発に乗ってくれたことに、青年が感謝を捧ささげたときだった。





「──なんて、な」





　リチャードの〈魔影〉が──突然消失した。


「あいにくだが、一流の契けい約やく者しやは、そういう安っぽい挑発には乗らないもんだぜ。あんたとやり合っても、俺にはなんの利益もない。それに、あんたもそろそろ引き上げないと困るんじゃあないか？」


　そう言って、リチャードの気配は完全に消失した。


　周囲に目を向ければ、列車から逃げてきた乗客たちが不ふ審しんと好こう奇きの目を向けてきている。確かに、これ以上この場に留とどまるのは上策ではない。


　青年は呻きながらも、ヨハエルへと視線を向ける。


「ヨハエル。今の方を追ってください」


「えぐっ……それは、無理ですよ。今の人、たぶんイーストウッド社の構成員エージエントですよ。あの人一人ならともかく、あの会社と敵対したら〈宣教師〉が万ばん全ぜんでも勝てるか怪あやしいです。それはとても悲しくて、割に合わないですよ」


　ヨハエルの泣き言に、青年は深いため息をついた。


　──やれやれ。私はただ、花はな嫁よめに会いに来ただけなのですがね……。


　軽い頭痛を覚えながらも、青年は気を取り直すようにポケットへと手を忍ばせる。そして古びた小さな便びん箋せんを取り出した。その差出人を確かめて青年は慈いつくしむような微笑を浮かべた。


「いずれにせよ、貴女は私の元へ帰ってくる。貴女が本当に心を開いてくれたのは私だけなのだから。あなたの母がそうであったように。あなたの父が〈精杯グレイルの姫ひめ〉を勝ち取ったように──」


　便箋の差出人には──エルミナ＝ヴァレンシュタイン──そう、記されていた。





「私には──〈観測者〉にはそれが〝視みえて〟いるのだから」





〈精杯グレイルの姫〉──ヴァレンシュタイン家の執しつ事じ──そして〈観測者〉──


〈アルス・マグナ〉の歯車は廻まわり続ける。


　眠り姫をその傍かたわらから逃がすことなく。


　過ぎ去った記き憶おくを準なぞらえるように。


　山犬プリンシツプを従えた少年は、ただ主あるじの影かげのように傅かしずく。


　影でいられる時間が、もう終わりを告げていることも知らずに……。






　あとがき







　皆みな様さまお久しぶりです。今回はちょっと間隔空いて……ないんでしたっけ？　最近、時間の感覚がいまいち曖あい昧まいで……ともかく手て島しま史ふみ詞のりでございます。





　本作は影かげ執しつ事じマルクの手て違ちがいシリーズ第九巻『影執事マルクの彷ほう徨こう』でございます。


　今回の主役は前回途と中ちゆう退場したカナメ＆もう一人のお嬢様エミリオ！　エミリオの手を離はなれて暴走する〈アルス・マグナ〉。それを止めるためやってきた精せい霊れいの少女。そんな中、独ひとり奮闘するカナメは女の子なんだから泣きたいときだってあります。短編集第二弾！


　……はい。短編集です。本編をご覧になった方はお解わかりかと思いますが、またこういう仕様になっています。そしてまたキスシーンがありましたね。もう、これも仕様ですね。





　ではざっと各章の説明なぞ。


　そこが山犬の住処すみかだから


　ハロウィンものです。迷走編を出したころに掲けい載さいされた話ですが、ジェノバとオウマの出番はなかったので、本編用にだいぶ修正しております。





　だから彼らは消えることにした


　掲載時期はこれが一番古いものです。忘ぼう却きやく編が出た直後のころ、夏でしたので怪談ものに走ってみました。こちらもジェノバとオウマを加えて修正しています。書いたときには考えもしませんでしたが、今回の主しゆ軸じくのお話です。





　犬と魔眼と異国の硬貨


　一度ＣＯＭＴＡさんの全員集合の挿絵が見たくて書いた話だったりします。期待通りでしたので私は満足しています。……はい？　本編の内容ですか？　またマルクが可哀かわい相そう過ぎるとか言われたのですが、何な故ぜでしょうね。





　それが彼女との約束だから


　私も奥さんから「髪を切って」と言われたことがあります。結果は……訊きかないでいただきたい。ちなみにフィガロは奥さんの一番のお気に入りらしいです。またどこかで出せるでしょうか？





　書き下ろし


　カナメが頑がん張ばるお話です。それと、リカルドといっしょになったヴィオラは結局幸せだったのか。秘密編で書けなかったその辺りの事情にも触ふれてみました。


　それと少し余よ談だん。最近名前だけ出てきてるキャラやチラッとだけ出てきたゲストキャラが多いですが、その辺もまとまったお話にできるかもしれません。詳くわしくは次巻あたりでご報告できるのではないかと思います。





　そして、今回はマルクメディアミックス第二弾！　再びコミックとドラマＣＤとの連動企画でございます。今回、ドラマＣＤは収録に行けなかったので血の涙なみだを流しました！


　でも歌の収録には行けました。そう、今回のドラマＣＤは歌も収録されてます！


　本編でちょこちょこ登場するエルミナの謳うた、高たか垣がき彩あや陽ひさんに歌っていただきました！　ちなみに私もボーカル部分は作曲させていただきました。作詞作曲です。イヤッホウ！　プロの方に編曲していただいておりますので、お聞き苦しいものではないのでご安心を。


　で、その収録中の高垣さんのひと言。


高垣さん「あの人初音ミクさん凄すごいですよ？　息いき継つぎしないんですから！」


　私はボーカロイドで制作したのですが、ずぶの素人しろうとですので息継ぎとかまったく考こう慮りよしておりませんでした。というわけで、高垣さんにすごく頑がん張ばっていただくことに……。


　でもとても良い曲に仕上がりましたので是非ともご試し聴ちようくださいまし！





　コミックもとうとう完結。ＣＯＭＴＡさん、きっついスケジュールの中、本当に頑張ってくださいました。特に後半のエルミナとカナメの愛らしさは見事ですので、ご一読いただいて損はないと断言いたします。ドラマＣＤの歌を流しつつラストを読まれますと大変良い感じかと思います！　宣伝ですね？　ちなみに今回も短編書かせてもらいました。





　さて、それでは近きん況きようなど。九月十月は息子むすこと娘むすめの運動会がありました。


　昨年は優勝できなくて落ち込んでいた息子ですが、今年は優勝できたので狂きよう喜き乱らん舞ぶしておりました。一方、娘の方の運動会ですが。娘、とにかく騒さわぐのが楽しくて仕方ないらしく、ずっと笑え顔がおでした。親子競技（大玉ころがし）なども飛び跳はねておりましたし、奥さんが出場したＰＴＡ競技など椅い子すから立ち上がって騒いでいましたっけ。


　私は子供のころ、運動会など面めん倒どう臭くさくて仕方がなかったのですが、楽しそうな子供たちを見ていたら「どうして自分は楽しもうとしなかったのだろう」となんだか後こう悔かいしました。





　うお、そんなことを言ってたらページが残り少ない！　では各方面へ謝辞です。


　毎回無茶言いながらも各方面へ走ってくれた担当Ｔ様。体調崩くずしながらも完かん璧ぺきな仕事をこなしてくださいましたＣＯＭＴＡ様。漫まん画が担当Ｍ様。カバーデザインアフターグロウ様。校正に携たずさわってくださいました皆様。ドラマＣＤ製作に携わってくださいました声優方、ランティス、デルファイサウンドの皆様。わがまま言いながらいつも笑わせてくれる奥さん子供たち。そして本書を手にとってくださいましたあなた様。ありがとうございました！





　次回予告。執しつ事じとお嬢じよう様さま、そして〈観測者〉。過去を準なぞらえる駒こまたちはそれぞれの思惑のまま衝しよう突とつする。そして全すべての鍵かぎを握にぎる少女は自らの過去を克服することはできるのか。本作最大の変態ジェノバがシリアスに挑いどみます精杯グレイル編完結巻。お楽しみに！







２０１０年10月　手島　史詞


アトリエ月の窓http://teshima.at.webry.info/
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　初出







「第一章　そこが山犬の住処すみかだから」




　　ドラゴンマガジン２００９年11月号







「第二章　だから彼らは消えることにした」




　　ドラゴンマガジン２００９年９月号







「第三章　犬と魔眼と異国の硬貨」




　　ドラゴンマガジン２０１０年１月号







「第四章　それが彼女との約束だから」




　　ドラゴンマガジン２０１０年５月号





　※本書は、ドラゴンマガジンに掲載された短編を改稿してまとめたものです。


　　プロローグ、第五章、エピローグの各章は書き下ろしです。




影かげ執しつ事じマルクの彷ほう徨こう





手て島しま史ふみ詞のり
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